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　序　章







　何ど処こかで鳥が鳴いた。

　縁側に座って編あみ物をしながら、娘はふと晴れ渡る空を見上げる。

　空の蒼あおはどこまでも深く。雲の白はどこまでも潔いさぎよく。ごく平凡な秋晴れの空模様だ。

　その下で編み物を続ける娘もまた平凡な佇たたずまいであった。

　娘の前にあるのは、小さいながらもしっかりと作り込まれた日本庭園。

　そこに面する縁側に、娘は大きめの座布団を敷いて座っている。編んでいるのは小さな小さな衣装だ。さすがに膨ふくらんだ腹を抱えて和服を着付けるのは無理があるのか……マタニティ・ウェアをまとっている為、日本家屋に日本庭園と、和風に固められた周囲の景観には溶け込みきっていない。だが――それ以外は呆あきれる位に平凡で違和感のない、我が子の誕生を待つ若い母親予定者の姿がそこにはあった。

　まるで……平凡たる事を装よそおっているかのように。

　だが。

「…………」

　娘は眼を瞬まばたかせて編み物をする手を止める。

　鳴いていた鳥のものであろうか。白い白い羽根が、右に左にと波間にたゆたう木の葉のように揺ゆらめきながら彼女の元に落ちてくる。ふわりと膝元ひざもとに舞い降りた、その翼の欠片かけらを手に取りながら……娘は静かに微笑ほほえんだ。

「…………条約違反ですよ？」

　それは独り言であったのだろうか。

　彼女の言葉に応じるのは――ただ庭園に横たわる空漠くうばくたる静せい寂じやくのみ。他に動く者もなく、娘も殊こと更さらに返答を期待している様子はない。

　しばしの時間が過ぎて。

　静寂に飽きたかのように、かこん――と鹿威ししおどしが鳴った。

「――構わぬ」

　何い時つの間にそこにいたのか。

　彼女の背後に小柄な人影が存在していた。

　否いな――それは人ではない。人の姿をしてはいるが断じて人間ではない。人間の背中にはこのように白く輝く翼は備わっていないだろう。ましてや――六枚も。

「お久しぶりですね」

　娘は振り返りもせずに言った。

　あるいは――信心深い者ならば『不ふ遜そんな』と彼女の態度に立腹りつぷくしたかもしれない。だが背後の存在に対する彼女の態度は、信仰や畏い怖ふの対象に向けるものではなく……旧ふるい友人に対して向けるそれであった。

「……魔力が枯こ渇かつしても妾わらわを察するか」

　そう言ったのは少女であった。

　小柄な……いっそ幼女と表しても構わない位の幼い女の子である。身に纏まとっているのは白い長衣ローブ。腰には剣を差している。余計な飾りも色彩も混じらぬ、清冽せいれつな印象の装いである。ただ――小脇に抱えた茶色いクマのぬいぐるみだけが違和感を醸かもし出していたが。

「失ったのは魔力のみです。智恵と知識は未いまだこの身に残っておりますよ」

　誇ほこるでも傲おごるでもなく――娘は編み物を再開しながら、さりげなくそう言った。

「……ところで何の御用で？　受じゆ胎たい告こく知ちには少々遅い感じですけれど」

「羽は瀬せ川がわ秋あき穂ほ。妾は汝なんじに忠告に来たのぢゃ」

　小柄な体たい軀くに過剰とも思える程の巨大な翼を備えた異い形ぎようの少女が言う。

　もっとも……その翼とて気まぐれの産物ではあるのだろう。

　そもそも彼かの者達には翼などなかったとも言われる。彼等の翼は後世の宗教家達が見み栄ばえを良くする為に描き足したものであるのだと。彼等にとって姿形は仮かり初そめのものに過ぎない。翼とて四枚、六枚、あるいは別宗教では二八〇枚と――まるで定まっていない。少女の姿ですらも、彼等にとっては趣しゆ味み嗜し好こうの範囲を出るものではないのだ。何しろ彼等は此この世よの始まりから存在しているのだから。

「悪い事は言わん。その子を堕おろせ」

「……貴女あなたの立場でそれを仰おつしやいますか」

　娘は微苦笑を浮かべて言った。

　キリスト教では堕だ胎たいは重大な罪だ。

「宗教家共どもの定義や教義なぞどうでも良いわ。わかっておるのだろう。汝の魔力の枯渇はその子の仕し業わざぢゃぞ。奇き蹟せきの術を学ぶ者としての汝の未来を閉じたのはその子ぢゃ」

「…………」

　娘は無言で微笑んでいる。

　少女は静寂を埋めるかのように言葉を続けた。

「確かに生まれてくる赤あか子ごに罪はない。ぢゃが――その子の力は決して汝の仲間達には歓迎されまい。良くて実験動物扱いぢゃ。誰も幸せにはなれんぞ」

「……それでも」

　娘はそっと自分の腹に手を添える。

「此の世に生まれ出たいと願うこの子の気持ちを私は無視できません。幸せも人それぞれです。この子が幸せになれるかどうかは――この子以外には誰にもわかりません」

「誰もが幸せになれる訳でも願いを叶えられる訳でもない」

　少女は峻しゆん烈れつな口調で言った。

「場合によっては汝は己の娘に『生まれてこない方が良かった』と後悔こうかいさせる事になる」

「それは既に生まれ出た者の傲ごう慢まんさから出る言葉です」

　娘は言った。

「…………」

　少女は黙り込む。

　それはあるいは――少女にとっても耳の痛い台詞せりふではあったかもしれない。

「どうしても産むか」

「はい」

　きっぱりと娘は頷うなずいた。

「……ならば最後に一つだけ忠告しておく。魔力の真空地帯たるその子に関しては未来予知すら不可能ぢゃが、周辺の事情からおぼろげに推測がつく部分もある。その子にまともな人生を送らせたいのならば、決して魔法を学ばせるな。魔法を教えるな」

「……おかしな事を」

　娘は首を傾かしげる。

「〈魔力侵奪能力〉を持つ者が魔法を行使できるはずがないではありませんか」

「〈魔力侵奪能力〉は封印できる。その状態で魔力を使う事は可能ではあるぢゃろう」

「…………理論上はその通りですけれど」

「その子がもし魔道を学べば大変な事になる」

　少女は言った。

「大変な事、とは？」

「わかっておればこんな回りくどい言い方はせん」

「……ですね」

　娘は苦笑した。

「良いか。伝えたぞ――羽瀬川秋穂」

「御ご足そく労ろう――痛み入ります」

「気にするな。妾と汝の仲ぢゃ。正直、この程度の事しかできぬ立場と能力である事が歯がゆいわ」

「……ガブリエル」

　娘はくすりと笑って言った。

「じゃあこう言います。『ありがとう』」

　何の気き負おいもなく。何の遠えん慮りよもなく。何の打算もなく。ただ――自分の事を気き遣づかい、無理をおして遠方より訪れた友人に対して、ごく自然に手た向むける言葉としてそれはあった。

「…………うむ」

　満足げに頷くと少女の姿はゆらりと揺れてその場から消滅する。

　後にはただ静寂と微笑を浮かべたままの娘が残る。

　――かこんっ。

　あまりに短い時間の終わりを告げるかのように――鹿威しが再び鳴いた。










　第一章　分離しちゃったんですけど。







　樹き乃の里さとロイヤルハイツ。

　バブル崩ほう壊かい以来――世の中不況だ不況だと言われ続けながらも、飽きる事なく続々と建てられ続けてきた高級分譲マンションの一つである。

　比較的余裕のある造りと、充実した設備が売りのマンションだ。

　しかし既に建てられてから十年余りが経過している為に、設備の多くは旧式化し、不動産としての価値は随ずい分ぶんと目減りしている。オートロックは当たり前、ブロードバンド・インターネット対応はおろか、指紋照合鍵もさして珍しくない昨さつ今こん……最新鋭の設備で固められた今時のマンションと比較すると、どうしても見劣りする感じである。

　故ゆえに……此こ処こに住んでいる住人達の経済状態は総じて似に通かよっている。

　貧しくもないし、余裕のある暮らしぶりではあるが、『裕福』と言い切ってしまうのには多少の躊躇ためらいを覚えるような、中間層――いわゆる『小金持ち』が多いのだ。パートだの内職だのの必要はないが、一人で家にいるのも退屈、といったプチ・マダム達が、午後になるとテニスだの社交ダンスだのといった各種文化教室カルチヤー・スクールにいそいそと出掛ける姿をよく見掛ける事ができる。

　でもって。

　最近――樹乃里ロイヤルハイツの住人達の中では神経科に通うのが流行している。

　流行といっても別に皆、好き好んで病院に出向いている訳ではない。いわゆる風邪の流行と同じである。

　さらに言えば彼等彼女等は、別に神経科といってもその本来の神経麻痺系の疾病しつぺいの治療に出掛けているのではない。単に精神科に行くのとなると妙に深刻そうな気がして、何となく躊躇われるから、敷居の低い神経科に行っているだけだ。

　まあそれはさておき。

　樹乃里ロイヤルハイツの住人達が悩まされているのは記憶障害である。

　時折――記憶が繋つながらなくなる事があるのだ。

　まるで記憶の一部が消し飛ばされたかのように。

　だが普通の人間は『記憶が消された』とは考えない。まあ中には『宇宙人に誘拐されて記憶を消された』とか騒いでいる人間も一人二人いるようだが……常識的な感覚で先まず疑うのは記憶操作よりも健けん忘ぼう症しようか認知症である。それが度々たびたびならば尚更なおさらだ。

　そういう訳で。

　近所にある総合病院の神経科では最近やけに増えた――それも局所的に――通院患者の数に首を傾かしげていたりする。まあ環境から来るストレスが精神に影響を及ぼす事は少なくないので、近所で大規模な工事が続いていたりとか、ヤクザの事務所が越してきたとか、そんな処ところだろうと医者達はたかを括くくっていた。原因を居住環境問題に求めるのならば、その解決は彼等の仕事ではなくて行政の仕事である。

　だが……

「御ご存ぞん知じです？　天野さん処の息子さん。受験に失敗したショックで性せい転てん換かんですって」

「まあ素敵――もといお気の毒に。モロッコへでも旅立たれたのかしら？」

「いやそれが最近じゃアメリカの方が性転換手術は進んでいるとかで」

「ははあ。世の中日につ進しん月げつ歩ぽですわねえ」

　とかなんとか――マンション前の路上で世間話に花を咲かせている主婦達。

　最近のマンションの類たぐいでは近所づきあいというものが激減する傾向にあるが、此処では未いまだ井戸端会議も盛んである。比較的無趣味な主婦達が、たむろして世間話に花を咲かせるのは此処では別に珍しい事ではない。

「そういえば荒井さん処のご主人。転勤ですってよ」

「ええ？　また単身赴任？」

「ええ。今度はパプアニューギニアですって」

「まあ良い所ねえ――暖かくて暖かくて暖かくて」

　とか何とかやっていると。

　――ごがんっ!!

　至し極ごく日常的なその風景に非日常的な破壊音が轟とどろく。

　思わず身をびくりと竦すくませてそちらを振り返った主婦達は、そこにテロもかくやと言わんばかりの惨状を眼にする事になった。

　エントランス・ホール。

　管理人室――まあ普段は無人だが――や集合型の郵便受けの設置されたその空間に、もうもうと白煙が立ちこめている。

　火事ではない。衝撃で粉塵ふんじんが舞い上がっているのである。そしてその粉塵は破壊された天井の孔あなから降り注いでいた。どうやら粉塵の元は粉ふん砕さいされたコンクリートらしい。

　一体何が起こったのか。

「なななななな……なんでしょう」

「ささささささ……さあ。わかりませんわ」

　動転しまくる主婦達の視線の先――塵煙じんえんの向こうでむっくりと身を起こす人影が一つ。

　天井の剝はく落らく事故に巻き込まれた住人か。

　それとも――

「ままま……まるで誰か天井を突き破って落ちてきたみたいに……」

「まままま……まさかまさか……まさか」

　主婦達の動どう揺ようをよそに人影はふと頭上を……自分が落ちてきた方向を見上げる。

　次の瞬間、人影は残像さえ空間に残すような物凄い勢いでその場から飛び退のいた。

　そして。

　――じゃっ！

　落下してきた何かが音を立ててエントランス・ホールの床に突き刺さる。

　何か？　……何が？

　いびつな――剣が。

　それもコンクリートの床に。

　ぶうんと羽は虫むしのような音を立てるその剣には持ち主の影が繋がっていた。

「ちっ――外したか」

　体重を載のせた垂直の突きをぶちかましたその人物は――

「はははは羽は瀬せ川がわ――」

　そう。

　主婦達の言葉通り――樹乃里ロイヤルハイツ九階に住む羽瀬川さん家の鈴すず穂ほちゃんであった。

　髪がいつもと違う――長い三つ編あみを今はほどいているのと、何な故ぜか染めたかのように蒼あおい――ので随分と印象は異なるが、背せ格かつ好こうから見ても、そのちょっと丸顔の上に掛けられた眼鏡めがねから見ても間違いない。

　もっとも主婦達がよく知る鈴穂は、ひどく引っ込み思案で恥ずかしがり屋さんで――少なくとも、剣なんだかチェーンソーなんだかよくわからないものを振り回して破壊工作に勤いそしんだりはしなさそうな感じだったが。

　ついでに言うと。

「みゅ。スズホの攻撃は単調なのである」

　そう言うのは同じ部屋に住む留学生――タナロット・アンサーティンであった。

　やや短めだがボリュームが多く柔らかにうねる赤毛と、健康的な小麦色の肌がいかにも南国風の少女である。下手に着飾らせるよりも、虎縞とらじまのビキニとか着せて椰や子しの木にでも登らせている方が似合いそうな、野性味溢あふれる感じだが――だからといってマンションの天井を突き破って落ちてくる事の説明にはならない。

「攻撃が単純なのはお脳の造りが簡単だからなのである」

「てめえに言われたかねえっ!!」

　喚わめいて鈴穂が剣を振り回す。

　じゃっ!!

　音を立てて集合型郵便箱が真っ二つに切断され、がこんと傾く。

　壁には幾いく筋すじもの抉えぐり抜いたような跡が刻まれ、さらには隅すみに置かれていたゴミ箱も両断、中から住民達が捨てていったダイレクトメールやらチラシやらがごそりとこぼれ落ちる。

　人間があの一撃を食らえばどうなるか。

　考えないでも想像がつく。

「ひいいいいいいいいっ!?」

「あああああああああっ!?」

　主婦達はその場から退散しようとするものの、腰が抜けて立てない。

　当たり前だ。

　同じマンションに住む少女がある日突然、凶悪な剣を振り回して鉄やらコンクリートやらをぶった切って暴あばれるとは誰が思うだろうか。

　そんな彼女等などまるで無視して――というか明らかに気付いてない様子で――眼鏡少女と南国少女はエントランスホールでがしがしと戦っている。

　見慣れたはずの日常風景が、突如とつじよとして異次元の戦場と化していた。

「でえい――死ねえっ!!」

「みゃーっ!!」

　ぶん――と振り下ろされる鈴穂の剣を、しかしあろう事かタナロットが素手で、しかも平手で受け止める。

「なにいっ!?」

「みゅっ――〈ワルプルギス〉敗れたりなのである」

　にたりと八や重え歯ばを見せながら笑うタナロット。

　剣――〈ワルプルギス〉の刃やいばが一ミリも食い込んでいない。鈴穂が全力で押し込んでいるにもかかわらず、まるで鋼鉄の像に押し当てているかのように、皮ひ膚ふがへこみさえしないのである。

　いや。そもそも岩石であろうと鋼鉄であろうと〈ワルプルギス〉を全力で叩き込めば裂けるはずなのだが――

「男子三日会わざれば割礼かつれいして見よというのである」

「…………」

　いろいろ間違っている感じだがとりあえず鈴穂は無言。

「我もいつもいつも鈴穂に追い回されているだけではないのである！」

「――説明しよう」

　と突然――何ど処こからかにゅっと生えた黒衣の青年が言った。

　長い黒髪と切れ長の瞳ひとみがやたらと美形な感じだが――何処か重要な部分の螺ね子じが抜けているかのように『二枚目』になりきれていない雰ふん囲い気き。その分親しみが湧わく容姿でもある訳だが、さすがにこの人物は主婦達の記憶にはない。

「厳しい修しゆ行ぎようの末、タナちゃんは自らの魔力を部分的に制御する事に成功したのである。といっても蒼い髪の鈴穂ちゃんの前では放散ほうさんされた魔力は基本的に吸収されてしまう。なのでどんな形であれ魔力を放射する方法は適さない。あくまでタナちゃんという肉体の『器』に付属する形で運用する必要がある」

「…………それで？」

　と眼を半眼にして先を促うながす鈴穂。

「そもそも……魔力とは一定空間に対し飽ほう和わ量りように達すると物理現象に転化する。強制的に魔力偏差を創り出した上で、この転化に恣し意い的てきな方向性を与えるものが魔法な訳だが。元々タナちゃんがロシア製品の如ごとく物理的にやたらと頑がん丈じようなのも、ある種の変換が無意識の内にその体内で行われているからだ」

「いるからである！」

　意味がわかっているのかいないのか――とりあえず得意げに胸を張るタナロット。

「物理現象として変換された魔力、例えば神族や魔族、精霊の依代よりしろとしての『肉体』なんかもそうだが、これは純粋な魔力よりも吸収されにくい。更に変換された魔力を一定形態に固定する為の『器』があれば、さらに吸収に抵抗できる。船が海流や波に流されないように固定する碇いかりみたいなもんだな。〈魔力侵奪能力者〉の前に出たからといって即座に神族や魔族が消滅してしまわないのは、この為な訳だが」

「訳であるが」

「この事から魔力をそのまま魔力として制御するのではなく、生物が生命活動の際に循じゆん環かんさせる『気プラーナ』へ変換しこれを増幅。防御力場や結界を形成するのではなく、あくまでタナちゃんの肉体表面を『気』の『鎧よろい』、別の言い方をすれば『気』の『コーティング層』を創り出す事で〈ワルプルギス〉の一撃を真っ向から受け止められるようにしてみました。まあ、まだまだ全体強度が足りないから〈ワルプルギス〉を受け止める時は、それなりに打たれる部分に意識を集中する必要あるけどね」

　と指を立てて榮えい太た郎ろうが宣のたまう。

「まあ基本は古代インドの流れをくむ功夫クンフー、極めれば己の肉を刀剣弓矢の類をも跳ね返す鎧にする事ができるという、易えつ筋きん経げいの発想を応用したのだが――」

「一つ訊きいていいか」

　得意げにぺらぺらと宣う榮太郎を遮さえぎるようにして鈴穂が言った。

「厳しい修行って――何い時つの間に何処でそんな技法覚えたんだ」

「みゅ。バインダー方式で一日十五分なのである」

　反そっくり返って言うタナロット。

　その隣に並んで何処からか取り出したパンフレットを示しながら青年が言った。

「今なら握っているだけで字が上手くなる特製万年筆も付きます」

　胡う散さん臭くささが爆発するよーな代物であった。

「……要するにてめえの差し金かっ!!」

　ぶん、と鈴穂が青年に向かって剣を振るが、青年はひょいとそれを避けると『わはははは。それじゃ』とか言い残して去っていった。

「……何をしに出てきたんだ、あいつは」

「解説なのである。そんな事もわからないとはやはりスズホは戯たわけさんなのである」

「やかましいわっ!!」

「これでスズホなど平気なのである」

　ぐるぐると腕を回しながらタナロットは言った。

「スズホを倒してタクトといちゃいちゃべたべたするのであるっ!!」

　叫びと共に拳こぶしが突き出される。

　まるで拳を弾頭だんとうにしたミサイルのように突っ込んでくるタナロット。『気』の装甲を纏まとった彼女の一撃は――さて如い何かなる破壊力を生み出すのか。

　自信満々、ノックアウト確信といった様子で飛びかかるタナロット。

　だが――

　――ぎょん！

「みゃっ!?」

　異様な音と共に彼女は跳ね返ってぼこんと床に落ちた。

　そして。

「はっはっはっはっは」

　にたりと余裕を見せて笑う鈴穂。

「何なのであるか？　今のは何なのであるか？」

　さすがに驚いた様子で尋たずねるタナロットにひとしきり笑った後で鈴穂は言った。

「いつまでも攻撃一いつ辺ぺん倒とうじゃあバランス悪いだろ」

　そう言う鈴穂の左手には何時の間に取り出したのか――もう一本、いびつな形の剣が握られていた。いや……剣というよりは『傘かさ』だろう。本体の形も、そこから展開される力場の形状も。本体の長さも〈ワルプルギス〉の半分もない。

『？』マークのように湾わん曲きよくする握りから伸びる芯しん棒ぼう。これを中心としてまるで分厚い硝子ガラスを通しているかのように、僅わずかだが円形に風景が歪ゆがんでいる。

　まさしく形としては透明な傘を広げているような感じだ。

「みゅ？　それは何であるか？」

「新兵器だよ新兵器。常識だろ。この間のハゲのおっさんとの対戦でいろいろ苦戦したからな。とりあえず御み狩かり谷やに頼んで作ってもらった。基本は〈ワルプルギス〉と一緒だけどな。こっちは『刃』じゃなくて『盾たて』の形に展開できるようにして貰もらったんだよ。こっちは〈アイギス〉ってんだがな」

　アイギス。

　ギリシャ神話において元は女神アテナの所有物であり、魔女メデューサを倒したペルセウスが持っていたとされる鏡の盾の名である。後にメデューサの首を据すえ付けて、相あい対たいする者を石にしたとか剣呑けんのんな話もある。現在、海上自衛隊だの米海軍だので有名なイージス艦の『イージス』の語源でもある。つまりは『鉄壁の護まもり』の意味なのだろう。

　ちなみに。

　鈴穂はこの〈アイギス〉で〈連盟〉の超能力者ガントに対抗するような口ぶりであるが、これはさすがに無理だ。ガントの超能力は空間ごと対象を切断する。同じく空間そのものに作用するような方法でなければ、彼の斬撃ざんげきを防ぐ事はできない。

　ただ、ガントのような特殊な攻撃を仕掛けてくる場合はともかく、物理的な威力を前にする限り〈アイギス〉は確かに鉄壁の、あるいはそれ以上の防御力を持っているのは事実で、総合的に見れば鈴穂の戦闘力が上がったのも間違いない。

「みゅう」

　表情が険けわしくなるタナロット。

「さあそろそろ覚悟はいいか？」

　右手に最強の剣〈ワルプルギス〉、左手に最強の盾〈アイギス〉を構えて宣う鈴穂。

「みゅう。それはこっちの台詞せりふなのである」

「上等だあっ!!」

　そうして再び始まる戦い。

　コンクリートが切られ、鉄筋が吹っ飛び、その中を二人の少女が非常識にも何故か無傷で戦い続けている。理り不ふ尽じん極まりない話であるが――何の力もない一般人に異を唱えられるような状況でもない訳で。

「ひ……」

「た……助け……」

　わたわたと手足を動かしてその場から必死に逃げる主婦達。

　そこに――

「タナロット！　鈴穂！」

　少女達の動きがぴたりと止まる。

　主婦達が反射的に振り返ると――そこにはちょうど、エレベーターから降りてきた一人の少年の姿があった。

　中肉中背。そこそこに整っているが、特徴に乏とぼしい――強いて言えば善人丸出しの顔立ちの少年である。着ているのはごく普通のジーンズとシャツなのだが、やはりこの少年も常識外の住人なのか、その手にはやたらでっかい――彼の身長よりも長い杖のような機械のようなものを携たずさえていた。

　無論、この少年にも主婦達は見覚えがあった。

　羽瀬川家の事実上の家や主ぬし――羽瀬川拓たく人とである。本来の家主である彼の父親は海外出張の為にここ三年ほど自宅へ帰ってきていないという噂うわさだった。

「だから外で暴れたら駄だ目めって言ってるだろ!?　ああもう……毎回毎回記憶処理する身にもなってよ。大体、普通の人に目撃される位ならともかく、怪け我が人が出たら洒落しやれじゃ済まないよ。昨日も寒さ河が江み教授に怒られたばっかでしょ」

「みゅう」

「うっ……」

　少女達がばつが悪そうな表情を浮かべて顔を見合わせる。

「鈴穂。リボンして」

「う……」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで鈴穂がポケットから取り出したリボンを髪に結ぶと、彼女の髪の色がいきなり蒼から黒へと変化する。まるでコンピュータ・グラフィックでも見ているかのような不自然な光景だった。

　それに応じて鈴穂の表情も劇的に変化する。

　牙を剝むいている肉食獣のような獰どう猛もうそのもののそれから――主婦達がいつも見慣れている何処かおどおどした感じの少女へ。

　そして――

「ええと」

　その少年――主婦達もよく知るやはりこのロイヤルハイツの住人、羽瀬川拓人は何処か追い詰められたかのような曖あい昧まいな笑みを浮かべて言った。

「ごめんなさい」

　そう言って何事か唱える。

　じゃきん！　と音を立てて杖の部品が動き――空間から滲にじみ出た蛍ほたる火びが舞い踊って不可思議な図形を描いていく。

　次の瞬間、ばたりと主婦達はその場に倒れ伏した。

「えーと。記憶消去――範囲……三百秒。覚かく醒せい時間――六百秒後」

　薄れていく主婦達の意識にそんな拓人の声が聞こえる。

　そして。

　………………

　…………

　……

「――あら？」

　主婦達は眼を瞬まばたかせた。

　何か……いきなり夢から醒さめたかのような。

「どうかなさいました？」

「あ……いえいえ」

　と尋ねる主婦と首を振る主婦。

　さすがに『ここ何分かの記憶が飛んだみたい』とは言えない。『私アホです』と言っているようなものだからだ。もっとも全員がそう考えているとは彼女等は夢にも思っていない訳であるが。

「あ。それでね。御存知です？　天野さん処の息子さん。受験に失敗したショックで性転換ですって」

「まあ素敵――もといお気の毒に。モロッコへでも旅立たれたのかしら？」

「いやそれが最近じゃアメリカの方が性転換手術は進んでいるとかで」

「ははあ。世の中日進月歩ですわねえ」

　…………という訳で。

　事こと程ほど左さ様ように。

　樹乃里ロイヤルハイツ御近所の安あん寧ねいは、かなり脆もろい均衡の上に辛かろうじて成り立っていたりするのだった。
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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在あった。

　この国の公こう文ぶん書しよの何処を探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しない筈の機関。あり得ない筈の組織。

　何故ならこの教育機関が教える事は一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆積たいせきしてできたものであったからだ。

　だが捨てる者がいれば拾う者もいる。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られた筈の不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。

　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　羽瀬川鈴穂。

　彼女は二重人格者である。

　どういう理屈なのか、彼女の中には『対人恐怖症でちと気が弱くその為に失しつ語ご症しようになってしまっている』人格と、その反動のように『喋しやべれるがやたらと強気で伝法でんぽうで気が短い』人格が存在する。

　彼女の人格は前者が本来のものであるが、後者がどのようにしてでき上がったのかは未だ謎のままである。失語症と同様に幼少時の心理的外傷トラウマが原因とも言われているが、単に失語症になるのではなく、人格が分裂した挙げ句に片方が喋れなくなるというのは全くもって意味不明である。

　普段はこのもう一つの人格は、ある超能力者の設計した封印の魔法具によって抑制されているが、この封印が解除されると普段表おもてに出る時間が少ない分、もう一つの人格が支配的となって表に出てくる。

　この二つの人格は、意外にも双方どちらも相手を認めているような節ふしがあり、自らの人格分離に関して鈴穂本人はあまり気にしている様子がない。彼女にしてみれば普段は見えない双子の姉か妹が側そばにいるようなものなのかもしれなかった。

　同じ身体に共存して約十年。

　それなりの慣れも出てくるのだろう。

　だが――
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「死ねええええええええええええっ!!」

「みゃああああああああああああっ!!」

　マンションの続きという訳でもあるまいが。

〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイの一郭いつかくで鈴穂とタナロットは再び戦っていた。

　場所は〈学園〉第二校舎の廊下。

　既に恒こう例れいと化しつつあるせいか、近くにいる〈学園〉の生徒や教師達はそそくさと退たい避ひしてしまっている。当初は逃げる為についいつもの癖くせで空間跳ちよう躍やくのポータルを開いたり、固有時加速で瞬間移動しようとしたりして、失敗した上に巻き込まれる魔法使い達が多かったが――蒼い髪の鈴穂が表に出ている時は、その周囲では魔力が枯こ渇かつし、魔法が使えなくなる――今では皆、さっさと徒歩で逃げるようにしていた。

　というわけで例外はただ一人。

　羽瀬川拓人である。

　だが彼こそが鈴穂とその相手――未分化魔神タナロットの喧けん嘩かの原因だ。要するに彼を取り合って飽きもせずに鈴穂とタナロットは喧嘩を繰り返している訳であるからして『それじゃ』と立ち去る訳にもいかない。というか立ち去ってもさして状況は変わらないような感じだが――少なくとも彼は立ち去れる性格ではない。

　しかも――

「やめようよ――二人とも！　やめなってば！」

　意識的にか無意識的にかはともかく、人的被害が出る恐れがない場所では、多少暴れても拓人が本気で怒らない事を、鈴穂とタナロットは学習している節がある。マンションの中や路上であまり派手にやり合うと、前記のように拓人はかなり本気で怒って二人に注意するが――二人の少女が自分を取り合って争っているのは一応認識しているので『他人に怪我を負わせる怖おそれ』がない場合、大たい義ぎ名めい分ぶんに欠けてしまって彼も強く言えないのである。

　という訳で。

「うらあああああああああああああああああああああああああっ!!」

「みゃあああああああああああああああああああああああああっ!!」

　がんがんがんがんと拳と剣で打ち合いながら廊下を走っていく二人。

　ちなみに第二校舎というのは本校舎の裏に設けられた多目的校舎である。

　本校舎よりも二回り小さい形になっていて……その部屋の半数は希望者に貸す事ができるようになっている。

　教職級の魔法使い達は本校舎に部屋を持っているし、一人前の魔法使い達は自前の亜空間を作り出してそこに研究施設を置いたりするので、彼等にはこうした部屋は特に必要なかったりする。当然、亜空間に作られた部屋の方が防犯や機密保持という観点からは有利なのである。

　だが――〈学園〉にはあまり魔力量は高くないが、魔法具や魔法薬の作成には非常に才能を持つ者もいて、彼等は空間移動の為のシフト・ポータルを開く事ができなかったり、できてもやたらと面倒だったりする為、こうした普通に出入りできる部屋というのはそれなりに需要があるのだった。

　しかし……

「でええええいっ!!」

　ぅをんっ――と羽虫の唸うなりのような音をさせながら振られる〈ワルプルギス〉。

　輝く刃が動きに従って伸び上がり、タナロットに命中――するかと思われたその瞬間、タナロットは『みゃっ！』とか何とか言いながら廊下の片側に置いてあったベンチをひっつかんで投げる。咄とつ嗟さに鈴穂は左手の〈アイギス〉をかざして防御。日傘のような形の防御力場が飛んできたベンチを跳ね飛ばす。

「みゅうっ!?」

「食らえっ!!」

　喚きながら鈴穂は突進。

　今度は騎ラ兵ン槍スのように〈ワルプルギス〉を構えて突きの体勢だ。

　だがひょいとタナロットは彼女の突撃をかわすと、そのまま空中で回し蹴り。蹴り自体は地に足をつけないので軽いものであったが、背中を押される形となった鈴穂は、そのまま止まらずに突進。周囲の魔法防御を次々無効化しながら真っ直ぐに突っ切っていって壁に激突。

「んにゃろおおおおおおっ!!」

「みゃああああああああああああっ!!」

　ぶんぶんと〈ワルプルギス〉の刃を振り回す鈴穂。ひょいひょいと逃げ回り、時には『気』を集中させて強化した掌てのひらでこれを受け止めながら、さらに反撃するタナロット。

　だが……

　共に防御手段を持ってしまった事からいつもよりもさらに戦いは激化していた。

　そもそも――元々この二人、拓人の事が絡からまない限りはそこそこに仲が良いのである。だからこそ周囲の被害こそ大きいものの、何処か最後の一線で『寸すん止どめ』というか、相手に対する攻撃には多少の手加減があった。とんでもない破壊力を振り回しながらも、『殺し合い』ではなくて『喧嘩』の次元に留とどまっているのはそのお陰だ。恐ろしく傍はた迷めい惑わくな話だが、この少女達はポカポカと拳で殴なぐり合っている程度の意識しかないのである。

　だが。

　相手が明確な防御手段を持ってしまったが故に、無意識か意識的かはともかく双方共に『手加減』の必要があまりなくなる訳で。

　結果的に――感情に任せ手加減なしで叩き込まれた攻撃は、弾はじかれたり逸そらされたりして、より甚大じんだいな被害を周囲の施設にもたらしていたりした。

　しかも。

「――お姉様っ!!」

　さらに事態をややこしくする登場人物が戦場に乱入してきたりする。

「げっ!?」

　鈴穂が表情を引きつらせる。

　廊下の奥に立つ小柄な和服の人影。

　麻ま雪ゆき――少女の姿をした人造精霊兵器である。

　とある一件で鈴穂に助けられてから、麻雪はやたらと鈴穂に懐なつきまくっており、事ある毎ごとにじゃれついてくる。〈学園〉に管理されている身の上なので一般の世界には出てこないし、四六時中鈴穂の側にいる訳でもないのだが――ふと思い出したように出てきては、その特殊能力で事態を混乱させたりする。

「助すけ太だ刀ちしますねっ！」

　一体何をどう助太刀するつもりなのか。

　どうも麻雪は鈴穂に懐くあまり……彼女に喜んで貰おうと後先考えずに行動に出てしまう事がある。さすがに対人的に直接被害を及ぼすような行動や能力は〈学園〉が施ほどこした封印の魔力回路によって封印されているのだが、対物的なものであればその限りではない。

　麻雪はその強力な精神感応能力で対象を制止させる事ができる。

　機能特化型の強みか、彼女はたった二つの特殊能力しか使えないが――その強力無比な感応能力は、無機物や空間にまで作用し、ありとあらゆるものを制止させる。場合によっては空気中の分子すらも。

　そういう訳で――無む闇やみやたらと彼女が能力を開放するとどうなるかというと。

　びきり。

　空気が鳴った。

　大量に停止させられた――『自分は停止しているのだ』と思い込まされた――空気分子のお陰で急速に辺りの温度が低下しているのである。言うなれば電子レンジの逆だ。

「わ――わわっ!?」

「うわっ!?」

　拓人や鈴穂が思わず悲鳴じみた声を上げる。

　わずか数秒で辺りが真冬じみた温度に下がった上――空気中の水蒸気がいきなり凍結、ばらばらと雹ひようになって廊下に散らばる。

　そして。

　――ずるっ。

「のわああああああああああああああっ!?」

「みゃああああああああああああああっ!?」

　走り回っていた鈴穂とタナロットは、靴裏で大量の雹を踏んでしまい――そのまま高速ベルトコンベアで運ばれているかのように廊下を横滑り。最初から勢いがついていたものだから、当然踏ん張る事もできずに二人はざざざざざ――と廊下を滑っていく。

「ああっ。お姉様――何処へ？」

　と叫ぶ麻雪の前を、転倒したまま二人は揉もみくちゃになりながら通り過ぎていき――

　どがしゃっ。

　突き当たりの壁に激突。

　しかも運悪く――その時鈴穂の〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉は作動したままだった上、相互干渉。しかもバグ取りが不完全だったらしく〈アイギス〉の制御用ＯＳがいきなり暴走した。

　まあ要するに――

「ぎゃあああああああああっ!?」

「みゃあああああああああっ!?」

　二人の悲鳴と共に力場が爆発する。

「うわっ」

　やっぱり転んで四よつん這ばいになったままの拓人が思わず呻うめき声を漏らす。

　もうもうと立ちこめる白煙。

　普段はこういう事故の場合、廊下の構造材に最初から組み込まれていた魔法回路が緩かん衝しよう作用を発揮して被害を最小限に食い止めたりするのだが、生あい憎にくとその手の魔法回路は蒼い髪の鈴穂の能力によって、魔力を根ね刮こそぎ奪われて停止中である。

　そして。

「二人とも！　大丈夫!?」

「お姉様!!」

　拓人と麻雪は煙を押し退けるようにして鈴穂とタナロットを探す。

　途中――砕くだけた壁の残ざん骸がいに混じって試験管やらフラスコやらが転がっていたりしたが、二人は気付いていない。

　そして――

「……だああっ!?　何？　何？　何やのよっ!?」

　悲鳴じみた声を上げて煙の中から出てきたのは――タナロットでも鈴穂でもなかった。

　金髪碧眼へきがんの娘である。

　年齢は二は十た歳ち前後であろうか。長身を黒いスキンタイトなワークスーツで包み込み、その上から白衣なんぞを着ている。ついでに言うとそのワークスーツと白衣の背中には一部切り欠きが設けられていて、そこからは冗談のように短い――まるでオモチャのような羽根が生えている。

　恐らくはこの部屋で研究をしていた魔法使いか何かなのだ。

　大抵の関係者は、鈴穂とタナロットの喧嘩が始まればさっさと退避する訳だが――魔法使いやそれに類する研究者の中には、偏へん屈くつで外の事には全く気を回さず研究室に閉じこもる者も少なくない。恐らくこの娘も二人の喧嘩に気付いていなかったのだろう。

「ああっ!?　私の研究成果が！　成果がっ!?　あああああっ!?」

　娘は慌あわてて地面に散らばるフラスコやら試験管やらの残骸をかき集める。背中の羽根がしんなりと気落ちしたように下がっている処を見ると、アクセサリの類ではなく、本物――鳥系の魔族か、天使か、あるいはネフィリムの類なのだろう。

「えと。すいません」

　拓人が近寄って彼女に事情を説明しようとしたその時――

「みゅー……」

　ふらふらと煙の中から出てくるタナロット。

「タナロット！　鈴穂は？」

「お姉様は？」

　思わずそう尋ねる拓人と麻雪。

　実の所、魔神の一種であるタナロットに人間的な『死』は基本的にない訳だが――鈴穂は肉体的にはただの人間である。蒼い髪の状態の時は多少運動能力も上昇して、肉体強度も上がるようだが、それとてあくまで『人間』の範はん疇ちゆう内だ。爆発にさらされれば怪我もするだろうし下手をすれば死ぬ。

　だが――

「うーっ。酷ひどい眼に遭あった……」

『なに？　なに？　何がどうなったの？』

　ゆらりと煙の中に揺ゆれる人影。

　それも――二人分。

「……え？」

　眼を丸くしてその場に立ち尽くす拓人。

　麻雪も――そして二人の反応を見たタナロットも、さらには白衣の娘も驚いた様子で煙の中からふらふらと歩み出る鈴穂――達を見つめていた。

　そう。

　鈴穂は二人いた。

　蒼い髪の鈴穂と。

　黒い髪の鈴穂と。

　抽象的な意味でも比ひ喩ゆ的な表現でもない。完全に二人分――独立した肉体が二つ存在してそこにいたのである。

「…………？」

「…………？」

　一同の反応に気付いて首を傾げる鈴穂達。その動作が揃そろって同じなのが可愛いやら不気味やらで拓人は顔を引きつらせる。

　そして。

「…………」

「…………」

　傍かたわらを振り返る鈴穂達。

　そこに見るのは自分と同じ顔。

「…………」

「…………」

　がらん――と〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉が揃って地面に落ちる。

　そして。

　首を左に傾げる蒼い髪の鈴穂。

　首を右に傾げる黒い髪の鈴穂。

　右手を挙げる蒼い髪の鈴穂。

　左手を挙げる黒い髪の鈴穂。

　左手を挙げる蒼い髪の鈴穂。

　右手を挙げる黒い髪の鈴穂。

　右頰ほおをつねってみる蒼い髪の鈴穂。

　左頰をつねってみる黒い髪の鈴穂。

　右足を上げてみる蒼い髪の鈴穂。

　左足を上げてみる黒い髪の鈴穂。

　……（以下略）。












　パフォーマンスの鏡のように延々と対称形の動作を繰り返してから……ようやく鈴穂達は揃って驚きよう愕がくの悲鳴を上げた。

「えええええええええええええっ!?」

『えええええええええええええっ!?』

　まあ揃ってといっても黒い髪の方の鈴穂はプラカードなのだが。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとその様子を見ている拓人達。

　そんな彼等に――

「……双子？」

　今一つ事情がわかっていないらしい白衣の娘が若じやつ干かん間の抜けた問いを発していた。
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　向かって右側は――羽瀬川鈴穂。

　向かって左側も――羽瀬川鈴穂。

　それはもう寸分の狂いもなく、同じ顔同じ身体の少女が並んで座っている。左側の髪が蒼い事を除けば、双子どころか、本当に鏡を介して映し出された同一人物のようにも見える。

「……これはまた面妖めんような」

　目の前に座る二人の鈴穂を見て、金髪碧眼の美少年――寒河江教授（正確には彼の操る傀儡人形サイコ・パペツト）と、準教師の佐さ久く間ま榮太郎は首を捻ひねった。

「一体どうしてこういう事に？」

「それがさっぱり」

　と答えるのは拓人である。

　此処は寒河江教授の執務室である。

　本来は真っ白いだけの自由素材物質が床から天井まで敷き詰められており、寒河江教授の命令に従って椅子になったり机になったりするという非常に便利な場所だ。もっともこの自由素材物質――言ってみればＣＡＤシステムを使った三次元グラフィックのようなものなので、命令者たる魔法使いの空間把握能力が低いと暴走して大変な事になったりもするのだが。

　まあそれはさておき。

「彼女の研究室に乱入して何か魔法薬を被かぶったらしいんですが」

　と拓人が示すのは床から盛り上がった即席のスツールに腰掛けている白衣の娘であった。

　娘の名はエミットという。

　天使と人間の混血――ネフィリムの一人である。もっとも天使と人間は根本的に存在形態が違うモノなので、混血児というより構成情報に天使の形質を一部転写された合成生物と言った方が近いが。

　それはさておき――

「――一体何の魔法薬を作っていたのだね」

「いや。別にそんな被っただけで二重存在ドツペルゲンガー生み出すような、無茶なものを作ってたつもりやあらしませんねんけどな」

　とベタベタの関西弁でエミットは言った。

　ちなみにどういう趣味なのか、右手の先では先程から扇せん子すを小さく開いたり閉じたりして弄いじっている。どうもこれが癖になっているらしい。

「ただ……彼女等が突っ込んだんは私の薬棚やさかいに。複数の薬一度に被って予想外の効果が出たんかもしれまへんけど――さすがに何と何がどう組み合わさったのかまでは私にもわかりまへんわ」

　魔法薬というのは一種の魔法の書式を薬の形に封入したものである。

　物質の組成やその分子、原子配列の隙すき間まに情報を組み込んで作る訳だが……普通の魔法と大きく異なるのは、作成者の魔力ではなく服用者の魔力を使って効果を発揮するという事である。

　要するに、魔法の技能を知らない者でも魔法薬を飲めば、魔法薬に組み込まれていた効果を引き出す事ができる。薬とは呼ばれているものの実質的には使い捨ての魔法具の一種であり、開発中のものも含めれば数え切れない程の種類が存在する。

　しかも……魔法薬は効果が安定していない事も多い。魔法薬を研究している魔法使い達は、無論どんな条件下でも同じ効果が出るように調整をしようとする訳だが、単純な魔法ならともかく、複雑な魔法となるとどうしても効果が安定しない。

　極端な話――癌がんを治す魔法薬を作ったとしても、服用者の性別や体温、魔力量などが違うと全く効かなかったり、いきなり猛毒になったり、挙げ句胃ガンは治るが脳のう腫しゆ瘍ようが生じたりといった事になりかねないのだ。

　こんなややこしい代物を複数種類頭から被れば、どんな相互干渉が生じるか確かにわかったものではない。

「元に戻すことはできないのかね？」

「さて。今即答はできまへん」

　エミットは肩を竦めて言った。

「私の扱う魔法薬には時限式のものも多いでっさかいなあ。放っておいても明日には元に戻るかもしれまへんし。ひょっとしたら死ぬまでこのままかもしれまへんし。まあ〈フィロソフィア〉借りていろいろシミュレートかければ、あるいは逆転式組み込んだ魔法薬作れるかもしれまへんけど」

　とエミット。

　ちなみに〈フィロソフィア〉とは〈学園〉の誇ほこる超高性能コンピュータである。学園の教務の事務的補助から、各種亜空間その他の管理までこなしており――演算速度や処理容量は一般社会に存在するスーパーコンピューターを遙はるかに凌りよう駕がする代物だ。

　もっとも本体が蒸発しかねない発熱量がある為に、筐きよう体たいは原子炉のような代物で、専属の冷却係達――通称〈マクスウェル〉――が冷却魔法やら専用冷却器やらで冷却し続けているのだが。

「まあそもそも元に戻す必要があるのかって事ですがね」

　そう言って肩を竦める榮太郎。

「まあそうなのだがな」

　と言って寒河江教授も二人の鈴穂を眺ながめる。

　彼は視線を蒼い髪の鈴穂に据えて言った。

「彼女の特殊能力が消えたのは幸さいわいと言えるかもしれんな」

　そう。

　寒河江教授の傀儡人形が通常モードで――つまりは対〈侵奪能力者〉用電池駆動モードではなく――問題なく動いている事からもわかるように、今の鈴穂には〈魔力侵奪能力〉が働いていない。黒い髪の鈴穂は無論の事、蒼い髪の鈴穂もだ。

「行く先々で四六時中能力を発揮されていたらそれこそ学園の存亡にかかわる」

　と寒河江教授。

　吸収速度と範囲に限界はあるものの――彼女の周囲は基本的に魔力の真空状態となる。その結果、浮動的な魔力は根刮ぎ奪われ行使中の魔法は破は綻たんし、魔力器機はそのほとんどが活動停止を余儀なくされ、特に魔力に依い存ぞんする割合の大きい神族や魔族、精霊、自動人形の類は活動そのものに支障をきたす。

〈魔力侵奪能力者〉が魔法使いの天敵と言われる所以ゆえんだ。

「人を最終兵器みたいに――」

　とふて腐れた口調で蒼い髪の鈴穂が言う。

「まさしく最終兵器に等しかったのだよ。だからこそ〈ワルプルギス〉を君に貸たい与よしていた訳だが」

　と寒河江教授。

「まあとりあえずは簡単な検査して様子見ですかね」

　榮太郎が言う。

　異論を唱える者はいなかった。
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　処は魔界――大悪魔アガリアレプトの居城。

　アガリアレプトは魔界においては第二軍団の大将役を務め、世界中に散らばる無数の謎に精通、それを暴ばく露ろする存在として知られている。配下にブエル、グシオン、ボティスといった強大な悪魔を従える重じゆう鎮ちんの一柱である。

　最近は諜ちよう報ほう機関の長おさのような役目も務めており、多忙な彼であるが――明日への活力を養う意味もあって、必ず眠る前には趣味の時間を堪能たんのうする事を己への決まり事としている。

「…………ふむ」

　長い金髪を左手で弄もてあそびながらアガリアレプトは声を漏らす。

　寝室での事である。

　ベッドに緩ゆるやかに身を横たえているその姿は、恐ろしいまでに美しい。切れ長の瞳も薄衣を絡み付かせた半裸の体たい軀くも、見る者に――男女を問わず――溜め息を誘うかのような優美さであった。ただ寝そべっているだけでこれだけ絵になる者も珍しい。しかもただ容姿が整っているというだけではなく、何処か蠱こ惑わく的な毒を含んだ雰囲気を帯びているとなれば、全てを投げ打ってでもこの悪魔とベッドを共にしたいと望む女達も多かろう。

　だが――

「…………」

　無表情にアガリアレプトは右手でサイドテーブル上のリモコンを操作する。魔界製ではなく人間界製――それも『Ｔ●ＳＨＩＢＡ』とロゴの入った日本製のデッキが音を立てて反応した。

　その時――

「…………閣下ッ!!」

　どかん！　といきなりノックもなしに開かれた扉から、小柄な影が飛び込んできた。

　何者かと誰すい何かする必要もない。このような無ぶ礼れいで間抜けな真似をするのは、現在アガリアレプトの下には一柱しかいない。

「…………」

　アガリアレプトはフェルミ――小間使いの下級悪魔に怪け訝げんそうな視線を送った。

「大変です、大変！　物凄く物凄く大変ですっ!!」

　ばたばたと両手を振り回しながらフェルミが喚く。

　小柄な少女の身体を包むのは、典型的なメイドの恰好――はまあいいとしても、背中に玩具おもちやのようなコウモリの羽根がオマケじみた感じで付属しているその姿は、何かをかなり間違ったコスプレのようである。まあ悪魔なのだからしてコウモリの羽根が付いていたり山羊の角が付いていたりしても当然と言えば当然なのだが。

　しばらく『大変』を連呼するフェルミをドライアイスよりも冷たい視線で見据えて――それからアガリアレプトはおもむろに口を開いた。

「フェルミ」

「はいっ！」

　元気よく返事をするフェルミ。

「部屋に入ってくる時はノックをしろと教えたはずだな？」

「はいっ!?　あ！　ああっ!!」

　部屋の扉とアガリアレプトの顔を見比べながら驚きの表情を浮かべるフェルミ。

「すいませんすいませんすいません！」

　フェルミはピッチングマシンも青ざめるような勢いで腰を折って頭を下げる。

「その通りでございます！　ああ！　私ったら私ったら！　アガリアレプト様が趣味の美少女アニメのハイライト・シーンをダビング編集しておられる処を、ノックもなしに乱入して目撃してしまうなんて!!」

「…………」

　アガリアレプトがぱちんと指を鳴らすと、いきなり何処からか――室内であるにもかかわらず――雷がびしゃんと落ちてきてフェルミを直撃。フェルミはその場に突っ伏してぶすぶすと香ばしい匂いを立てていた。

　だが……

「ああっ……いいっ……」

　うっとりと呟つぶやくフェルミ。

「…………」

　顔をしかめるアガリアレプト。

　腹心の部下のアフィニスが所用でしばらく留守にしている為、代わりに使っているのがこのメイドなのだが……天然なのかわざとなのか、このフェルミ、大量に失敗しまくる上に、お仕置きをしても堪こたえないどころか悶もだえまくって喜ぶ始末である。

　雷を落とそうが、炎をぶつけようが、水責めにしようが、ぶん殴ろうが、わざわざ取り寄せた聖水をぶっかけようが、全部同じ。ハートマークが乱れ飛ぶような感じでアンアンと喘あえぎ声を漏らすばかりだ。

　全方位隙のない完璧な被ひ虐ぎやく趣味ぶりであった。

　さすがにこのマゾっ娘メイドを打ちよう擲ちやくするだけでは意味がないとすぐに悟ったアガリアレプトは、とりあえず失敗した場合は能動的に攻撃するのではなく、身動きすら自由にできない簡易の封印空間に閉じ込めてみたりもしたのだが……それはそれで何やら放置プレイと勘違いするらしく、やっぱり喜んでしまう。

　一体どうしたものやら。

「で――何なのだ、フェルミ」

「あ。もう終わりですか？」

　何処か不満げに人差し指をくわえて尋ねるフェルミ。

「報告をせよと言っておる！」

「あ、すいませんすいません！　ええとええとこれが!!」

　そう言ってフェルミが差し出したのは、執務室に置かれている天秤てんびんである。

「……む？」

　片方に傾いたまま止まっていたはずの天秤がゆらゆらと右に左にと揺れている。まあ慌てて走って持ってきたのならば、当然の状態ではあるのだが。

「なんだこれは？　これがどうした？」

「わかりませんです！」

　何故か元気よく答えるフェルミ。

「…………」

　アガリアレプトは顔をしかめたまま一向に止まらない天秤を睨にらみ据える。

　単にフェルミが走って持ってきたから――という訳ではないようだ。その揺れは収まる様子もなく一定量で右に左にと揺れている。

「まさか……」

　大悪魔の呟きには戦おののきが含まれていた。
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　その頃の人間界――〈学園〉。

「…………ああっ」

　とか何とか言いながらおろおろとしているのは麻雪である。

〈学園〉の本校舎の脇にあるオープンテラスのカフェ。人影はまばらであるがこれは昼過ぎという時刻のせいではなかったりする。学食を兼ねているこの店は、魔法使い達の俗事に対するぞんざいさを反映してか、『混む』という事がまずないのだ。

　研究に打ち込んでいる魔法使いは、ゴーレムか使い魔に部屋に食事を運ばせたりするし、中には『食事摂るのが面倒だから』と四六時中点滴のシステムを背中にくくりつけて歩いている奴までいる。

　そうでなくても魔法使い達というのは、他人だの社会だのとの協調性が低い者が多いので、食事なんぞは腹が減ったら好き勝手に喰う、というのが基本である。故に〈学園〉内にはカフェやレストランは幾つか存在するが、いずれも『かき入れ時』というものがないのだ。魔法使い達はてんでばらばらに来ては適当に喰って帰っていく。

　それはさておき――

「どうしましょう……本当に」

　麻雪は溜め息をついた。

「蒼い髪のお姉様と黒い髪のお姉様……」

　揃って座っている鈴穂達を見ながら麻雪は言った。

「野性味溢れる魅力のお姉様と、清せい楚そ可か憐れんなお姉様と……ああ……どっちか選べなんて私にはとても……」

「いや。悩む処は其そ処こじゃないから」

　と拓人。

　ちなみにテーブルには拓人、麻雪、鈴穂の他にタナロットとファルチェもいる。

「ですね」

　と頷うなずくのはファルチェである。

　ファルチェ・ザ・ヴァリアブルワンド。

　このすらりとした長身と緑の長髪を備えた少女は――見た目に反して人間ではないし生物ですらない。魔ま法ほう機き杖じようが精霊化したもので、元々は拓人の使用する装備品の一つだ。今はたまたま人間形態を採っているだけに過ぎない。もっとも、拓人の元に来てからは、杖の状態よりも人間形態でいる時間の方が遙かに長いのだが。

「問題はただでさえ競争相手が多い、御主人様の争奪戦の相手が増えたという事です」

「みゅ？　それは由ゆ々ゆしいのである」

「由々しいですねえ」

「……いやそれも違うし」

　ぐったりとテーブルの上に突っ伏しながら拓人が言う。

「でもまあ、真面目な話……むしろ鈴穂先輩には良かったのかもしれませんよ？」

「…………」

「…………」

　鈴穂達が顔を見合わせる。

「〈魔力侵奪能力〉を失った以上、魔法使いの天敵という見方をされる事はありません。少なくともこれで〈学園〉の魔法使いやその関係者の、鈴穂先輩に対する視線から否定的なものは減るでしょうし……〈連盟〉関係からちょっかいを出される可能性もなくなるのではないでしょうか」

「あ……そか」

　と拓人。

「鈴穂先輩にしても、いつもリボンを持ち歩いていないといけないとか、そういう事もなくなった訳ですし。お洒落にも幅が出るのでは」

「…………」

「…………」

　やはり顔を見合わせる鈴穂達。

「どうしたの？」

　拓人が尋ねる。

　いつもの印象だと黒髪の鈴穂の方はともかくとして、蒼い髪の鈴穂の方はもっと活発な感じに見えたのだが――何故か二人揃って大人しい。

　蒼い髪の鈴穂が頰を掻かきながら言った。

「いや……なんかこう、お互いがばらばらに存在してるのがいまいち実感が湧かないってーか」

「なるほど」

　頷く拓人。

　これはやはり良い事なのだろうか――と彼は思う。

　基本的に鈴穂にとって〈魔力侵奪能力〉はあまり良い影響を及ぼしていない。彼女の失語症や対人恐怖症のような性格も、その特異能力の結果だし、今なお〈学園〉関係者の中にも、その能力故に彼女の事を警戒している者が多い。

　つまり。

　一般社会においても適合しきれない半はん端ぱ者ものとして鈴穂はあまり身の置き所がなかった上に、〈学園〉内においてすら異端者、天敵、実験動物といった特異的な見方をされていたのだ。

　だがその能力が消えた。

　二人に増えたのは何か意味があるようなないような気がするのだが、それはさておき――能力の消失はひょっとしたら鈴穂に良い影響を与えるかもしれないのだ。原因に直結する能力が消えた事で、失語症だって対人恐怖症だって完全に治るかもしれない。

「しかし……何かとややこしいのである」

　タナロットが腕を組んで言う。

「なにが？」

「スズホとスズホなのである。どっちもスズホなので呼びにくいのである」

「そりゃそうか」

　今までは二重人格でも身体は一緒だったので別に気にしていなかった訳だが。

「名前……何か別のを考えた方が良いのかな？」

「まあそうだろね」

　と頷くのは蒼い髪の方の鈴穂本人である。

「まあ……筋すじから言えばアタシが別名を名乗るべきだよな。後から発生したのはアタシな訳だし」

「…………」

　複雑な気持ちで黙り込む拓人。

　蒼い髪の鈴穂は自分が後から生じた仮かり初そめの人格であったと自覚があったらしい。

　それは……ひょっとしたらひどく辛つらい事ではないのか。

　蒼い髪の鈴穂は自分が、『羽瀬川鈴穂』の体内に、本来の人格とは別に発生した『余よ剰じよう物ぶつ』であるのだという事を認めているという事だ。

「ま……あまり違う名前だと反応できないしな。適当な名前頼む」

　拓人の気持ちを知ってか知らずにか、あっけらかんとした口調で蒼い髪の鈴穂が言う。

「うーん」

「では『こじゅうと』がいいのである」

「喧嘩売ってんのかてめえ」

　蒼い髪の鈴穂がタナロットを睨み付ける。

「反応性抜群ばつぐんなのである」

「やかましいわっ!!」

「まあ双子みたいなもんだしね……」

　拓人が首を傾げながら言った。

「鈴すず……果かとか。果実の果。鈴穂の穂が稲いな穂ほの穂だし同じ植物系って事で。同じ『か』でも『華やか』の『華』とかになるとちょっと派手っぽい感じするし」

「……ん。じゃあまあそれで」

「いいの？」

　蒼い髪の鈴穂があっさり頷いたので眼を丸くする拓人。

「拓人がつけてくれたもんだしな」

　笑いながら鈴穂――いや鈴果は言った。
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　とりあえず拓人達はマンションに帰る事になった。

　新種の病原菌や拡散呪じゆ詛その類を内包していないかどうか等の、最低限の検査は受けたものの、そもそもの原因である分裂現象や、それに付随する諸々の問題――鈴果の処しよ遇ぐうその他も含め――に関してはとりあえず寒河江教授やエミットの分析待ちである。半人前の拓人達が下手に考えるよりも、彼等に任せておいた方が遙かに話は早い。

　でもって。

　これからどうなるのかはわからないが――鈴穂と鈴果の二人になった分、共用できないものも出てくる訳で――歯ブラシとかベッドとか――便べん宜ぎ的てきにでもそれらのものを揃えたり、何か代用品を用意したりという事を考えねばならない。そういう訳でマンションに戻ってきていろいろと部屋の中を物ぶつ色しよくしていたは良かったのだが――。

「ベッドが足りない訳だからとりあえず布団を敷くか、簡易ベッドでも買ってくるしかない訳だけど」

「ああ。いらねえよ」

　と鈴果。

「なんで？」

「アタシは拓人と寝るから」

「!!」『!!』「!!」

　事もなげに言う鈴果であるが、当然、タナロットも鈴穂もファルチェも黙っていない。というか鈴穂は相変わらずノートとプラカードだが。

「それなら我がタクトと一緒に寝るのである！　使い魔だから当然なのである！」

「あ。でもいつも側に置くという意味ではやはり魔法杖の方が――」

『駄目駄目駄目ーっ!!』

「うっせえうっせえ」

　鈴果は喚いてぐい、と拓人の腕を取る。

「外野が吼ほえるな。アタシはもう拓人とは一緒に寝た事もあるからいいんだよ！」

「――！」

　真っ赤になる拓人。

「お――覚えてたのっ!?」

「当たり前だろ」

『タクちゃん!?　なにそれっ!?』

　驚愕の表情でプラカードを振る鈴穂。

　まあ当たり前である。

　鈴果が別の身体になったのは今日が初めてである事を考えれば……どう考えてもその『一緒に寝た』のは鈴穂の身体である訳で。

「そっか。鈴穂はアタシが出ている時は記憶がなかったっけか。中一の頃にさ――」

「いや！　別にその！　変な事はそのしてないからっ!!」

　慌てて拓人が叫ぶ。

　とはいえ。

　拓人が鈴穂――鈴果と一緒のベッドに入った事があるのは、実は事実である。

　たまたま拓人が鈴穂の家に泊まり込んだ際、鈴果が誘惑する形で無理矢理引っ張り込んでいるのだ。

　ただ……当時は鈴果の人格というものが未だ不安定で、拓人としても叔お母ばの家で不ふ埒らちな行動に出るのに躊躇いがあり、また鈴穂（鈴果）が何か無理をしているようにも見えたので、世間から非難されるよーな行為には及んでいない。

　まあそもそも拓人にそこで容易たやすく一線を越えるような甲か斐い性しようがあれば、現在のような状況はでき上がっていない訳だが。

　とはいえ――

『ひ、人の身体でなんてことを!?』

「何言ってんだ。感謝されてもいい位だぞ。アタシが――もといお前が煮え切らないからアタシが代わりにだな」

『中一で煮え切るも何もないでしょ!!』

「そんな事言ったって、お前、拓人の事考えながら――」

『わーっ!!　わーっ!!』

　真っ赤になって何かを覆おおい隠すかのようにぶんぶんとプラカードを振る鈴穂。

「という訳で鈴穂。いらん事ばらされたくなかったら黙ってろ」

『うう……』

　がっくりと項うな垂だれる鈴穂。

　元々同一人物だけに余計な事まで鈴果は知っている。しかも鈴果は鈴穂の記憶を持っているようだが、逆はないようだった。

「むむ。あのこじゅうと鈴穂を黙らせるとは手て強ごわいのである」

「ですねえ」

　何故か納得して頷いているタナロットとファルチェ。

「じゃあそういう事で。アタシは拓人と一緒に寝るから」

「そういう訳にはいかないのである！」

「ならどうするよ!?」

　鈴果がにやりと笑いながら〈ワルプルギス〉を引っ張り出す。戦やる気満々――といった感じであった。

「ちょ――ちょっと駄目だったら！」

　拓人が顔色を変えて言うも、二人は全く聞いていない。

　そして。

「これも良い機会だ。徹底的に教えてやる――てめーが御邪魔虫って事をな！」

「その台詞そっくり返却するのである！」

　叫びながら二人は――激突した。

「うらああああああああっ!!」

「みゃああああああああっ!!」

〈ワルプルギス〉をぶん回す鈴果をそれをひょいひょいとよけまくるタナロット。

　これは無論、いつもの事ではある。

　だが――

「ファルチェ！　止めるよ！」

　顔色を変えた拓人が命じる。

「――え？」

　眼をぱちくりさせて首を傾げるファルチェ。

　いつもは拓人は言葉で喧嘩の中止を呼びかけはしても、ほとんど実力行使に出る事はないのだが――

「気付いてないよ――今のタナロットはフルパワーだって事」

「――あ」

　口に手を当てて声を漏らすファルチェ。隣で鈴穂も愕がく然ぜんとした表情を浮かべている。

　そう。

　普段、タナロットが鈴穂と喧嘩する時というのは、性格的な事もあってほとんどが蒼い髪の方――鈴果相手である。

　つまりは〈魔力侵奪能力〉が働いている状態で戦っている事になる。

　鈴果の〈魔力侵奪能力〉は空間に浮遊する魔力は無論、場合によっては周囲に存在する生物や魔法装置からさえ魔力を根刮ぎ奪い去る。『器』がある――つまりは物理的存在として界面かいめん形成されている魔族や神族、魔法使い達はそれにある程度抗する事はできるものの、体熱を奪われるように長時間、鈴果が側にいると調子を崩くずして本来の力を発揮できなくなっていく。

　つまり。

　その体内に有り余る魔力量の為にほとんど弱ったように見えないタナロットだが、実は鈴果と喧嘩している最中は何割かその腕力も下がっている。本来の膂りよ力りよくは熊並みのタナロットが鈴穂に深刻な怪我を負わせる事がなかったのは、こうした事も影響しているはずだった。

　しかし――今は違う。

〈魔力侵奪能力〉の働いていない鈴果に対してタナロットはいつもの調子で相手をしているが、下手に反撃しようものなら一撃で鈴果を殺しかねない。

〈アイギス〉を使えば防御は可能なのだろうが――その攻撃的な性格からか、単に慣れの問題か、〈ワルプルギス〉だけを持って鈴果はタナロットと喧嘩している。

　もしフルパワーのタナロットにまともに殴られたら――

「了解しました。我が身、存分に御使いくださいませ」

　そう言って一礼するファルチェ。

　次の瞬間――彼女の身体を構成する諸々の要素が瞬時に変形。

　本来であれば美少女の姿が分解され、別のものに組み立てられるという光景はかなり気持ちの悪いものであろうが、まるで布を一瞬で絞しぼり込むように、きゅる――という音と共にファルチェが変形する様さまは、まるである種の手品を見ているかのような早業はやわざであった。

　ファルチェが幻などではなく、少女の形態で物理的に存在していた事実を示すかのように、彼女の体積変化に伴い、急激に密度変化を起こした空気がふぉん――と鳴く。

　変形所要時間わずかに一秒弱。

　そこにはもう魔法機杖の形態となったファルチェがそこにいた。

　まるで最初から打ち合わせてあったかのように拓人の開いた手の中に倒れ込んできてぱしんと音を立てるファルチェ。

「セレモニー・シーケンス・モード！」

　拓人の声と同時に魔法機杖〈ファルチェ〉の端子がじゃきん！　と音を立てて展開。

「セッティング――コーラス４！　ディレイ３！　プリセット・スペルパターン４Ｂ！　――詠唱キヤスト！」

〈ファルチェ〉の各部がちきちきと音を立てながら駆動、同時にか細い稲妻が空間に這い回る。

　そして。

　――きゅあっ！

　超圧縮呪文コンデンスド・スペルの高速詠唱クイック・キャスト。

　発動呪文は――〈監獄ジェイル〉。

　音を立てて弾ける光が格子状の力場を展開。対象者――この場合は鈴果――の足下に、正確に東西南北を向いて広がった正方形四つが瞬時に立ち上がり、彼女を効果範囲内に閉じ込めんと――

「邪魔だっ!!」

　ぶん――〈ワルプルギス〉の斬撃。

　光の刃は光の檻おりと激突。

　砕けたのは――檻の方だった。

「うそっ!?」

　思わず叫ぶ拓人。

〈ワルプルギス〉では〈監獄〉は破れない。いかに強力とはいえ、あくまで物理攻撃でしかない〈ワルプルギス〉のプラズマ・ブレードでは、魔力を編み込んだ〈監獄〉の封鎖力場平面を破れるはずがないのだ。理論上は戦車砲をゼロ距離で打ち込まれてもびくともしないはずなのに――

「うらああああっ！」

「みゃーっ!!」

　叫びながら激突する両者。

「駄目――やめろっ!!」

　悲鳴じみた声を上げる拓人。

　だがその叫びも虚むなしくタナロットの拳が鈴果の顔面に――

　当たった。

「……!!」

　血やら骨やら脳やらを盛大にぶちまけながら、吹っ飛ぶ鈴果の頭部を連想し――思わず顔を覆う鈴穂と、視線を逸らす拓人。

　だが――

「こ……の……やろ……」

　鈴果の頭はちゃんとそこにあった。

　というか拳を食い込ませた状態で――しかも踏ん張って歯を食いしばりながら、タナロットの拳を押し返してすらいた。

「……え？　え？」

　拓人はただ眼を丸くするばかりである。

　どういう事なのか。

　いま、鈴果がくらったタナロットの拳は、それこそパワーショベルの一撃くらいの破壊力があったはずである。

　なのに――

「てんめえええええっ!!」

　かなり頭に来たのか――鈴果は〈ワルプルギス〉を放り出すと、そのまま同じように拳でタナロットをぶん殴る。

「みゃっ!?」

　がくん、とのけぞるタナロット。

　起きあがりこぼしのようにびょん――と復帰するとこっちもさらに鉄拳攻撃。

　鈴果も負けずに鉄拳攻撃。

　鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。鉄拳。

　どがどがどがとぶん殴り合いを始めるタナロットと鈴果。

　ひょっとして実は何らかの理由でタナロットが弱体化していて、思った程に拳の威力が出ていないのではないか――そんな風に思った拓人の推測は、流れ拳というか、鈴果がぎりぎりでかわしたタナロットの一撃が、壁をあっさりぶち抜くのを見て粉砕された。

　という事は。

「ええと…………」

　鈴果はタナロット並の頑丈さを持っているという事になりはしまいか？

『どういう事？』

　呆然とした表情ながらノートにそう鈴穂が尋ねてくるものの――当然、拓人に答えられるはずもなかった。
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　榮太郎の研究室にエミットが顔を出したのはその日の真夜中であった。

　とりあえず多忙な寒河江教授の代わりに榮太郎が事件の主な担当者というか、関係者窓口役をしているのは、いつもの事ではある。

　だが――

「わからない？」

「そーなんや」

　とエミットは扇子を閉じたり開いたりしつつ溜め息をついた。

「〈フィロソフィア〉が何度もフリーズしてな。予備システムがなかったらえらい事になってたやろな」

「ふーむ？」

　首を傾げる榮太郎。

「〈フィロソフィア〉で何回もシミュレートしたんやけどな。私の薬棚にあった魔法薬の組合せでは、あないな現象が発生する可能性はほとんどないねん。事実上、有り得へんと言ってええやろ」

「と――なると」

「恐らくシミュレートのパラメータに何かが足りへんねん。他に私らが存在を認識してへん要素があの場にあったはずやねん」

「〈魔力侵奪能力〉は？」

「そんな要素いの一番に組み込んだわいな」

　エミットは欠伸あくびを嚙かみ殺しながら言った。

　どうやら徹夜で〈フィロソフィア〉の端末に齧かじり付いていたらしい。

「とにかく――それやったらって事で、今度は逆に現象から逆算して、私の薬の効果や複合効果の可能性を全て引き算していってん。そうしたらその『私らの認識してへん何か』が浮き彫りになるやろ思てな」

「それで――フリーズか」

「そや。しかし〈フィロソフィア〉がフリーズするなんて普通有り得へんやろ。一体私は何を計算させてしもたんやろな」

「…………」

　榮太郎は腕を組んで首を傾げる。

「〈フィロソフィア〉にも解析不可能な『何か』――か」

「ま……でもあれやろ？」

　エミットは扇子で自分の肩を叩きつつ気楽な口調で言った。

「別に無理に元に戻さんでもええんやろ？〈魔力侵奪能力者〉なんちゅーややこしいのが一人でも減った方が〈学園〉関係者は気楽やろうし。あの鈴穂っちゅー娘も普通の生活送れるようになるんとちゃうの？」

「事がそう簡単に終わればいいけどね」

「うん？」

　怪訝そうに首を傾げるエミット。

　だが――

「いやいや。こっちの話こっちの話」

　曖昧に笑いながら榮太郎は言った。










　第二章　何やら大事おおごとになっているんですけど。







　歓声が上がる。

　多分に驚きよう愕がく含みのそれは――百メートルの競争路トラツクを走りきった小柄な人影に向けられたものであった。所要時間、実に十秒フラット。専門の訓練を受けていない人間の、それも小柄な少女の記録としては驚きよう異い的てきな数値だ。

　大きく引き離された併走者達は無論の事……ストップウォッチ片手にタイムを計測していた体育教師も呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべている。

　さらに言えば、驚異的なその数字を叩き出したのが、昨日までは誰の注目も浴びていなかった――何ど処この運動部にも所属していない、むしろ体育は不得意で、外見も眼鏡めがねに三つ編あみと、いかにも文学少女然とした――大人しい女生徒なのだ。

　ちょっとしたコツを摑つかんだとか、心境の変化があったとか、そんな些さ細さいな理由で納得できるような数値ではない。元より韜とう晦かいしていた――そのずば抜けた運動能力を隠していたとも考える事はできるが、それはそれで『何な故ぜ？』という疑問は残る。

「は……羽は瀬せ川がわ……おまえ……？」

　何度も何度も、しつこい位にストップウォッチと目の前の少女を見比べながら、体育教師は呻うめくように言った。

　御み堂どう高校――校庭。

　そこで三年生の生徒達の合同身体測定が行われていた。

　既に受験も目前で、登校してくる生徒数も激減しているが――昨さつ今こんは内申で健康状態や身体能力を問う学校も少なくないということで、こうして学校側は登校日にまとめてそれらを測定し、資料を作っているのである。

　Ａ組からＥ組までの五クラス合同の測定会の為、校庭には順番待ちをしている生徒達も多く――彼等は退屈しのぎに他の測定の様子を眺ながめたりしていた。ちなみに合同とはいえ、Ｄ組は保健室で身長だの体重だのを測定しているので、校庭にはいないのだが。

　それはさておき……

「…………」

　にやりと――獰どう猛もうさすら感じられる笑顔で応じる少女。

　羽瀬川鈴すず穂ほ。

「……おまえ……本当に……いや……」

　眼を瞬まばたかせて体育教師は言葉を絞しぼり出す。

　一応、この体育教師は担当する学年の生徒の顔は、ほとんど覚えている。そして言うまでもなくその中には羽瀬川鈴穂という少女も含まれていた。

　大人しいというのは決して目立たないという事ではない。いつも、やたらにおどおどした彼女の態度は、むしろ普通の生徒達の間では浮き気味で――印象的ですらあった。まして失しつ語ご症しようという問題を抱えているのならば、教師としては気に掛けない方がおかしい。

　だが。

　目の前にいる羽瀬川鈴穂は――教師の知る彼女とはまるで別人だった。

　同じ顔つきであり同じ体つきだ。いつもと髪型が違うので――いつもは髪を三つ編みにしてリボンで束ねていたのだが、今は自然に長い髪を垂らしている――多少の雰ふん囲い気きの差はあるが、別人を羽瀬川鈴穂と見間違う程の差異ではない。双子の姉か妹でもない限り本人に間違いはあるまい。

　だがそれでも……

（こいつは誰だ……？）

　教師はそんな違和感を感じた。

『どうしたんですか、先生？』

　予あらかじめゴール付近に置いてあったのか――鈴穂は何処からかノートとペンを取り出してそんな風に書き示す。やはりこの少女は羽瀬川鈴穂に間違いあるまい。違和感を覚えるのは自分がこの少女の事を表面的にしか見ていなかったからなのだ――と体育教師は思う事にした。

「あ……いや……す、凄いな、羽瀬川。こ、この記録なら国体……いや伸ばしようによってはオリンピックだって夢じゃないぞ？」

　というか今の時点で十分にオリンピック候補だろう。

「なんだって急に……いや今まで実力隠してたのか？」

『そんな事ないですよ』

　そう言って鈴穂は首を振る。

『今回はたまたまです。たまたま』

「…………」

　絶句する教師。

　たまたまで出るような数字では絶対にない。謙けん遜そんというよりも――その数字の意味が単純にわかっていないような雰囲気ではあった。

　一方――

「すげえよ!?　おい――見たか!?」

　具体的な数値を知らない生徒達は気楽に歓声を上げている。

「あれ誰だよ？」

「Ｃ組の羽瀬川だろ？　ほらあの喋しやべれない……」

「ああ。ノートいつも持ち歩いてる？」

「なんか文学少女って感じだったけどな。能あるタカ派爪を研ぐって奴？」

「おまえ……現国やり直した方が良くないか？」

　とか何とか。

　他にも――

「あれ本当にあの羽瀬川か？」

「十秒代前半とか出てんじゃねえ？」

「一緒に走ってたの陸上部の水原みずはらじゃんよ？」

「水原ってインターハイでたりしてなかったっけ？」

「それをぶっちぎったってのか？　水原調子でも悪かったのか？」

「まあ引退して鍛きたえるのやめたのかもしんねーけど」

　三年生はとっくに部活からは引退している。

　もっとも基礎的な鍛え方や走り方が違うのだからして――半年やそこら部活を停止しているからといって、全くの素人にインターハイにまで出た選手がぶっちぎられるとも考えにくいのだが。

「ダンピングでもしてんじゃねえの？」

「それを言うならダビングだろ」

「……ドーピングだよ」

「高校の授業でドーピングしてどうすんだよ馬鹿」

　――でもって。

　予想外の結果に沸く生徒達の中で――一人だけ『あちゃあ』と言わんばかりの様子で頭を抱えている少年の姿があった。

　拓たく人とである。

（あれだけ目立つなって言ったのに……）

　言うまでもない事だが――百メートル走で超人じみた記録を叩き出したのは、鈴穂ではなく鈴すず果かの方だ。蒼い髪は髪染めで黒く染めてあるので、容姿という意味では鈴穂と鈴果は全く同一――二人が無表情のまま黙って立ってたら、拓人ですら区別がつかない。

『一度この身体で学校に行ってみたい』

　昨晩に鈴果はそう言った。

　元々鈴穂の身体に間借りしていたような立場の鈴果は、『自分自身の身体』ができた事が嬉うれしくてしょうがないらしい。視覚、聴覚、触覚、その他、初めて得た自分の身体で感じるものと、鈴穂の身体の中にいた時に感じるものと――どうも微妙に違うものらしい――その差異を一つ一つ確認しては妙にはしゃいでいた。

　学校に行きたがったのも、普段鈴穂が行き慣れていて、感じ慣れている場所で、その『差』を感じてもっと自分の身体を実感したかったのだろう。

　気持ちは――まあわからないでもない。

　これに加え、鈴穂が制服を貸す事や、ファルチェと共に留守番役する事を承認したので、とりあえず鈴果は表向きは羽瀬川鈴穂として御堂高校に登校してきたのである。

　無論、姿形が同じとはいえ中身は違うのだからして、拓人は『目立たないように、ばれないように』と何度も念を押した。だが元々気が短くて大おお雑ざつ把ぱで演技の類には向かない鈴果の事――既に三時限目にしていろいろと破は綻たんしつつあった。

　そもそも外見が同じというだけで肉体そのものが違うのである。

　昨日の今日なので詳しく調べている暇はなかったが――どうやら鈴果はタナロットと同等の体力と頑強さを備えているらしい。昨晩も、フルパワーのタナロットがぶん殴なぐっても死なないどころか、互いに殴り疲れて気絶するまでやり合ってしまったのである。

　明らかに人間の肉体ではない。

　まあ魔法使いの使う魔法の中には各種、身体強化系フイジカル・エンチヤントの魔法もあるので、人間がタナロットとドツキ合いをするのは不可能ではないし、そもそもタナロットは元の魔力の使い方が散漫に過ぎるので、殴る力も本来の数分の一しか出ていない。実際――〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉状態の鈴果ならば、さらにタナロットの腕力は低下するので、元々普通に殴り合う事ができた位だ。無論それでもタナロットはタナロットで手加減はしていただろうが。

　だが……

　繰り返すが今のタナロットはフルパワーな上に、鈴果は鈴果で別に身体強化系の魔法を使っている訳ではない。そもそも――鈴果も鈴穂も、魔法使いとしての知識や経験が皆かい無むなのだ。魔法など使えるはずもない。

　とりあえず拓人は榮えい太た郎ろうに連絡を取り、今日の夕方にも〈学園〉に寄って鈴果の身体を精密検査してもらう手筈を整えている。鈴果の頑強さが恒常的なものならともかく、一時的なものだった場合――それが喪うしなわれたと本人達が気付かずに、また殴り合いなどすれば、タナロットが鈴果を殴り殺してしまう可能性もある訳で。拓人としては一通りの事は調べておいた方が安全だと考えたのである。

「……なんだかまるで別人みたい」

　ふと掛けられた声に視線を上げると――拓人の隣に立っている少女の姿が眼に入った。

　目鼻立ちのくっきりした気の強そうな顔立ち。だがただそれだけではなく何処か愛あい嬌きようのようなものが感じられる。男女共に好かれる闊達かつたつさは――そのまま真っ直ぐに成長すれば将来もっと『いい女』になる保証とも言えた。

　霧きり島しま双ふた葉ば。拓人の同級生であり友人でもある。

「元々鈴ちゃん、時々人が変わったようになる事あったけど――」

「…………」

　記憶操作が甘かったか――と拓人は思う。

　実の所、去年の年末に双葉の父親の会社――キリシマ・フーズでアルバイトをした際に、鈴穂は何度か鈴果の状態になっている。

　揉もめ事とかもあって、あまりに露ろ骨こつに『異常な』状況の記憶は寒さ河が江み教授によって消されているはずだが、その他の細々こまごました記憶までは寒河江教授も手を出しておらず、日頃の記憶調整は拓人の仕事になっていた。あまり長時間かつ複雑な記憶操作を行うと、人格障害が出てしまうからだ。

　拓人としては友人の記憶を弄いじるのはあまり気が進まないので、最低限、『見られてはまずいもの、聞かれては困るもの』だけ別の記憶に錯さく誤ご誘導して誤ご魔ま化かしていたのだが、記憶の集積から醸じよう造ぞうされる『印象』までは誤魔化しきれなかったらしい。

「なんだか今は完全に別人って感じ」

「そ、そうだね、本当にね、何か変なものでも食べたかなあ、あははははは」

　内心の動どう揺ようを押し隠しながら虚うつろに笑う拓人。

（あーもう……どうしたもんだか……）

　溜め息の一つもつきたい状況であるが――何というか、本当に嬉しそうに自分の身体を動かしている鈴果を見ていると、あまり口うるさく咎とがめられない拓人であった。

　思えば『鈴穂の中に生じた人格』として鈴果はずっと存在してきた。

　悪い言い方をすれば、彼女はずっと『鈴穂のオマケ』であり『肉体を持たない仮想人格』であったのだ。

　多重人格というものは、一つの人格の違う側面が出てきただけに過ぎない事も多く、本当に幾つもの人格が別個独立して存在している事は希まれなのだが――鈴果の場合はどう見ても後者である。

　では人格が――自我がありながら、その物質的拠より所である肉体を他人のものを借りて存在せねばならなかった鈴果は一体、どんな気持ちで今までいたのか。そしてどんな気持ちで今その得た身体を動かしているのか。

　それを思うと拓人はあまり鈴果にきつい事は言えないのである。

　とはいえ――

「別人……別人……」

　ぶつぶつと呟つぶやくのは双葉ではなく――いつの間にかやはり拓人の側そばに来ていた彼女の双子の弟、葉は月づきである。

　高校生ながら、黒のスーツでも着せて往来おうらいを歩かせれば、ヤクザもビビりそうな威圧感満点の顔立ち。似ているものを挙げろと言われれば有名人の類たぐいよりも前に『イースター島のモアイ』と同級生達が口を揃そろえる面相である。

　男子生徒の間で秘密裏に行われる御堂高校美少女トップテンに常にランクインする姉の双葉と。『実はゴーレムなんです』と言った方が納得しやすい感じの葉月と。この双子を見ていると毎度の如ごとく生命の神秘というか理り不ふ尽じんさを否いや応おうなしに感じさせられる。

「ふふふ。見えたぞ拓人」

「な――なにが？」

　まさか……と思いつつも尋たずねる拓人。

「実はあの少女は鈴穂ちゃんではないのだ」

「な、な、何を根拠に」

「彼女は――実は鈴穂ちゃんの生き別れの双子の妹なのだっ!!」

　拳こぶしを握りしめて宣のたまう葉月。

　まあ全くの見けん当とう外はずれという訳でもないが――

「御約束だな。顔は同じで全く行動が違うとなれば、生き別れの双子の妹か、偽物だと相場が決まっているではないか！」

「決まってるんだ……？」

「おう」

　腕を組んで葉月は言った。

「だが偽物の場合は、線が一本多かったり、目の下に意味もなく隈くまがあったり、細部のデザインが意味もなく凶悪だったりするものだが、そういうの無いし。という事は双子の妹という可能性しか残ってないだろ」

「…………葉月。可能性って言葉を辞書で引いてきなさい」

　傍かたわらで呆れたように双葉が言う。

「そうだよ。無茶だよ」

　内心ではかなりドキドキしながらもこれを好機チヤンスとばかりに拓人も双葉の意見に同調する。

「大体――双子だなんて。そんな子がいたら僕が知らないはずがないだろ？　江戸時代じゃあるまいし、この現代で『生き別れ』ってのもそうそうあるもんじゃないだろうし……」

「……実際はまあそうなんだろうけどさ」

　あっさり自説を撤回しながら葉月は言った。

「そう思った方がドラマチックだろ、多分」

「…………」

　既に充分以上に劇的な状況に置かれている拓人としては、これ以上ドラマチックになどなって欲しくない。

　そんな事を考えていると――

「タクト――ッ!!」

　声に振り返ると――百メートル走競技路のスタート・ラインに立って赤毛の少女がぶんぶんと手を振っていた。

　タナロットである。

「我の走る処も見るのである！」

　どうやら鈴果に対抗意識を燃やしているらしく――我慢しきれない、といった様子でスタート前から両手両足をじたばたと動かしている。明らかに本気で走る気満々だ。

　だがタナロットが本気で走ればそれこそ百メートルを六秒台とかで走破しかねない。

　何しろ自動車と平気で競争できるだけの脚力を彼女は備えている。例えば時速六十キロといえば自動車の速度としては驚く程のものではないが――百メートルに換算すれば、丁度走破時間六秒となる。こうなってはもう速いとか速くないとかではなく、人間には絶対に不可能な領りよう域いきだ。

　実を言えば……鈴果ですら『目立つな』という拓人の言葉を忘れていた訳でも無視していた訳でもなく、恐らくまだあの身体に慣れていないために微調整ができない状態なのだ。要するに彼女はあれで『手加減して走っている』つもりなのである。本気で走れば鈴果ですら時速六十キロや七十キロはあっさり出しそうだった。

（ああああああ…………）

　まさか此こ処こから『本気を出すな』と叫ぶ訳にもいかない。

　この後、何とかして目撃者の記憶操作をしておく必要があるだろう。場合によっては三桁にも達する人間に記憶操作して回る手間を考えると気が重い。いや、それだけならまだしも――何やら身に降りかかる面倒事の量がいきなり増えそうな予感もある。

（……でもまあ……しょうがないか……）

　拓人は長々と溜め息をついた。





＊






　時刻は正午過ぎ。

　水晶球型ディスプレイの中では、鈴穂に扮したままの鈴果が拓人やタナロット、双葉や葉月達と昼食を摂っていた。近くにはそれ以外の同級生の姿もある。

　いつもは弁当を持ち込んでの昼食であるが――今日に限っては学食できつねうどんを食べている。さすがに昨晩のごたごたで鈴穂も弁当を作っている暇ひまがなかったのである。

『美お味いしい!!』

　そう書いたプラカードを示しつつ、鈴果はきつねうどんを食べまくっている。

　既に彼女の横には、空になった丼が三つとカレーライスの皿がそれぞれ三つ積まれており――同席している双葉達は半ば呆あきれ顔で延々と喰いまくる鈴果を見ている。ちなみにその横では何を敵てき愾がい心しんを燃やしているのか、タナロットが同じように七杯目のカツ丼を怒ど濤とうの勢いで口の中に掻かきこんでいた。

　ずぞぞぞぞぞぞぞ。

　どう見ても――もとい聴いても食事の音とは思えないような、バキュームじみた音を立てながら、タナロットと鈴果はどんぶりを空にすると、たん！　と揃ってテーブルに置く。

『…………』

『…………』

　互いの音に気付いて顔を見合わせるタナロットと鈴果。

　そして――

　だっと二人して同時に食堂の注文カウンターに駆け寄る。

『おばちゃん、とろろソバ大盛り！』

『おばちゃん、天丼大盛りなのである！』

　最も早はや呆れを通り越して畏い怖ふの表情を浮かべながら、食堂のおばちゃんがそれぞれの丼を差し出すと――二人はそれをひっ摑んで帰還。再び物凄い勢いでそれぞれの料理を征服にかかった。

　ずぞぞぞぞぞぞ。

　――たん。

　またもや同時にどんぶりを置くと、がたんと椅子を鳴らして立ち上がる二人。

『おばちゃん！　月見うどん大盛り！』

『おばちゃん！　木の葉丼大盛りなのである！』

　でもってまたもや――ずぞぞぞぞぞぞ。

『それだけ美味しい美味しいって言って貰もらえたら農家の人から料理人まで嬉しいだろうけど……ちょっと鈴ちゃん大丈夫？』

　さすがに双葉が声を掛ける。

　まあタナロットの暴食はいつもの事なので――基本的にタナロットは『満腹』という感覚がないので、放っておけば『食事』という行為に飽きるまで喰うのだ――慣れもあって皆、あまり気にしていないが、元々小食だった鈴穂がタナロットと同等の異様な食べっぷりを示しているものだから、全員が呆あつ気けにとられているのである。

『大丈夫！』

　などとプラカードを振りながらさらに喰う。

　文字列が短いのは、文字をいちいち書いている時間が惜しいのだろう。実の所、彼女のコミュニケーションは、先程から『美味しい』と『大丈夫』のプラカードを交互に掲かかげているだけである。

『負けないのである！』

『タナロットも余計な敵愾心燃やさない！』

　と聞こえてくるのは拓人の声である。

　ただし彼の姿は何処にもない。当たり前だ――この画像は彼の視覚情報を魔法で電波に変換して飛ばしたものを、受信しているものだからだ。鏡でも使わない限りカメラが自らを映す事はできない。

　それはさておき。

「…………」

　鈴穂は食堂風景を映し出す水晶球型ディスプレイを前にして溜め息をついた。

「ふぉうふぁふぇふぁひふぁ？（どうされましたぁ？）」

　と――鈴穂の溜め息に気付いたファルチェが尋ねてくる。

　二人がいるのは拓人の家――マンションの中だ。

　拓人とタナロットと鈴果が出掛けている間、二人で留守番をしているのである。もっとも鈴果の言動に多少の不安が残るので、鈴穂は拓人の視聴覚を通じて鈴果の行動を監視してもいるのだが。

　ちなみにファルチェの会話が妙なのは、口にケーブルをくわえているからである。

　拓人の視覚と聴覚の情報を電波に変換して飛ばすまでは拓人の魔法と魔力で行っている訳だが、これを受信して信号を画像と音声に変換してディスプレイに出力するにも魔力と魔法が要る。そういう訳でその変換器の役割をファルチェがしているのである。

『何……？』

「ふぉうふぁふぇふぁひふぁっふぇふぉひひひふぁんふぇふふぁ（どうされました、ってお聞きしたんですが）」

『ええと。何言ってるのかわからないんだけど……』

　そう書いて示す鈴穂。

　ファルチェはコードをくわえたまましばらく鈴穂のノートを見つめていたが――

「…………」

　ぽん、と手を打って自分も何処からかノートとペンを取り出して、書き付けた。












『どうされました？』

『あ。ううん――別に何でもないよ』

　と鈴穂。

　ファルチェは小さく頷うなずいてやっぱり書き付ける。

『そうですか。ならば良いのですが』

『うん。あ――ここちょっとタナ郎の視界に切り替えて？』

　と鈴穂も書く。

　ちなみにタナロットの視覚と聴覚にも、予め拓人が魔法を組み込んであるので、ファルチェ側で受信信号の選択を変えればタナロットの視点を得る事もできる。

『了解です。あ――でもタナロット先輩は相対位置として、校舎の陰に今いますから、電波が届きにくいんですよねえ』

　応じてファルチェも書き書き。

『電波って。魔法じゃないの？』

　鈴穂も書き書き。

『視覚信号の変換は魔法ですけど。送受信は電波でやってます』

　ファルチェも書き書き。

『……はあ』

『何でもかんでも魔法でやっちゃうより、既存の技術と組み合わせた方が便利な事も多いんですよ』

『……なるほど。じゃあ状態良くなったらでいいよ』

『了解しました～』

　マンションの一室。

　部屋の真ん中に置かれた水晶球を見つめる少女。

　ケーブルの端をくわえて電波を受信する少女。

　声もなくただ黙々と交わされる筆談。

　………………

　事情を知らない人間が見たら何事かと思う情景ではある。

　それはさておき――

（……鈴果……楽しそう……）

　学校での鈴果の姿はいかにも潑はつ剌らつとしていて――彼女が心の底から楽しんでいるのが傍はた目めにもよくわかる。また鈴穂の豹ひよう変へん振ぶりに――鈴果と鈴穂の違いに首を傾かしげる知り合いもいないではなかったが、拓人が上う手まく誤魔化してくれている事と、鈴果のざっくばらんで闊達な言動のお陰で、『まあいいか』とあまり深く気にしてはいないようだった。

　タナロットもそうだが、明るくざっくばらんな性格は、知らない相手とも馴染み易い。

　まして鈴果は元々彼等彼女等の知り合いの鈴穂に扮している訳だから、いつもの対人恐怖症の様子が薄れて、明るく接し易くなった――と友人達は思っている――彼女を相手側も歓迎こそすれ、拒こばむ理由はあまりないのだろう。

　一限目から拓人やタナロットの視聴覚を通じて鈴穂はずっと鈴果の周りを見ている。

　他人の視点を借りているのでよくわかるのだが、明らかに拓人達以外の知人友人――同級生達も、男女問わず、鈴果の事を気に掛けている様子が見える。それだけ鈴果が魅力的だという事だろう。

（…………）

『鈴穂先輩。どうされました？　何か気き懸がかりな事でも？』

　ふとそんな風に書かれたノートを差し出されて鈴穂は狼ろう狽ばいした。

『どうしたって……なに？』

『何度も何度も溜め息をしておられるので』

　とファルチェが書いて差し出してくる。

『……なんでもないよ』

『左さ様ようで』

　あっさり頷いて再び変換器の作業を続けるファルチェ。

　だが――

（……私は……）

　鈴穂は微苦笑を浮かべた。

　ファルチェに言われるまで気がつかなかったが――確かに自分は何度も何度も溜め息をついていたようだ。同時に鈴穂は気付いた。それがどういう気持ちから来ているのかという事を。

　自分は嫌な事を考えている。

　素直に今の鈴果を祝ってやれない自分がいる。

　鈴果が肉体を得て、初めて自分の身体で、自分だけで学校に行って、仲良く友人達や同級生達と過ごして――そんな状況を素直に喜んでやれない自分が此処にいる。

　自分と同じ顔をしながら自分とは違う状況にいる鈴果を羨うらやむ自分がいる。

　自分にできない事を当たり前のようにしてしまう鈴果を妬ねたむ自分がいる。

　良くない事だ。

　鈴穂と鈴果はずっと一緒にやってきた。当たり前だ、肉体を共有していたのだから。

　だが此処へ来て――鈴果は鈴穂を必要としなくなった。

　鈴果は鈴果一人でも十分に生きていけるし、強いし、そして魅力的だ。

　それに対して自分はどうだろうか。

「…………」

　鈴穂は玄関の方を振り返る。

　怖い。あの扉を開いて出ていくのが怖い。

　鈴果が抜けたせいなのかどうなのか――鈴穂は以前のように他人と会うのが怖くなっていた。拓人やタナロット、ファルチェといった一緒に住んでいる者は怖くないが……人がたくさんいる外に出るのはとても怖かった。

　対人恐怖症がぶり返してきているのだ。

　そもそも今日、鈴果を自分の代わりに学校に行かせたのは、鈴果の希望を受け入れたから――という事もあるが、鈴穂自身が学校に行きたくなかったからだ。ただ一緒に学校に行くというのならば、鈴果に姿を変化させる魔法をかけるなり何なりして誤魔化す手段はいくらでもあったのだから。

　怖い。他人が怖い。

　誰が何処でどんな風に自分を嫌っているかわからない。ひょっとしたら何気なく擦れ違う人が自分を嫌っているのかもしれない。視界に入る人全てがあるいは鈴穂に死んで欲しいと思っているかもしれない。

　妄もう想そうだ。全部被害妄想だ。

　それは理屈ではわかっていても――恐怖を拭ぬぐうのは難しい。

　自分が如い何かに鈴果の存在に依い存ぞんしていたのかという事を鈴穂は思い知らされていた。

　それに……

（……駄だ目めだな……私は……）

　心の弱い自分。何も誇ほこるべきもののない自分。

〈魔力侵奪能力〉がなくなり、二重人格でもなくなり、まあそれは良いとしても――今の鈴穂はちょっと人見知りの激しいだけの、何の取り柄もない少女に過ぎない。

　それに較くらべて鈴果はどうだ。

　眩まぶしい位に学園生活を満喫まんきつし、同級生達ともすぐに溶け込んでいる。いくら鈴穂が時間をかけて築いた立場に入れ替わっただけとはいえ――すぐにその立場に馴染んだ上で、さらに付き合いの輪を広げているような印象すらある。

　こんな陰気で消極的な自分とは違う鈴果。

　本物か偽物かと言われれば……鈴果の方が皆の望む『本物』ではないのか。

（……何考えてんのよ、私は。本物とか偽物とか……）

　どっちも本物だ。本物の――はずだ。

　だが周りの人間はどう考えるだろうか。

『御約束だな。顔は同じで全く行動が違うとなれば、生き別れの双子の妹か、偽物だと相場が決まっているではないか！』

　葉月の何気ない冗談が妙に重くのしかかる。

（私は……）

　楽しげに拓人達と昼食を摂る鈴果の姿を見ながら――鈴穂はもう一度長々と重い溜め息をついた。





＊






〈学園〉本校舎――最上階。

　其そ処こは〈学長〉や一部教授や重要関係者といった〈学園〉の運営に携たずさわる者達の部屋と施設が集中している場所でもある。〈学長室〉や〈学園〉の主コンピュータである〈フィロソフィア〉の主制御システムは無論、〈学園〉上層部の者達が集まって様々な問題を討議する大会議室もこの最上階に設けられている。

　超常の技と術の使い手たる魔法使い達の会議室とは、さて一体どんな場所か――と部外者ならば興味を持つかもしれない。

　そもそも条理や常識と決別した処ところに営々と歴史を築いてきた者達である。世間的な価値観に迎合げいごうしなければならない必然性はない。実際――教授連の中には、執務室の中に、何処のジャングルかと見み紛まがう位に熱帯性植物を生い茂らせている者もいれば、まるで子宮の如く室内をフルオロカーボン液――『呼吸できる液体』として人工血液の素材にも使われているものだ――で満たしている者もいる。かと思えば寒河江教授のように自由造形可能な素材物質で部屋中を覆おおっていて、必要に応じて文字通りに『模様替え』をする者もいる。

　その意味では、この大会議室の佇たたずまいは意外なものであったろう。

　内観はごく普通の――何処かの企業の会議室と大差ないのだ。

　広さはおよそテニスコート一面分。

　大理石タイルを敷き詰めた床の真ん中に鎮ちん座ざしているのは直径四メートルの円卓。

　その周りに配置されているのは十二基の椅子。

　目に付く家具の類はただそれだけで、照明は全て天井に埋め込まれ、窓も全てはめ殺しになっている。

　一見すれば、ただそれだけの愛あい想そのない場所なのだ。

　だが……実際にはこの部屋には総計十四種類もの恒常系魔法が掛けられ、盗聴は無論、予言、透視の類も全て妨害、あるいは遮しや断だんするように――つまりは中での会話を外部に漏らさぬようにとの配慮が成されている。勿もち論ろん入り口は一種のシフト・ポータルになっており、不ふ埒らちな侵入者が断りもなく会議室の中に踏み込もうものなら、瞬時に無限回廊へと変化して狼ろう藉ぜき者ものを永遠に閉じ込めるのだ。

　比較的〈学園〉は情報管理に関しては大らかな体制を敷いているが――だからといって部外秘の会話がない訳でもないという事だ。また敵対勢力たる〈連盟〉の存在も無視はできない。この会議室が徹底して外部と遮断されているのは、その辺りの事情からだった。

　それはさておき。

「で――問題の〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉の一件だが」

　円卓の席の一つに就ついた人物が言う。

　いや。人物――と表現するには多少問題があろう。

　その者には『厚み』がない。

　まるで影がそのまま地面から起きあがってきたかのように、あるいは紙を人型に切り抜いたかのように、真正面から見ると人の姿をしているのだが、真横から見ると一本の線にしか見えないのである。

　しかも……その者の姿は全て黒く塗り潰つぶされており、詳細がわからない。ただ紅あかい裂け目のような口だけが妙に生々しく動いて言葉を紡つむいでいる。

　この奇怪な存在は〈学園〉上層部を構成する教授連の一人――ボブソン教授である。十二の円卓は五名の人間、二名の魔族、二名の神族、二名の精霊、そして〈学長〉によって占められており――ボブソン教授は魔族の内の一柱だ。

「ボブソン教授」

　たしなめるような声が横手から掛かる。

　ボブソン教授も奇怪と言えば奇怪な姿ではあるが、ある意味で『ぺらぺら』とでも形容すべきその姿は、突とつ飛ぴに過ぎて喜劇的に見える。現実感というか生々しさがないのである。

　だが……こちらは明らかにわかり易い異様さを備えていた。

　首がないのだ。

　身体は普通の――まあ黒いライダースーツというのは会議室においてはひどく場違いではあるが――女性のものである。しかしその首から上がない。完全にない。円卓の上にはヘルメットが置かれているが、まさかその中に首が収まっているという訳でもなかろう。

　その姿から彼女の正体を即座に判別できる者は少なかろう。

　世に広まった伝承では、その精霊は鎧よろいを着て、やはり首のない馬の牽ひく馬車――コシュタ・バワーに乗って駆け回っているイメージが強いからだ。少なくとも会議室で円卓に就いている姿というのを想像する者は少ないに違いない。

　デュラハン――いわゆる首なし騎士である。

「何かね――ミス・セルティ？」

「それは蔑べつ意いを含んだ呼称だ。曲がりなりにも〈学園〉の特待生扱いを受けている身の者に、教職者たる者が使って良い呼称とは思えないが」

　淡々とした口調でセルティと呼ばれたデュラハンが言う。

「ふむ。そうだったかな。わかった――今のは失言だった。取り消そう」

　二次元の肩をひょいと竦めてボブソン教授は言った。

「ええと――名前は何だったかな。その問題の少女の名は」

「羽瀬川鈴穂ですな」

　と答えたのは金髪碧眼へきがんの美少年――寒河江教授である。

　ボブソン教授は頷きながら言った。

「そう。そのハセガワスズホだが。元々色々と問題のある存在だったようだが、そろそろ我々は彼女に対する扱いを変えた方が良くはないかな？」

「というと？」

　セルティが尋ねる。

「――ああ。彼女、スズホちん、〈魔力侵奪能力〉、なくなったらしいわねー」

　ボブソンが答える前に、何処か気楽な口調で口を挟んできたのは、セルティの隣――精霊の席に座る少女だった。

　猫のような耳に猫のような尻尾しつぽそして猫のような悪戯いたずらっぽい表情。おまけにひらひらのフリルの付いたドレス。一体何処の萌もえキャラかと尋ねられそうな外見である。

　本来こういう半人半獣の外見の者は魔族、神族にも多いが――この少女がデュラハンの隣の席に座っているのは、彼女が〈学園〉基準では精霊の一種……元々は猫から『昇った』結果この姿を採る事になった『仙人』だからだ。

　もっとも仙人という言葉を念頭に置いて見ると彼女の姿は相当に違和感があるが。

　何しろフリル付きのドレスは無論だが――会議に参加しているというのに、本人は机の上で何やらアニメに出てくるようなロボットのフィギュアをいじくって遊んでいるからだ。

「昨日の今日だというのに相変わらず地獄耳だな」

　とボブソン教授。

「あんたもねー」

　とボブソン教授の方を見もせず、フィギュアをいじくりながら猫仙人が言う。

　この仙人少女の名は井い草ぐさという。

　セルティと同様に教授ではなく〈学園〉に関しては顧問というか、非常勤講師というか、とにかく特殊な立場にいるが――その魔法、呪じゆ術じゆつ、仙せん術じゆつその他に関する知識と練度はほとんど怪物の域に達している。

　もっとも魔力量なのか、知識なのか、技術なのか、あるいはある種の特殊能力故か、細かい差はあるにしても、『尋じん常じようでない』という意味ではこの円卓に付いている他の者達も同じではあったが。

「そもそも未分化魔神タナロットに対する抑よく止し力りよくたる事を期待して、彼女には〈ワルプルギス〉が与えられていた訳だが――〈魔力侵奪能力〉を失った今となっては彼女に〈ワルプルギス〉を持たせておく意味もない。それどころかむしろ危険なだけだ」

　とボブソン教授。

　確かにタナロットに対する抑止力としての効果を期待されるからこそ、鈴穂の〈ワルプルギス〉を使った乱行は見逃されてきた側面がある。

「また――」

　寒河江教授の隣で白髪と白髭ひげに埋もれたような顔の老人が言う。

　仙人という意味なら井草よりもこちらの方が余程にそれらしい外観であるが、何故かこの老人……全身を鎖で雁がん字じ搦がらめに縛められている。幾いく重えにも幾重にも念入りに鎖が巻かれており、その下にある衣装も身体も見えない。まるで鋼鉄の蓑虫みのむしだ。だが誰も奇異の視線を向ける訳でもなく、本人もそれが当然であるかのように、苦く悶もんする様子はなかった。

　ファバロム博士。

　本名不詳。年齢不詳。人種不詳。とはいえこういう人物は別に〈学園〉では珍しくもないが。はっきりしているのはこの老人がこの円卓に列席しても何ら見劣りする事のない大魔法使いだという事だけである。

「〈魔力侵奪能力〉がなければ少なくとも黒い髪の方の羽瀬川鈴穂はただの人間だ。我等の世界に関わる資格はないし、関わるべきでもなかろう。普通の人間にとって魔法の世界は色々な意味で過酷だ。また彼女が失語症になった原因は〈連盟〉の暴ぼう挙きよによるものと聞く。この際、我等の世界と彼女の縁を切ってしまった方が良いのではないか」

「でもさ――ドクター・ファバロム？」

　井草が言う。

「鈴穂ちんって秋あき穂ほちんの娘でしょー？　母親が元々関係者なんだし……」

「だが彼女も今や一介の主婦に過ぎない。魔力を完全に失っている」

　ぐつぐつと泥を煮るような声でファバロム博士は言った。

「そもそも、魔力を失い魔法使いではなくなった羽瀬川秋穂の記憶調整をしていない事も、問題と言えば問題だ」

　基本的に――〈学園〉はその籍を辞した人間の魔法使いからは、〈学園〉の記憶を消去する決まりになっている。精神衛生、機密保持、諸々の理由はあるが、これはほぼ例外のない規則で、理由の如何を問わず『魔法使いの資格なし』と判断された者はいずれも記憶調整処置を施ほどこされて〈学園〉を去る。

　鈴穂の母・秋穂がこの例外なのは、若くして攻撃魔法を極めたとさえ言われた彼女の才能を〈学園〉側が惜しんだ事、鈴穂という特異な存在を〈学園〉が『保護』するに当たって、親権者たる相手の確認と協力を得るべきだとの意見が多かったからである。

　とはいえ――

「この際、羽瀬川秋穂、鈴穂の二名に関しては記憶調整を施して〈学園〉と縁を切らせた方が良いのではないかと思われる。よって――」

　そこまで言って。

　ファバロム博士の身に巻かれた鎖ががちゃりと音を立てた。

　彼は弾かれたかのようにある方向を振り返っていた。

　見るからに重じゆう鎮ちん然ぜんとした彼にはあまり似つかわしくない仕草ではあったが――それを笑う者も訝いぶかしむ者もこの円卓にはいなかった。〈学長〉を除く全員が、ファバロム博士と同様にある方向を振り返ったからだ。

　だが……そこには何もない。

　ただ会議室の壁があるだけだ。

　では彼等は一体何に反応したのか――

「巧妙に隠してはいるが」

　ボブソン教授が呟くように言った。

「かなりの大物だな。転移の際に生じる魔力偏差までは完全に消せなかったようだ」

「御ご前ぜん天てん使し級？　いや――もっとか」

　寒河江教授も言う。

「――寒河江教授」

　それまで沈黙を守っていた〈学長〉が声を発した。

「は……」

「見過ごす訳にもいくまい。風紀ゴーレム部隊を率いて確認を。必要なら重機動ゴーレム部隊の使用も許可する」

「了解しました」

　一礼して立ち上がる寒河江教授。

〈学長〉は一同を見回して静かに言った。

「会議は一時中断したい。異論のある者は？」

　答えは……会議室に充ちる静せい寂じやくだった。





＊






　――しばしば誤解を受ける事であるが。

　神界と魔界は決して敵対している訳ではない。

　それぞれ棲すまう者達の性質上、対立をしてはいるが、必ずしも不ふ倶ぐ戴たい天てん――『倶トモニ天ヲ戴いただカ不ズ』という程に相あい容いれず憎み合っている関係ではないのだ。

　無論、末端の小こ競ぜり合いは確かに日常的にあったりもするが……神族も魔族も自分達がどういう存在なのかというのをよく知っている。自分達が本気で争えば、この世界そのものが――神界と魔界に人間界と三つの世界を内包する広義の『世界』が崩ほう壊かいしかねない事を知っているのだ。彼等は世界という家屋を支える柱そのものであり、それが勝手に動いて相互に壊こわし合えば、家屋は柱全てを巻き込んで潰れてしまうのが道理だ。

　故に――神界と魔界の識者達は三界の均衡維持に余念がない。

　人間界を緩かん衝しよう地帯として人材交流を行ったり、相互条約を結んだり、あるいは非常用の連絡回線ホツトラインを設定したり。

　まあそれはさておき。

　当然――交流があれば小競り合いは元より、微妙な問題も数多く発生する。

　善悪や是非の判断が付けばまだ良い。

　だが、むしろ価値観や道理常識の違う勢力同士の間に発生する問題が、そのように単純な二極構造で片づく事はむしろ希まれである。誰が悪い訳でも誰が間違っている訳でもないが、誰かが責任を取らねばならないという問題も――実は少なくない。そして、そういう問題はえてして存在する事それ自体が問題であったりもする。

　故ゆえに……こうした問題を非公開のまま、闇から闇に葬ほうむるべく、専門に動き回る存在が必要になってくる。神界の為ではなく。魔界の為でもなく。ましてや人間界の為などでも決してなく。されど強いて言えばそれら全ての為に活動する秘密工作班。神族や魔族から選ばれたそれぞれ数柱によって結成される合同特務部隊。

　それは実質上『破壊工作班』でありさらに言えば『暗殺部隊』としての側面を持つ。

　いずれにせよその名もなき部隊は、表に出る事もなく、正義ともほとんど関係なく、ましてや情けなどとは一切の関係がなく、ただ三界の均衡を護まもるという任務にのみ邁進まいしんする非情な集団だった。

　そして。

　白びやつ虎この一柱たるミヤビ。

　セイレーンの一柱たるシンクラヴィア。

　彼女等もまたその『名なし部隊』に所属し、数多くの秘密任務をこなしてきた手て練だれの『処理人』であった。

　…………………………………………………………………………はずなのだが。

「……ああああああ……もう…………」

　ミヤビは手を止めて長々と溜め息をついた。

　白銀の長髪と紅玉の瞳ひとみ。まるで人形のような美び貌ぼうの娘である。

　彼女が瑞ずい獣じゆう――めでたき神の獣である事の証明のように、白黒二色の毛に覆われた獣耳と尻尾はそのまま発現しているが、手足は人間形態に擬ぎ態たいしたままになっている。本来は肉球付きの獣ハンドなのだが――そのままでは鍋を摑むのに不便なのだ。

　ちなみに、今現在ミヤビが着ている衣装も彼女の本来の一いつ張ちよう羅らではない。

　メイド服である。

　これは単に彼女等の後見人の趣しゆ味み嗜し好こうという事もあるが、元々メイド服というのは作業着であるので、何かと汚れたり濡れたりする『作業』中は、気を遣わずに済むこちらの恰好の方が便利なのである。

「一体何やってんのかしらね……私達」

　呟くミヤビ。

　彼女らがいるのは――佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうの研究室である。

　壁一面の本棚と部屋の真ん中にどでんと置かれた大きな机。いつも通りの――魔法使いというよりは何処かの大学教授の部屋のような雰囲気の室内。もっとも本棚に収まっている本の中にゲーム雑誌やらアニメ雑誌やら漫画やら同人誌やらの比率がかなり高い事と、あちこちに小さなフィギュアだのプラモデルだのが並んでいる処を見ると、むしろオタクの部屋の方に近いかもしれないが。

　でもって。

　ミヤビとその相棒のシンクラヴィアは真ん中の机に就いて『作業』に勤いそしんでいた。

「――何か言っタ？」

　やっぱり同じ『作業』を――カセットコンロを使って鍋を火に掛けながらシンクラヴィアが尋ねてくる。こちらも衣装はメイド服。

「元はと言えば暗殺者だったはずよね――私達」

「ソウね」

　ぐつぐつと煮える鍋の中を見ながら頷くシンクラヴィア。

　どことなくその表情が虚ろなのは、同じ作業を延々繰り返しているからか、それとも過去に想いを馳はせているからか。

「それがどうしてこんな処でこんな事してるのかしらね……」

「…………」

　シンクラヴィアは無言。

　ちなみに。

　彼女等が煮ている鍋の中。

　そこには――バラバラに寸断された腕と脚が一緒くたになって煮込まれていた。

「…………」

「…………」

　ぼんやりと鍋の中の手とか足とかを見つめるミヤビとシンクラヴィア。

　……と書くとまるで猟りよう奇き事件のようだが、沸騰する液体の中で揺ゆれているその人体部品は、人間本来の大きさの数分の一しかない。大きさにしておよそ六分の一。言うまでもなく本物の腕や脚ではなかった。

「つーか言われた通りやってるけど」

　コンロの火を止めてミヤビが言った。

「これって何の意味があるの？」

「えート。確か、パーツの表面に剝はく離り剤ざいが付いテテ、こレが残ってルと接着剤やラ塗料やラのノリが悪いかラ、そレを除去する為に煮るトカ何とか……」

　彼女等が鍋で煮ているのはいわゆる『ガレージ・キット』だ。

　大手のメーカーが造って一般の玩具問屋の流通に乗せる類のものではなく、個人や、比較的小規模な集団が数量限定で作るプラスチック・モデルである。要するにガレージ・セールのガレージと同じく『工場ではなく、自宅のガレージの奥で生産するキット』という意味だ。

　無論、製作者の技能に何らかの資格的水準がある訳ではないので、出来は芸術品と呼べるような凄いものから、幼稚園児の粘土細工同然のものまで様々だが――大量生産前提のメーカー品と異なり、マイナーな、だがそれだけに『通』が狂きよう喜き乱らん舞ぶしそうな品、あるいは見ただけでニヤリとさせられるような変わった品も多い。

　例えば――

「つーか何なの？　このキットの数。美少女フィギュアだけかと思ったらロボットとか、訳わかんないのとかも多いけど」

　背後を振り返ってまだ『未処理』の箱の山を眺めるミヤビ。

「『１／６完全変形ストリジー』とか、『１／１〝みー〟と〝にー〟』とか……まあこの辺はまだわかるけど。何コレ？『１／８子爵級大禍つ式アイオーンアムプーラ』と『１／１ガユスの眼鏡』……？　なんで眼鏡とかがプラモデルに……？」

「さア。キャラクター商品なんデシょ」

「…………」

　色々言いたい事は思い浮かぶが――言っても詮せんない事なのでミヤビは黙った。

　とりあえず沸騰した湯を棄すてて、バラバラの胴体やら頭部やら手足――でないパーツもあったりもするが――をタオルの上にあける。量が量なので拭ふいたりするのは後回し、とりあえず積まれている大量のガレージ・キットを全部『処理』してしまわねばならない。

「……はあ」

　目の前にそびえ立つ箱の山を見て――ミヤビは溜め息を一つ。

　その時――

「――!?」

　ぞくりと背筋が冷えた。

　愕がく然ぜんと――まるで何かとんでもなく高熱の物体に触れて火傷やけどをしたかのように、ほとんど反射的な動作で後方に跳び下がるミヤビ。だが無論火傷などではない。そもそもミヤビのような神族がちょっとやそっとの熱や炎で傷を負うはずもないのだ。

　気がつくと――やはりシンクラヴィアも同様に座っていた椅子を蹴飛ばす勢いで壁際に跳ちよう躍やくしていた。

　シンクラヴィアも気付いたのだろう。

　この――あまりに強大な魔力の気配に。

　そして。

「――ま、まさカ」

　呻くようなシンクラヴィアの言葉を裏打ちするかのように、ばしん、と音を立てて一本の光条が天井から床へと走る。

「まさか!?」

　細い――まるでレーザーのような光は、しかし次の瞬間、爆発的に広がって辺りを満たし、同時に放散される大量の魔力が空気を轟ごう々ごうと鳴動させる。飽ほう和わ状態に陥おちいった魔力が物理現象に転化しているのである。

　間違いない。

　何か――彼女等とは比較にならない程の上位の神か魔が転移してくるのだ。

　上級の神はただそこにいるだけでその場を聖別し、魔は地獄へと変える。内に秘めるあまりの魔力量故に、体熱のように放射される魔力だけでも、辺りの空間に充満し空間的性質を変化させてしまうのである。

　変性した空間は、場合によっては物理法則まで異種のものに組み替えられてしまい、その内にあったものをやはり変質・変形させる。そして物理法則の変化に対応しきれなかったものは――ただ破壊されるのみだ。

「やばっ――」

　このままでは巻き込まれる。

　ミヤビがそう考えたとき――急速に辺りを支配していた莫大ばくだいな魔力は収しゆう斂れんされ、さらに内向きに折り畳まれ始めた。光は輝度を下げてやがて消滅し、空気の鳴動めいどうもゆるやかに拡散して消滅する。

　物質化に必要な魔力だけが転換されて形をなし、残りの魔力は亜空間回路を通して何処か別の空間へと押し込まれていく。どうやら転移してくる者はこの場を変性させる事を望んでいないという事らしかった。

　そして……

「ガガガ……ガガガ……」

　震ふるえる指先を物質化する魔力の中心に向けながらミヤビは言った。

「ガオ●イガー？」

「違うっ!!」

　随ずい分ぶんと榮太郎に毒された感じの相棒のボケに突っ込んでから、ミヤビは言った。

「な、な、なんで貴女あなたが此処にいるんですか――ガブリエル!!」

　そう叫ぶミヤビ。

　その瞬間――全ての工程が終わった。

　ミヤビが指差す先。

　まるで数秒前の異常現象が噓うそか幻であったかのように、光も風も収まったそこには――一人の少女が飄ひよう然ぜんと立っていた。

　ガブリエル。

　その名は大天使としてあまりにも有名だ。

　キリスト教においては、神の前に直接立つ事を許される七人の御前天使の一人であり、同時にミカエル、ラファエル、ウリエルと並んで四大天使と呼ばれる存在。無論、大天使というのは通称で、位階的には熾天使セラフイム――天使の最高位に位置する。

　キリスト教では聖母マリアへの受じゆ胎たい告こく知ちをした天使として、イスラム教では開祖ムハマンドにコーランを授けた天使として知られている。

　つまり。天使の中の天使とも言うべき存在なのだ。

　だが――

「貴様等が役に立たないからぢゃ」

　そう言ったガブリエルは――何というか、天使の癖くせに思いっきり黒かった。

　とてもとても小柄だった。

　そして何やらフリルとか一杯付いていた。

　ついでにボタンとか首輪とかも付けていた。

　ポシェットも黒いのを提さげていた。

　しかも左手には虚ろな眼をしたクマさんのぬいぐるみを抱いていた。

　……………

　大天使ガブリエル。

　見た目はゴスロリ幼女だった。

「『聖母抹殺計画』に失敗した上、事後報告に戻っても来ずに――一体何をしておるのぢゃ、この戯たわけ共ども」

　しかも何というか眼の下には隈が、瞼まぶたには紫のアイラインが入っており、さらに『私高こう慢まんですわよ』と言わんばかりに顔の左右にはドリルめいた縦ロールがぶら下がっていたりする。腰のベルトには『ＡＮＧＥＬ』という文字と翼、それにハートマークをあしらったバックルが付いているが、どう見ても申し訳以上の意味がない。

　まあ霊視できる者ならば、彼女の頭上と背後に、輝く天使の輪エンジエル・ハイロウと、同じく輝く六枚の翼を見る事もできるだろうが。

「な、何と言われましても……ええと」

　引きつった表情で壁に貼り付きながらミヤビは言った。

「私等、〈学園〉に拘こう束そくされている身ですし……」

　ミヤビ達は拓人暗殺未遂の件でその身に拘束用の魔法式を組み込まれている身だ。彼女等が使い魔でもないのに榮太郎のメイドのような役割に甘んじているのは、彼が彼女等の身柄の監督役を務めているからである。

　ガブリエルはじろりとミヤビとシンクラヴィアを睨にらみ据すえる。

　二柱の暗殺者達は硬直した。

　単なる上司という以上に、明らかに格が違う存在なのだ。

　ガブリエルがその気になれば、二人は一瞬でばらばらに引き裂かれるだろう。神族や魔族である以上、人間のような『死』はないが、逆に言えばその状態の苦痛たるや、人間の想像を遙はるかに超える。全身をバラバラに引き裂かれても死ぬ事ができないという苦痛は、神か魔でなければ味わう事ができまい。

　だが……

「……まあよい」

　意外にもあっさりとそう言うと、ガブリエルは辺りを見回した。

「貴様等の固有魔力波動を追って転移してきたのぢゃが……此処は何処ぢゃ？」

「〈学園〉――マジシャンズ・アカデミイの本校舎ですけど」

「ふむ？」

　ガブリエルは何やら考えている様子だったが――

「アガリアレプトも来ておるはずなのぢゃが。貴様等、見ておらぬかえ？」

「――へっ!?」

　シンクラヴィアが呆然と声を漏らす。

「アガリアレプト様まデ？」

「うむ」

　それがどういう事か、まさか本人達がわからぬはずもなかろうに、平然と頷いてみせるガブリエル。

　そもそもガブリエルやアガリアレプトといった『大物』が人間界にやってくるのは異常極まりない事態なのである。超高密度魔力塊である彼等の存在は、ただそこにあるだけですら深刻な魔力偏差を生み、災害やら事故やらを大量発生させかねない。

　故に条約では彼等上位神族や上位魔族の人間界への渡航は厳しく制限されている。

　なのに――

「案ずるな。妾わらわもアガりんも一応、本来の魔力は虚きよ数すう空間を作ってそちらに封じ込めてあるからして、放散魔力は本来の十分の一もないのぢゃ。そうそう惨事やら奇き蹟せきやらを垂たれ流したりはせん」

「アガりん……」

　他に呼びようがないのか――とは思ったが、いろいろな意味で怖くてこのゴスロリ天使には突っ込めないないシンクラヴィアであった。シンクラヴィアの直接の上司はアガリアレプトであって、実は彼女はガブリエルと顔を合わせるのは今回が初めてだ。だが、その敵対者や無能者には魔族以上に冷酷で容よう赦しやないと言われる性格は有名だ。ミヤビからも何度か聞かされている。

「し……して……今回は如何なる御用で……？」

　恐る恐る尋ねるミヤビ。

　もしガブリエルが任務に失敗した自分達を処罰しよばつしに来たのだとしたら――そう考えるだけでミヤビはこの場から全力で逃げ出したくなる。もっともそれを許すガブリエルでもなかろうが。

「うむ――」

　ガブリエルはしばし何事か考えている様子であったが――

「とりあえず、アキハバラという処に連れて行け」

「……はあ？」

「アキハバラには『あいぽっど』なるものがあるそうぢゃな」

「…………」

「何でもポケットサイズながら、『えむぴーすりー』なるもので音楽が一億曲も入るそうぢゃが」

　……神界イナカにはかなり誇こ張ちようして伝わっているらしい。

「他にもアキハバラなる『聖地』には数え切れない程の種類のＣＤが売られているそうぢゃな」

「…………」

「輸入盤ＣＤとか限定発売のライブアルバムとかもあると聞く」

「…………」

「興味深い。案内せい」

「…………」

　あんた本当に何しに来たんだよ、とは思いつつも、やはりいろいろ恐ろしくて突っ込めないミヤビであった。
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「みゃ――っ!!」

「だあ――っ!!」

　激突する拳と拳。

　走る衝撃波。へし折れる樹木。足下の地面には放射状の亀き裂れつが走り、周りの空気は轟々と唸うなり、周囲で砂さ塵じんが舞い上がる。まるで爆弾でも炸さく裂れつしたかのような有あり様さまだが――前述の通りこれはただ拳と拳が打ち合った結果である。殴る動きに乗せて撃ち出された魔力が衝突し、瞬間的に飽和したそれらが物理現象に転化しているのである。

　ちなみにただ殴り合うだけでこの有様――というのは魔力の使い手の未熟さを示している。物理現象に転化されている魔力は即すなわち余剰分である。元々の放散魔力が莫大な上級神族や魔族は別として――魔力の使い方に熟達した神族や魔族は余計な現象を顕現けんげんさせたりはしない。必要な魔力を必要な量だけ使って必要な現象を生み出す。

　まあそれはさておき。

　コンピュータ・グラフィックスを駆使したＳＦＸ映画のような光景の真ん中で、拳を突き合わせているのは――鈴果とタナロットであった。

　一般社会でこんな真似をしていたら警察どころか自衛隊が血相変えて駆け付けて来かねないスペクタクル・シーンであるが、此処は〈学園〉――超常なりし技と術の使い手たる魔法使い達の園である。この程度の事は日常茶さ飯はん事じ――とまではいかないが、まあ今更、珍しがる程の事もない。

　二人が戦バトっているのは本校舎脇の庭園だが、通りがかった関係者は『あ。まただ』といった様子でちらりと一いち瞥べつして足早に立ち去るばかりであった。

「うらうらうらうらうらあっ!!」

「みゃみゃみゃみゃみゃあっ!!」

　タナロットと鈴穂の喧けん嘩かは既に恒例行事化しており、〈学園〉側――特に風紀委員会は、校舎内や、人的及び設備的被害が甚大じんだいになりさえしなければ、半なかば放置する方針を固めている。中途半端に制圧しようとすると風紀ゴーレム部隊の方に被害が出るばかりだからである。力押しではなく、封印具だの何だのを大量に用いれば制圧は比較的楽にできるものの――封印具とて作るのにそれなりの費用と手間が掛かるので、あまり使いまくる訳にもいかないのが現状だ。

　今回は鈴穂ではなく実際に殴り合っているのは鈴果であるが――細かい事情を知らない〈学園〉生徒や教師にはあまり見分けが付いていない。感覚の鋭い者は鈴果の保有する魔力量や、素手で戦っている事実に『おや？』と眉まゆを顰ひそめたりはするものの、わざわざ立ち止まって詮せん索さくしてくる者もいなかった。

　まあ――それでも立場上立ち去る事ができない者もいるにはいるが。

　羽瀬川拓人のように。

　とはいえ……

「――だから駄目だってば！　二人とも!!」

　そう叫ぶ拓人の声も二人には届いていない様子。

　まあ……いつもの状況と言えばいつもの状況だ。

　どういう理屈かは未だわかっていないのだが――やはり鈴果はほとんどタナロットと互角の力と肉体強度を持っているらしい。なのでそれを自覚してからは、鈴果は〈ワルプルギス〉を使わずに素手でタナロットとガチンコ勝負をしているのである。

　共にフルパワー、ただぶん殴っただけでもパワーショベル真っ青の破壊力を示すはずなのに、タナロットも鈴果も目立った傷はない。どかんどかんと壮絶な音を立てて相手の顔やら腹やらに拳が命中するのだが、共に決定打にもならないらしく、延々と二人はドツキ合っていた。

　ただ周りに被害だけが広がっていく。

　タナロットの拳が樹木をへし折り、鈴果の蹴りが地面に穴を穿うがつ。

　傍はた迷めい惑わくな事この上ない。

　ただ……

「あああああああもう……」

　呻くように言う拓人。

　とりあえずタナロットが鈴果を殺してしまう恐れはないようだが、いつまでも放っておく訳にもいくまい。ドツキ合いが始まって既に三十分、そろそろ頃合いでもある。

　既に経験的に拓人は気付いていたが――こう千せん日にち手てのような攻防を繰り返していると、行為そのものに彼女等も飽きてくる。全力で殴り合っている処に割り込むのは大変だが、多少飽きてダレ始めた処に割り込めば、比較的簡単に喧嘩を止めさせる事ができるのだ。

　仲ちゆう裁さいに入ろうと彼は手にした魔ま法ほう機き杖じようファルチェをかざす。

　そこへ――

「おう、やってるな」

　にゅっと生えるかのような感じで何処からか現れる黒衣の青年。

　通称『先輩』――佐久間榮太郎準教師である。

　彼の隣にはいつもの如くメイド服の優美な使い魔、黒犬獣バージエストの化身であるエーネウスもモップ型凶器〈デスキン〉を携えて静かに立っていた。

「鈴果ちゃん――だっけ？　とにかくあの子が何やら普通じゃないって話だが――」

　と榮太郎。

　既に榮太郎には、今日の御堂高校の出来事も含め、鈴果が人間とは明らかに異なる身体能力を持っている事は報告してある。

「見ての通りですよ。フルパワーのタナロットと素手で殴り合ってます」

「ふむん？」

「もう〈魔力侵奪能力〉って働いていないはずでしょう？　っていう事はタナロットもほぼフルパワーじゃないですか」

「そういう事だわな」

　言いながらひょいと手を傍らに差し出す榮太郎。

　さすがに主人とメイド、もとい使い魔――以心伝心なのか、あるいは最初から打ち合わせてあったのか、榮太郎が何も言わずとも、エーネウスは心得た様子で自分の掌てのひらを榮太郎の掌の上にぺたりと置いた。

「…………」

「…………」

　そのまま静止する事――約十秒。

「……いや。お手ではなくてな」

「……失礼。つい」

　まあエーネウスのボケは珍しいといえば珍しい訳だが、元々彼女は犬の怪物の化身なのだからして、つい本能に負けてしまう事もあるのだろう。『お手』が本能かどうかはさておき。

　エーネウスは僅わずかに頰ほおを赤らめながら――まあこれも珍しい――何処からか取り出した小型の双眼鏡を榮太郎に手渡した。

「……ふむ？」

　双眼鏡越しにタナロットと鈴果を眺めながら彼は首を傾げる。

「…………拓人」

「はい？」

「ちいっとややこしい事になるかもしれんぞ」

「……どういう事です？」

「これ見てみ」

　言って榮太郎が手渡してきた双眼鏡を拓人も覗のぞき込む。

　どうやら外見は双眼鏡だが――中身は魔法機器の一種、各種測定装置を組み込んだものらしい。視界の片隅にずらずらと数字が並び、何やら幾つかの棒グラフがせわしなく伸びたり縮んだりしている。

　それはさておき。

　問題はその幾つも並んだ項目の一つであった。

　細かい数値は微妙に変動を繰り返しているが――

「魔力値――九万八千!?」

　愕然と呟く拓人。

　はっきり言って人間の数値ではない。それどころか魔力量だけなら御前天使級とまで言われたタナロットにも迫る勢いである。

「ど……どういう事です、これ？」

「さてな……とはいえ、鈴果ちゃんがタナちゃんとドツキ合いできる理由は、これでまあわかったな。タナちゃんが頑がん丈じようなのと同じ理屈だ。鈴果ちゃんの中には魔力が大量に充ちてる。それが肉体強化の方向に働いているんだろう」

　大きな魔力量がありながら魔力を放散する術すべを持たない者の場合、有り余る魔力はその者の内側で密度を高め、肉体そのものを強化する方向に働く。これを利用して魔力の一部を敢あえて高密度化してから自らの体内に還元かんげんし、肉体を若返らせたり、強化したりする魔法もあるが――タナロットや鈴果のそれは無意識の産物だ。

　鈴果がおよそ九万八千もの魔力量を持ちながら、その大規模放出手段である魔法を持っていない事からすれば、タナロットと殴り合いができる位に肉体が頑丈なのもまあうなずける話ではあった。

　だが――そもそもその魔力量は一体どういう事なのか。

「……でもどうして」

　双眼鏡を降ろして榮太郎を振り返る拓人。

「うーん？　まあ鈴穂ちゃんが吸い込み続けた魔力が全部彼女の中に貯め込まれていたってのが一番わかり易い仮説だが」

「あ…………」

　確かに――魔法を使えない鈴穂は、魔力を奪い去っても消費する方法がない。〈学園〉関係者の間では、一説には何処かの亜空間にでも鈴穂の体内が繋つながっていて、そこに魔力は投棄されているのだとも言われていたが――何にしてもただ飽和するだけで物理転化を引き起こし、雷撃や爆炎を発生させる魔力が、ほぼ無む尽じん蔵ぞうに鈴穂の中に貯め込まれていては、元々、無事に済むはずがないのだ。何処か、彼女の肉体とは別の処で消費なり蓄積なりされているはず――とは拓人も漠ばく然ぜんと考えていたが。

「つまり……鈴果は鈴穂が吸い込んだ魔力で作られた、精霊か何かって事ですか？」

「ま――可能性はあるわな」

　と榮太郎。

「しかしまあ……こりゃあ……本当にややこしい事になるな」

「どういう事です？」

「そりゃおまえ……」

　榮太郎は拓人と鈴穂を振り返り……

「ああ、いや、ま、そうと決まった訳でもないしな。ま――井草にでも頭頂会議の結果は聞いてみるわ」

　がりがりと後頭部を掻きながら榮太郎は言った。

「……？」

　意味がわからず眼を瞬かせる拓人。

　そして――

「みゃ――っ!!」

「だあ――っ!!」

　そんな彼の背後では、相変わらず鈴果とタナロットがドツキ合っていた。
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　大悪魔アガリアレプト。

　彼は言うまでもなく条約で人間界への渡航が制限される『大物』だ。

　その気になれば一夜で――否いな、一瞬で人間世界の一国を根ね刮こそぎ滅ぼし得るだけの魔力を内包しており、ただ人間界に来臨するだけでも魔力偏差によって深刻な魔力災害を引き起こしかねない怪物だ。

　ＶＩＰという意味ではそこらの国家元首なんぞとは比較にならない程の存在である。何しろ人間のＶＩＰは詰まる所、ただの人間――おっさんとかおばはんであって、その辺を散歩しているだけで大災害が起こったりはしない。

　そう。ただそこに存在するだけで世界を地獄に変える――それが大悪魔なのだ。

　だが――

「…………」

　時は昼過ぎ。処は秋葉原。

　某電気店――というかソフトウェア専門店のフロアに場違いな感じの客がいた。

　ソフトウェア専門店といってもまあいろいろある訳だが。

　そこは『アダルトオンリー』のフロアだった。さらに言えばいわゆる『十八禁美少女アニメ』のＤＶＤの販売を行っているフロアだった。かつてはごく少数の『物好き』を当て込んだ商売であったアダルト・アニメも、今やコンスタントに新作がリリースされるちょっとしたジャンルとなっている。まあニッチはニッチに違いないのだが。

　ともあれ。

　アダルトアニメともなると、どうしても客層はある種の人種に固定されてくる。

　そしてそういう人種の恰好というのは、大体が似に通かよっているものである。

　プリントシャツとケミカルウオッシュのジーパン。ディバッグ。あるいはウエストポーチ。ちょっと業ごうが深い感じになると指の部分のないドライバーズ・グラブにバンダナなんかもしたりして。ついでに髪を伸ばして後頭部で首の辺りで括くくっていればほぼ完璧だ。

　いわゆるアキバ系ファッション。

　だが……

「…………」

　その対極に位置するよーな感じの男がそこにはいた。

　いや……尋常でないという意味ではやはりアキバ系と変わらない訳だが。

　一瞬コートのようにも見えるが違う。全然違う。完璧に違う。一緒くたに考えるととてもとても――いろいろな意味でまずい恰好であった。

「…………」

　黒の特攻服である。

　暴走族――最近は珍走団ちんそうだんとも言うらしいが――の兄ちゃんとかが着るアレだ。しかも何をトチ狂っているのか『罰ばつ怒ど縁えん努ど上じよう等とう』『萌々もえもえ』とか『旗フラグ建たて御ご免めん』とか『義ぎ妹まい』とか『眼鏡娘』とか『巫女娘』とか『正せい緋ヒ呂ロ院イン不ふ幸こう』とか『葉は鍵かぎ』とか――明らかに三回転捻ひねりの上に方向を間違った感じの刺し繡しゆうをでかでかと金文字で入れていたりする。

　しかも。

　これを着ているのが……何というか何処ぞのアイドルかモデルかというような、金髪で碧眼で色白でしかも線の細い美形の兄ちゃんだったりするので、余計に異様である。はっきり言ってその兄ちゃんの周囲、半径二メートル以内は異世界の趣おもむきすら漂ただよっていた。

「…………」

　その特攻服の青年は先程から目の前の棚を睨み据えている。

　それこそ親の仇かたきでもそこにいるかのような目つきであるが、実際にそこにあるのは萌えでハァハァな十八禁美少女アニメＤＶＤの数々である。

　他の客は元より、先程から奥のレジにいる店員もさすがに気になるようで、遠巻きにちらちらと視線を送ってきているが、全く青年は気付いていない。

　やがて――

「――おい」

「は――はひっ!?」

　いきなり振り返ってきた青年に声を掛けられて、裏返った声を出す店員。

「貴店の在庫はこれが全てかな？」

「……あ。ええと十八禁アニメですか？」

「うむ」

　鷹おう揚ように頷く仕草が憎い位に絵になるというか様になっている。

　…………もっとも、表おもてにパステルカラーの髪をした半裸の女の子がポーズをとっているイラストが付いていて、『ぴんく☆きゃろっとにおいでませ！　ＲＥＴＵＲＮ』とかポップ書体で題名の書かれたＤＶＤパッケージを片手に持っている時点で、眼も当てられない位にその姿は破綻しているが。

「まあ……そうですけど」

「左様か」

　青年は納得した様子で大きく頷く。

　そして――

「では。ここから――」

　青年は美少女アニメＤＶＤの棚の右上端を指差した。

「――ここまで」

　そしてすっと斜めに横切った指先が左下の端を指差す。

「……は？」

「包め。此処から、此処までだ」

「…………」

　いわゆる大人買い――の一言で片付けて良いのかどうか。

「いや。あのお客さん。マジっすか？」

「聞こえなかったか。此処から此処まで。全部だ。ついでに初回限定版があるものは初回限定版の方を買う」

「…………は、はあ」

　呆然としながらも変な客には慣れているのか、店員は仕方なく片っ端から棚のＤＶＤを抜き出すと、いちいち包むのも大変なので紙袋に入れていく。さすがに中身が重くなるので紙袋を二重にしつつ、異様に重いその荷物を二つ、手渡すと特攻服の青年は『うむ』と頷いて店を出た。

『全魔界暗黒萌えアニメ連合初代総長』及び『されど罪人は義妹に萌える』とでかでかと書かれた背中が去っていくのを見て、店員一同、居合わせた客一同、揃って安あん堵どの溜め息をついたのは言うまでもない。

　そして――

「――アガりん」

「むむっ？」

　肩で風切るようにして歩いていた青年が、掛けられた声に振り返ると――そこには何故かメイドの恰好をした娘二人を従え、小こ脇わきにクマのぬいぐるみを抱えたゴスロリ少女が立っていた。

　異世界半径が広がった感じである。

　もっとも騒ぐ者もなく、むしろ持ち合わせたデジカメやら携帯のカメラとか構えて写真を撮る連中までいる処を見ると――まあ元々秋葉原という街はほとんど異世界なのだろう、いろいろな意味で。

　まあそれはさておき――

「何処に行ったのかとおもっておったら、こんな処におったのかえ」

「……ガブやん。貴女も此処に来ていたか」

　特攻服の青年は無表情に呟いた。

「此処はオタクの『聖地』らしいのでな。聖地なら妾が降臨するのも道理ぢゃ」

「……そうかなー」

　呟くメイド娘の片方をゴスロリ少女が無言で振り返ると、メイド娘は顔色を変えてぶんぶんと首を振った。

「相変わらず業の深い奴ぢゃ。仕事を放り出して何をしておるか」

「そっちも私の事は言えないだろう」

　メイド娘達が提げている紙袋を一瞥して青年は言った。

「……シンクラヴィア」

「は……はイっ!?」

　声を掛けられてメイド娘の片方が背筋を正した。

「息そく災さいか？」

　無表情に特攻服青年が尋ねる。

「お……お陰さマで……あははハハはは」

「そうか。息災か」

　特攻服の青年は頷いた。

「任務を失敗しておいて、帰還もせず、報告も滞とどこおったまま、おめおめと人間界で平穏な日々を送っている訳か。そうか……」

「…………」

　メイド娘は無言のまま――だらだらと脂あぶら汗あせを流している。












　代わりにゴスロリ少女が言った。

「何はともあれ――ようやく合流できたのぢゃ。茶でも飲みながらちと打ち合わせでもするかの」

「異存はない」

　と頷くや否や、青年はひょい、と気軽な仕草でぱんぱんに張った紙袋を――投げる。

「うひイっ!?」

　メイド娘達は慌ててそれを受け止める。

　中身の詰まった紙袋をそれぞれ四つずつ。常識ある者なら眉を顰めて思わず『車で来るか通販にしろよ』と言いそうな荷物をメイド達に持たせたまま、特攻服の青年とゴスロリ少女は歩き出した。

「昨今はコスプレ喫茶なるものがあるようぢゃが」

「いや。今の流行はメイド喫茶だろう」

「ではそこに」

「うむ……」

　よたよたと付いてくるメイド達なんぞ全く気にしていない様子で青年と少女は歩いていく。というかメイドを連れていてなおかつメイド喫茶に入るというのも、かなり意味不明である。

　二人はしばし無言で歩いていたが――

「〈学園〉はともかくとして〈連盟〉の動きが不ふ穏おんなようぢゃな」

　後ろの二人には聞こえないような小声でゴスロリ少女は言った。

　特攻服の青年がやはり後ろからは判別できない程に小さく頷いてみせる。

「……聞き及んでいる。しかし〈連盟〉に切り札はなかろう。小競り合いならともかく大きな勝負に出るとも思えないのだが」

「逆の発想ぢゃな」

　ゴスロリ少女は言った。

「切り札を手に入れたから大きな勝負に出るつもりなのやもしれん」

「ふむ？　それは例の〈天秤てんびん〉と関係があるのか？」

「わからないのぢゃが。ただ……どうも密偵からの話によると〈連盟〉の方で上層部の大幅な人事異動が行われたそうぢゃ」

「人事異動？　粛しゆく清せいであろう」

　若じやつ干かん顔をしかめながら特攻服の青年が言う。

「同じ事ぢゃ」

　薄く笑いながらゴスロリ少女は言った。

　そして――

「んむ？」

　二人は怪け訝げんそうな表情で立ち止まる。後ろのメイド達も二人の急停止に合わせ、よろけながらも何とか踏み止まった。

　人が――いない。

　いつの間にか人間の姿が消えている。

　街の佇まいに変化はない。幾つものビルが建ち並び、壁面には新製品の広告がでかでかと掲げられている。少し細い路地に眼を転じれば、自販機と怪しげな部品屋等が並び、軒先には段ボール箱に入ったＰＣパーツが野菜のようなノリで売られている。

　だがそんな中で人間の姿だけがない。

　まるで作り物の街であるかのように。

　有り得ない事だ――たとえ平日であろうと、昼間の秋葉原で。

　つまり……

「……結界か？」

「そのようぢゃ」

　頷き合う二人の前に、ゆらりと陽炎かげろうのように風景を揺らめかせ、出現する人影があった。

　金髪碧眼の小柄な少年。

「――寒河江教授」

　メイドの片方が呟く。

　そう。

　寒河江教授――その傀儡人形サイコ・パペツトである。

「お初にお目にかかります。大天使ガブリエル、及び大悪魔アガリアレプト」

　寒河江教授は慇いん懃ぎんに一礼した。

「さすがに感知されたか」

　特攻服の青年――アガリアレプトは苦笑を浮かべて言った。

「当たり前ぢゃ」

　とゴスロリ少女――ガブリエルも苦笑を浮かべる。

「我が名は寒河江。歴史にも名高き大物神族魔族お二人にお目通りできたこと、魔道を追究する者としては感激の極みですが――それはさておき。お二人の人間界渡航目的をお聞かせ願いたい。お二人のような上級神族や上級魔族が事前申請もなく、召喚術式も介さず、人間界を訪れるのは重大な条約違反。事と次第によっては我等〈学園〉、神界魔界双方に厳重なる抗議も辞さぬ所存です」

「……人間風情が大きく出たの」

　ガブリエルが微苦笑を浮かべて言う。

　その横で――

「ガブやん。侮あなどるな」

「わかっておる」

　アガリアレプトの囁ささやきにガブリエルは頷いた。

　個人レベル、肉体的な資質のレベルで、魔力の量の大小を較べれば人間は完全に神族や魔族に劣る。それは猫と虎を較べるようなものだ。似てはいても完全に――ありとあらゆる面で違うものだ。

　だが……

　そもそも不老不死たる神族魔族は身を寄せ合う事の必要を知らず、『社会』を持ち得ず――さらに言えばそこから派生する文化文明を知らなかった。神は神としてただそこに存在し、魔も魔としてそこに存在し、それ以上のものでもそれ以下のものでもなかった。

　社会も、文化も、文明も、有限の時を生き、時にはそれさえも満足に全うできない、ままならぬ身の人間であるからこそ生み出したものだ。神や魔にそのようなものは本来必要なかったのである。

　しかし不老不死であるが故にこそ彼等は倦怠けんたいという名の病に蝕むしばまれる。

　無限の倦怠の中で死ぬ事もできず、かといって『生きている』とも言えない状態で横たわるだけの神族魔族に、文化と文明を与えたのは、実は人間だ。

　つまり。

　ものを考案し、創り上げ、形と成して共有するのは神でも魔でもなく――人間の能力なのである。

　その意味で、力は圧倒的に神族魔族が優すぐれているとしても、技術に関しては神族魔族は人間に劣る事も珍しくない。弱いからこそ徹底的に効率と戦術を追求して創り上げられる人間の魔法は、魔力の集中すら散漫な神族魔族にとっても十分に脅威たり得るし、次々と生み出される新技術は文字通りの魔法――神族も魔族も理解しきれない程の境地に達しつつある。

　その意味で、人間の魔法使いは神族にも魔族にも決して侮れる存在ではない。

　油断すれば神であろうと魔であろうと足下をすくわれる。

　それが歳経て経験と研鑽けんさんを積んだ大魔法使いなら尚更なおさらである。

　現に――

「――感知できるだけでも人形が五十体はおるの。総数は一体どれ程になるのか想像もつかんわ」

「噂うわさには聞いている。対神魔装備を持つ〈学園〉唯一の軍事力。重機動ゴーレム部隊」

　ぼそぼそと言葉を交わし合うガブリエルとアガリアレプト。

「本気を出せば蹴散らせぬ事もないとは思うのぢゃが、さすがにまずいぢゃろう。そもそも我等は〈学園〉と事を構えに来た訳ではないからの」

「〈聖母暗殺計画〉の件からすれば、当然の対応だが――さて」

　アガリアレプトも周囲を見回しながら言う。

　そして――

「寒河江教授」

「はい」

　アガリアレプトの声に寒河江教授が応じる。

「我等は別に人間界に災いをもたらしにきた訳ではない。趣味を充実させる為のお忍びの旅行である」

「それは理解しておりますが」

　寒河江教授は言った。

　とはいえその『理解』とは言葉通りの意味ではなかろう。他人の言い訳をいちいち鵜呑みにして疑わぬ者に大魔法使いは務まるまい。

「さりとて条約違反は条約違反。これを見過ごしては他の神魔の方々に申し開きもできますまい」

「……道理ではあるの」

　とガブリエル。

「ここは一つ、私の顔を立てて〈学園〉に来て頂けますまいか」

「さもなくば攻撃する――か？」

　にやりと笑いながらガブリエルが言う。

「…………」

　寒河江教授は無言。

　しばし両者はにらみ合い――ガブリエルとアガリアレプトの背後でおろおろとメイド娘達二人、つまりはミヤビとシンクラヴィアが両者を見比べていた。

　やがて――

「――美う味まい茶を用意せい。ならば行ってやらんでもないぞ」

「了解致しました」

　ガブリエルの尊大そんだいな口調に、微苦笑で応じながら寒河江教授は一礼した。










　第三章　襲撃されたんですけど。







　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうの研究室は珍しい訪問者を迎えていた。

　室内に薄闇が凝こごっている。

　元より窓のない部屋ではあるものの――壁は出入口を除けば全て本棚である――普段は天井に埋め込まれた幾つもの照明が光を放散して暗さを感じさせない。今も確かに天井の蛍光灯は光を降り注いでいるのだが、しかしそれらは何な故ぜか室内にわだかまる薄闇を駆く逐ちくできないでいた。

　そして――

「約束のものを貰もらいましょうか」

　薄闇の中でにたりと笑う少女。

　口元から肉食獣の牙を思わせる八や重え歯ばがのぞく。

　彼女の背後には黒ずくめにサングラスといった恰好の男女がそれぞれ一人ずつ立っている。護衛であろう。共に若い。年齢は二十代半ばといった処ところか。男の方は東洋人。女の方は金髪を見るまでもなく白人――それも恐らくは東欧系だろう。目の利く者ならばその男女がそれぞれ武装しているのに気がついたはずだ。巧妙に隠してはいるが、それぞれスーツの下に拳銃を隠し持っている。

「…………これだ」

　長い机の上を滑らせ――少女に向けて大きな箱を一つ押し出すのは、この部屋の主たる榮太郎である。普段の彼とは異なり、その端整たんせいな顔を覆おおっているのは、へらへらと緩ゆるんだ笑顔にあらず、何ど処こか苦渋に満ちた表情であった。

　彼の背後に立っているエーネウスも僅わずかながら不機嫌そうに表情を歪ゆがめている。

「――ふん？」

　滑ってきた箱の中身を確かめもせず、ただ受け止めて少女は言った。

「足りないわね」

「……おい。約束では」

「足りないと言ったのよ、榮太郎。そうね。もう一つ何か『土産みやげ』が欲しいかな」

「…………」

「情報。欲しくない？」

「足下を見るか――」

　苦く悶もんの表情を浮かべながらも榮太郎は言った。

「で――どんな『土産』が良いんだ？」

「そうね」

　少女はしばし黙もつ考こうする。

　彼女の答えが全てを台無しにする可能性さえあるとわかっているのだろう。エーネウスは無論、少女の背後に立つ男女も何処か表情に緊張が走る。指一本動かしてはいないが、それぞれいつでも戦闘状態に移行できるよう、身体に気が張り詰められる。

　そして――

「つーか榮太郎ちん、あんたがワンフェスで限定版『銃じゆう姫ひめトレーディング・フィギュア・シリーズ』大人買いしたのはわかってんのよ！　えーからさっさと出しなさいっ！」

「駄だ目めだ、これだけはこれだけは……こーれーだーけは、特にエーネウスを質に入れても手に入れる覚悟で買ったこの『エルウィング姉様』だけはっ!!」

　びしりと音をたてるような仕草で指差す少女と、己の身を抱くようにして何やら小さな箱を庇かばう榮太郎。

　でもって。

「…………」

「…………」

　エーネウスは〈デスキン〉を。

　少女の護衛役の内――男の方が懐ふところから取り出したハリセンを。

　二人はまるで示し合わせたかのようにゆっくりと得物を振り上げると、それぞれ主あるじの頭を思いっきりぶん殴なぐった。





＊






　鈴すず穂ほは――マンションに引きこもっていた。

　ここ数日彼女はマンションから外へ出ていない。学校へは鈴すず果かが行っているし、拓たく人と達はそのまま〈学園〉に寄ってから戻ってくるので、鈴穂が家を出る機会がない――というか鈴穂を家から連れ出す者がいない。

　初日はファルチェが一緒に留守番をしていたが……今はいない。鈴果が『鈴穂』の振りをする上でポカをやったのを誤ご魔ま化かすのに、拓人が魔法を多用しなければならない事、相変わらずタナロットと鈴果が〈学園〉で喧けん嘩かしたりする事から、拓人の支援をすべく小型化した杖の状態で彼の鞄かばんに入っているのである。

「…………」

　ぽつんと自分の部屋でベッドの上に座りながら鈴穂は壁を見つめている。

　このままじゃいけない。

　それはわかっているのだ。だが鈴果が自分の中から抜けたせいなのか――やはり一人で外出するのは怖い。御み堂どう高校に行っても〈学園〉に行っても、クラスが違ったり、部外者立ち入り禁止の授業があったりで、四六時中拓人達と一緒にいられる訳ではない。麻ま雪ゆきも〈学園〉に拘束されている身なので、いつも自由に出歩いている訳ではない。そうなれば、鈴穂は自分一人で、誰が来るかもわからない場所で待っていなければならない訳で……それは物凄く鈴穂にとっては怖い事だった。

　そもそも……

　拓人達の側そばには鈴果がいる。

　突然『発生』した鈴果に対し、〈学園〉の方針が決まるまで彼女の面倒は拓人が見る事になっている。普段の関係からすれば当然の事ではあるだろう。

　だがそれはつまり……それだけ拓人の時間と意識が鈴果に費ついやされるという事でもある。

　元々普通の高校生と新人魔法使いの二重生活をしていた彼は、決して暇ひまな身ではなかった訳だが、今は鈴果のあれやこれやのフォローで余計に忙しい。

　そうなると彼は――相対的にではあるのだが――鈴穂に構っている時間が減る。

　結果的に、鈴穂は妙な疎そ外がい感かんを味わう事になるのだ。

（私なんか……）

　理屈はわかるのだ。

　わかるのだがこうして部屋に一人でいると、拓人達に置いていかれたような、見捨てられたような気分にすらなってくる。部屋にこもるのを選んだのは鈴穂である訳だが、それを拓人が肯こう定ていしてしまった事を――自分を説得して連れ出してくれなかった――そんな事を寂しく思う勝手な気持ちさえ芽め生ばえている。

　拓人が羽は瀬せ川がわ鈴穂を気に掛けてくれていたのは事実だ。

　この色々な意味で困った従い姉と妹こを見捨てる事なく、拓人はいつも鈴穂に構ってくれたし、色々な場面で彼女を護まもってもくれた。

　だがそれは……拓人が気にしていたのは鈴穂、であったろうか。

　それとも鈴果であったろうか。

　鈴果がいれば自分は必要ないのではないだろうか。

　そもそも麻雪の時もそうだし、クリスマスのアルバイトの時もそうだが、鈴穂はいつも重要な局面では鈴果に頼っていたような気がする。

　彼女を自分の一部のように思っていたからこそ、それに違和感を感じなかった。

　だが――その一方で、麻雪の事件で〈連盟〉のエージェント達に真正面から戦いを挑いどんだにもかかわらず、鈴穂の失しつ語ご症しようは治っていない。〈連盟〉の人間達に殺されかけた事が心理的外傷トラウマとなって彼女を失語症に陥おとしいれているのであれば、彼等に正面から向かっていった事でそれは克服されたのではなかったのか。

　もし。

　鈴果の存在があったからこそ――彼女に依い存ぞんしているからこそ戦えたのだとしたら。たとえ鈴果が表おもてに出ていなくても『いざとなればもう一人の強い私が自分の中にいる』という事を当て込んだ上での行動だったのだとしたら。

　それは失語症が治らないのも道理だ。

　いや。そもそも――

「ただいまなのである!!」

　がちゃりと玄関が開いてタナロットの声が聞こえる。

　同時にとても甘い匂いが漂ただよってきた。

「鈴穂～ただいまー」

　どうやら拓人達が帰ってきたようだ。

　鈴穂はのろのろとベッドから降りるとリヴィングに向かう。

　そこでは拓人が手に『ミスト』の箱を手に提さげて立っていた。どうやら甘い匂いはその箱から漂ってきているらしい。

「留守番ありがとう。『ミスト』の新製品。プチシュークリームだよ」

　と拓人。

　実際には単に鈴穂が引きこもっていただけだし、それは拓人も気付いているはずだが、敢あえて『留守番』と言いきるのは、彼なりの気き遣づかいなのだろう。

「鈴果が買って帰ろうってさ。シュークリームは鈴穂の好物だからって」

「鈴穂、好きだろ？」

　と朗ほがらかに笑いながら鈴果は言った。

「プチシューの癖くせに、こいつ普通のクリーム以外に生クリームもきちんと入ってんだ。試食品で一つ貰ったらなんか止まらないっつーか幾つも喰えそうな感じでさ。いやとにかく美う味まいんだ、喰えばわかるって!!」

「どうせならたくさん買って帰って、皆でお茶にしましょうと」

　ファルチェが微笑ほほえんで言う。

「お茶である！　お茶である！　スズホ、お茶をいれるのである！」

『はいはい』

　苦笑して鈴穂はキッチンに向かう。

　食事関係は基本的に鈴穂の担当だ。刃物やら火の取り扱いは、タナロットや鈴果にやらせておくと、本人はともかく周りに危険が及ぶ。

　薬缶ケトルに浄水器から水を入れてコンロにかける。

　そこで――ようやく鈴穂は気付いた。

　時刻は午後四時。おやつにはやや遅い時間だが――『ミスト』に寄った時間を差し引けば、他には何処にも寄らずに彼等は御堂高校から真っ直ぐ帰ってきた事になる。まさか空間転移の魔法を使った訳でもあるまい。

『タクちゃん』

　振り返って拓人にノートを示す。

　拓人は食器棚から大皿を取り出しながら首を傾かしげた。

「なに？」

『〈学園〉には行かないの？』

「あ。お茶してから行くよ」

『ひょっとしてわざわざお茶の為に戻ってきたの？』

「うん……まあそうなるかな」

　笑いながら拓人は言った。

「まあ発案者は鈴果だけどさ」

　テーブルの処でまた何やらげしげしと軽いドツキ合いを始めているタナロットと鈴果の方を振り返りながら、拓人は言った。どうもこういう小こ競ぜり合いはこの二人にとっては喧嘩というよりじゃれ合いのようなものらしい。

『鈴果が……？』

「自分のせいで家にこもらせてるから、埋め合わせにって」

　苦笑して拓人が言う。

「…………」

　鈴穂は眼を瞬まばたかせて鈴果を見て――そして溜め息をついた。

「どうしたの？」

『なんでもない』

　首を振って鈴穂は棚から紅茶の缶を取り出した。

『タクちゃん。あの』

　そう書いて話し掛けようとする鈴穂。

　だが……

「こら！　だから壁は殴っちゃ駄目だってば！　お隣に迷惑かかるから!!」

　拓人はタナロットと鈴果の方を振り返って言った。

　鈴穂のノートには気付かなかったようだった。まあ背後でどすんばたんと少女達が暴あばれていればそっちの方が気になるのは当たり前といえば当たり前だ。

　単にそれはただ――拓人が鈴穂のノートに気がつかなかった、それだけの事。

　ただそれだけの事だ。

　しかし――

「みゅ。駄目であるぞ。スズカ」

「殴ってたのはてめーだろがっ!?」

「とりあえず修復しませんと～ヒビ入ってますよぉ？」

　わいわいがやがやと言い合う四人。

　それを見ながら――鈴穂はノートを降ろして小さく溜め息をついた。
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「で――お偉方えらがたはどう考えてるって？」

　エーネウスの淹いれた紅茶のカップを受け取りながら榮太郎は言った。

　向かいに座る少女が無傷なのは、殴られたのがハリセンだからだろうが……どう見ても立派な凶器である〈デスキン〉で頭ず蓋がい骨こつの形が変わる位げちょげちょに殴られたはずなのに、何な故ぜか榮太郎にも傷一つない。

「どうもこうも――基本的には羽瀬川鈴穂ちんを『退学』させる方針みたいよ」

　そう言って少女は肩を竦すくめる。

　改めて明るい所で見れば――それは可愛らしい少女だった。

　榮太郎達と同じ椅子に座っているのだが、足の先が床に着かずにぶらぶらと揺ゆれている様子が微笑ほほえましい。人形のように整った容姿で、フリル付きのドレスがよく似合っていた。

　年齢は十二か三といった処か。もっとも人間の尺度をどれだけ当て嵌はめて良いのかどうかは疑問だが。何故ならこの少女の金髪の頭には猫耳が立ち、ドレスの裾すそから尻尾しつぽがのぞいているからである。

　少女の名は――井い草ぐさ。

　つまり〈学園〉頭頂会議に出席していた猫仙人である。

「まあ〈学長〉なんかは毎度毎度、何考えてるのかいまいちわからないけど。ボブソン教授とかファバロム博士とかはそっちの方向で考えてるみたい。寒さ河が江み教授とか、セルティとか、私らは様子見。まあ――元々鈴穂ちゃんは『学生』ではない訳だしね。私らみたいなのと関わり合いにならない方が幸せな人生送れるってのも、間違っちゃいないと思うのよねー」

「まあそれはそうかも」

　と肩を竦めて言う榮太郎。

「だがそれは鈴穂ちゃんが『普通の人間』だった場合だろ？」

「…………あ。気付いてたんだ」

　と井草。

「そりゃ気付くわな。これで二回目だしな」

　と榮太郎は肩を竦めて言った。

「でもそれだからこそ余計に鈴穂ちゃんを魔法から遠ざけておきたい――そう考えるのは妥だ当とうな話だわよ」

「ふむ……お偉方は皆、気付いてるかな？」

「多分ねー」

　井草は首を傾げた。

「全員気付いてる、とは言わないけど……半数以上は気付いているんじゃないかな。特に、〈学長〉と、寒河江教授とかファバロム博士とかは多分、気付いてると思う」

「ふむむ……」

　腕を組む榮太郎。

「やっぱし少々面倒な事になりそうだぜ――拓人」

　そう言って彼は苦笑を浮かべた。
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　お茶の時間はそれなりに楽しかった。

　紅茶はわざわざとっておきのフォートナム＆メイソンのダージリンを淹れた事もあって美お味いしかったし、『ミスト』のプチ・シュークリームも確かに鈴果が言うように『食べ始めると止まらない』感じで美味しかった。安売りのプチ・シュークリームと違って中に入った生クリームが利いている感じだ。本当に十個でも二十個でも食べられる。

　わずかな時間――鈴穂は憂ゆう鬱うつな気分を忘れる事もできた。

　しかし……

「…………」

　再び独りぼっちで皆の帰りを待っているとまた気き鬱うつになってくる。

　むしろ先のお茶の時間が賑にぎやかだっただけに、『自分だけ取り残された』感じは余計に強くなる。部屋にわだかまる沈黙が耳に痛い位だった。

　タナロットやファルチェは無論、鈴果も拓人にくっついて〈学園〉に出掛けている。一人で部屋にいると気を紛まぎらわせるものもなく――ついつい物思いに耽ふけってしまう。

　思い出すのは……やはり鈴果の事。

　駄目だ。

　何だか惨みじめな気分になる。

　いっそ鈴果が鈴穂に成り代わろうと考えているとか、鈴穂を邪魔者扱いしたりとか、そういう存在なら彼女を憎めば良い。性格が悪いとか気が利かないとか、そういう場合でも彼女を蔑さげすむ事で優越感にも浸ひたれる。

　だがやはり鈴穂の眼から見て鈴果は良い子なのだ。

　多少乱暴な処はあるものの、決して憎んだり蔑んだりできるような相手ではない。

　だがだからこそ……益々自分の居場所がなくなるような印象がある。

　別に拓人達が冷たくなった訳ではない。

　だが……

　例えばタナロット。

　気楽に制限なしでドツキ合いができる相手が、身近にできたのが嬉うれしいらしく、最近はまるで猫の子供が互いに猫パンチを食らわせ合うようなノリで、げしげしと鈴果と拳を交えていたりする。結果として鈴穂も〈ワルプルギス〉を起動して振り回す回数は減った訳だが……今にして思えば、喧嘩も、タナロットと鈴穂の関係としては一種のコミュニケーションだったのだろう。何か会話が減ったというか――同じマンションで暮らしていても妙に距離が開いた気がする。

　例えば拓人。

　前述の通り、どうしても〈学園〉から鈴果の保護監察役を命じられているので、鈴穂に構うよりも鈴果に構う時間の方が多くなってくるのは仕方がない。とはいえ……理屈ではわかっていてもやはり拓人との会話の時間や回数が減るのは寂しい。

　例えばファルチェ。

　ファルチェが拓人の魔ま法ほう機き杖じようである以上、そして今回のように普段にも増して細々こまごまとした場面で魔法を使う必要性がある以上、彼女が拓人の側にいるのは当たり前の事だ。そして元々拓人達がいる処では必要以上に前に出てこない奥ゆかしさが彼女にはある。だからこそファルチェと鈴穂の会話も相対的に減っている。

「…………」

　鈴穂は学校の鞄から携帯電話を取り出した。

　無論――喋しやべれない鈴穂にとって基本的に『電話』の機能は無用の長物でしかない。専もつぱらこれはメール専用端末として使われていて、たまに未まだ鈴穂の中にいた鈴果が拓人への連絡に使っていた位のものだ。

　メールを見る。

　何通かメールが着信していたのは気付いている。あまり見る気になれなかったので放っておいたのだが、いつまでもそういう訳にもいくまい。

　メールは――

「…………」

　普段より数が多かった。

　双ふた葉ばや葉は月づきといった元々親しい――比較的だが――者達からのメールも本数が増えているが、あまり親しくないような同級生達からもちらほらとメールが入っている。

　一通ずつ鈴穂はそのメールに眼を通していく。

　他愛ない――いかにも女子高生らしい内容の携帯メール。

　だがそのほとんどが鈴穂にはわからない内容だった。

　鈴穂宛てであるにもかかわらず、鈴穂の知らない世界の話をそのメールは語っていた。

　当たり前だ。ここ数日、学校に行っていたのは鈴果なのだから。それは鈴果の世界であって鈴穂の世界ではない。皆、鈴果にメールを打っているのであって、鈴穂にではない。

「…………」

　たまらなくなって鈴穂は――電話番号をプッシュする。

　携帯電話は鈴穂の命令に従って電波を飛ばし、とある番号に接続。

　呼び出し音数回の後に相手が出た。

「――は……羽瀬川……す」

　母が出た。

　音はひどく濁にごっていたが聞き間違うはずもない。

　思わず鈴穂は――

「…………」

　馬鹿な事をしているという自覚はあった。

　声が出ないのに電話を掛けてどうするというのだ。自分が喋れない事などわかり切っているはずだった。もう何年も自分は失語症のまま生きて来たのだ。それが今さら喋れるはずがない。なのに電話など掛けて一体どうしようと――

「……もし……し……？」

　電波状況が悪いのかざらざらと雑音が入る。

　鈴穂の家は今時珍しい日本屋敷である事もあって、電話もそれに合わせ『今さらどうして？』と尋たずねられるような古い――アンティークなダイヤル式の電話である。無論、ナンバーディスプレイなど付いてはいない。電話番号から相手を察する事などできないのだ。

　だから――

（……お母さん……）

　それは祈りであったのかもしれない。

　声は出ない。番号通知もない。

　だがこの電波の向こうの母が自分の事に気付いてくれれば。

「……もし……し……？」

　この無言電話が娘からのものだと気付いてくれれば。

「……も……もし……？」

　自分と母との間に、眼に見えなくとも確かに絆きずながある事の証明にはならないか。こんな自分でも誰かと繋つながっていて――今此こ処こに存在して良いという証にならないだろうか。他人と繋がっていても良いという事の保証にならないか――

「……～～～か～？」

「悪戯いたずら……話……たい……」

　父が今日は早く帰ってきていたのだろう。

　恐らくは電話の主を尋ねる父の声と、それに答える母の声が聞こえる。

　そして。

　――ぶつん。

　電話は切れた。

　何か決定的なものを切断するかのような音を立てて。

　無論、それはただそれだけの事実でしかない。

　ひどい雑音混じりで、しかもいくら尋ねても聞こえてこない相手の声――こんな電話、誰だってすぐに切ってしまうだろう。携帯電話にはしばしばある状況だ。下手に会話を続けるよりも、一旦切って電波状態の良い処からかけ直してくるのを待った方が賢い。

　だが……それでも鈴穂は咄とつ嗟さに奇き蹟せきを期待した。

　どんよりと立ちこめていく不安感を振り払ってくれる奇蹟を。

　しかし……

（……そんな都合の良い事があるはずないわよね……）

　暗い微苦笑を浮かべて鈴穂は携帯電話の電源を切った。
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「ところで――羽瀬川拓人」

　いつもの如ごとく〈学園〉に入る前の儀式。

　通常世界と〈学園〉のある亜空間の狭間はざまにて生徒証による認証を終えた直後、拓人達の前にそびえる巨大顔面――意志持つ〈学園〉の正門ゲート・イズモはその金属製の唇くちびるを動かしながら言った。

「君と羽瀬川鈴穂に教務課から出頭命令が来ているぞ」

「教務課から？　わかったよ。ありがとう、ゲート・イズモ」

　呼出よびだしを喰らうのはいつもの事ではある――流石さすがに〈学園〉に来た早々、ゲート・イズモからそれを告げられるというのは珍しいのだが。

　タナロットと鈴穂が喧嘩をする度たびに何かものが壊こわれる。とりあえず目に付いた処は拓人が魔法で修繕したりしている訳だが、どうしても半人前の拓人では修繕しきれないものもあれば、予想外の場所に予想外の被害が出ている場合も少なくない。

　そういう訳で、喧嘩がある度に拓人達一同は教務課に呼出を喰らい、被害状況を聞かされ、小言を聞かされ、場合によっては罰に掃除だの何だのを命じられるのである。

　故ゆえに、今回呼び出されたのも同じような用件だと誰もが考えていた。

　だが――

「教務課に直接接続するぞ」

「え？　あ――ありがとう」

　珍しくゲート・イズモからそのような提案があった事に驚きながらも拓人は頷うなずく。

　巨大な顔面を浮き彫りにされた扉が音もなく左右に開き――いきなり本校舎一階の教務課前の風景がその向こうに広がる。

　拓人、タナロット、鈴果、ファルチェの四人がゲート・イズモをくぐり抜け、教務課の受付の前に立つと、待ちかまえていたかのように受付の壁に組み込まれているディスプレイに電源が入った。

「――あ。ステン」

　拓人が言う。

　画面の中には銀の髪に金の瞳を備えた少女の姿が映っていた。

　仮か想そう神しん格かくステンリート。

　儀式の積み重ねによって電子回路上に構築された擬似ぎじ精霊の一種である。一種の付つく喪も神がみと言っても良いだろう。魔力はあまり備えていないが、代わりに電子回路による魔法術式の超高速演算処理を可能にしており、同時に高い事務処理能力を備えている。

　教務課の受付係員から臨時の教師役まで〈学園〉の雑用を一手に引き受ける存在だ。

「来ましたか。羽瀬川拓人。羽瀬川鈴穂」

　仮想神格の少女は無表情に言った。

「いえ――そちらは羽瀬川『鈴果』でしたか」

「――ん」

　頷く鈴果。

　恐らくステンリートは魔力量か何かから判断したのだろう。見た目には全くと言って良い位に差のない鈴穂と鈴果だが、その中身は全くの別人である。というかどう考えても鈴果の頑がん丈じようさ、膂りよ力りよく、何よりも魔力量は人間のそれではない。

「羽瀬川鈴穂はいないのですか？」

「スズホは留守番しているのである」

　とタナロット。

「……困りましたね」

「何？　一体――鈴穂はここしばらく暴れてないと思うけど……」

　拓人が尋ねると、ステンリートはしばし黙考してから、言った。

「主おもに用事があったのは羽瀬川鈴穂の方なのですが……」

「そうなの？」

「羽瀬川拓人。貴方あなたに伝言を頼んでも良いでしょう。〈学園〉は羽瀬川鈴穂に対して〈ワルプルギス〉の返却と、〈アイギス〉の提出、及び記憶処置に対する出頭を命令します」

「――え？　な……なにを？　どうしていきなり……？」

　拓人の言葉に画面の中の人造少女は淡々と応じる。

「当然でしょう」

「……当然って」

「羽瀬川鈴穂はもうタナロットの抑よく止し力りよくたり得ないからです。今の彼女はただの人間。〈魔力侵奪能力〉もない彼女が、〈ワルプルギス〉や〈アイギス〉を持っていた処で、フルパワーのタナロット・アンサーティンを制圧できるとは到底思えません。それならばむしろ〈学園〉の魔法使いや使い魔、風紀ゴーレムの方が未だ戦闘力があります」

「……なんだよその言い方――」

　気に障さわったらしく、食って掛かろうとする鈴果。

「そもそも」

　構わずステンリートは言った。

「〈魔力侵奪能力〉がなくなった彼女は、〈学園〉と関係する事自体が無意味です」

「ど……どういう事ですか？」

　と拓人。

「魔法が使えない、特殊能力もない、そういう人間は基本的に一般社会で人生を全うすべき――という意見です」

「……おい!?」

　再び険悪けんあくな表情で唸うなる鈴果。

　しかし――

「これはむしろ羽瀬川鈴穂の為を思っての意見ですよ」

　とステンリートは言った。

「〈学園〉は世界の中心でもなければ主流でもない。むしろ逆です。超常の技と術を持つ者達の集まりというと聞こえは良いですが、所詮、魔法使いというものは、世俗の理と法のりに馴染めなかったはみ出し者の集団です」

「…………」

　そう。それはその通りなのだ。

　より確実に、安定した効果と、高い効率を求めた結果、人々が『役に立たない』と棄すててきたものが魔法という技術だ。

　これは科学技術に較くらべると多彩で便利に見える事もあるが、その一方でごくごく限られた者にしか行使できない技術である上に、効果が必ずしも安定していない。社会というシステムに組み込まれた場合、そのような『ごく少数の個人の資質』や『確率』に多分に依存する技術は、使い物にならないのだ。

　だからこそ魔法は切り捨てられてきた。

　そんなものをわざわざ拾って錬れん磨まする者達が尋じん常じようであるはずもない。魔法使いに変人奇人が多いのはこの為だし、逆に言えば変人奇人でもない限りは、一般的な科学技術で支えられる世界に暮らした方が利便性も高く、混乱も少ない。

「魔法使いとはつまりその特異な技能故に『一般社会に居場所を求められなかった者達』あるいは『一般社会では満足できなかった者達』でもあります。逆に言えば特異な技能もなく、一般社会に居場所を求める事が可能な者なのであれば、一般社会で暮らした方が安定した人生を送る事ができるのです」

　ステンリートは言った。

「もっと単純に言っても――魔法も使えない者がこの〈学園〉に出入りしていても肩身が狭いだけでしょう？　まして」

　ディスプレイの中で仮想神格の少女は鈴果の方に向き直った。

「彼女の失語症や対人恐怖症は〈連盟〉の魔法使いに暗殺されかかったせいだとも聞いています。当然〈学園〉との関係を切る事になれば、記憶調整を受ける事になりますが――〈学園〉と同時に〈連盟〉の知識も削除される事になるでしょう。そうなれば、そもそもの原因も消えますし、彼女の失語症や対人恐怖症も治る可能性があります」

　心を蝕むしばむ恐怖の削除。

　それは恐らく鈴穂も望んでいた事だろう。

　しかし……

「また……〈学園〉生徒の中で、俗世と縁を切ってこちら側に居を構える者が多いのは、俗世のしがらみの中において魔法使いたる事を隠し、生活を続ける事の困難さ故です。それでも魔法使いならまだいい。記憶操作の魔法さえ修得していれば、ある程度の事は誤魔化しが利きます。しかし、魔法の才のない羽瀬川鈴穂の場合、記憶操作にも誰か〈学園〉の魔法使いの手を煩わずらわす事になります」

「それは――」

　拓人が言う。

「僕が……」

「今までそうしてきた訳ですが、実際問題として、色々と限界が来ているのではありませんか？　樹き乃の里さとロイヤルハイツの住人の中には、記憶障害を患わずらって神経科に通う人間が増えてきていると聞き及んでいますが」

「…………」

　そう言われては返す言葉もない。

「また……ここしばらく〈連盟〉の動きが活発化しています。〈始源的神魔創造者〉である羽瀬川拓人、貴方の身の回りも何かと危険になる可能性があります。そんな際、羽瀬川鈴穂を気に掛けていては自分の身一つ護れないのではないですか？」

「……それとこれとは話が違うんじゃ」

「そう〈連盟〉側も思ってくれると良いですが」

「…………」

　拓人は黙り込む。

〈連盟〉の無茶さ加減は先日の温泉旅行でよくわかっている。

「別に羽瀬川鈴穂が羽瀬川拓人やタナロットと会えなくなる訳ではありませんし、悪い事ばかりでもないと思いますが」

　ステンリートの言葉に――しかし鈴果は不機嫌そうに表情を歪め、拓人はただ困惑こんわくの表情を浮かべるだけだった。
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　異様に広い部屋であった。

　いや――それを部屋という言葉で表せば誤解を招くだろう。

　壁がない。天井もない。ただ――どこまでもどこまでも広い床がある。

　床の上には水が張られていた。

　深さは一センチあまりか。水深と言い表すのも躊躇ためらわれるような――ただ水が薄く床を覆おおっているような状態である。至し極ごく透明な、何の濁りもない水で、その下には黒い滑らかな床が見える。

　そして。

　その真ん中に一台のグランドピアノが置かれていた。

　まるで床から直接生えているかのような――その黒い楽器の前には一人の少年がいる。彼はピアノの椅子に座って静かに鍵盤けんばんに指を走らせていた。

　ラフマニノフ――前奏曲　op.３－２。

　……ろおん……ろおん……ろおん……

　断ち切るような単音から始まる荘厳そうごんな旋律せんりつ。

　何処か破滅を予期させるような音の連つらなりが広大な薄闇の中に響ひびいていく。

　音が響く度にピアノを中心として発生し、無限の彼方へと拡散していく薄い波紋。

　異様な――しかし美しい情景ではあった。

「…………」

　少年は微笑を浮かべて音を繋いでいく。

　誰に聴かせるでもなく、ただ独り鍵盤を叩き続ける。

　だが――

「――氷ひ室むろ明あき人と」

　ピアノの音に割り込むように無ぶ粋すいな声が響き渡る。

　綺き麗れいに幾つもの円を描いて拡散していた波紋が乱れ――そこに、全く何の脈みやく絡らくもなく唐突な雰ふん囲い気きで、扉が出現していた。

　壁はない。

　ただ一枚の扉だけがまるで標識か何かのようにそそり立っている。

　国民的漫画の有名アイテムを連想する代物ではあるが、それがこの異様な場所に生えているのはまた別の――前衛芸術の如き奇怪な印象を醸かもし出す。

　そして。

　ぎい――と妙に生々しくも不吉な音を立てて扉が開いた。

　扉の向こうには三人の男達が立っていた。いずれもコートのような丈の長い黒装しよう束ぞくに身を固め、頭部は覗のぞき穴も呼こ吸きゆう孔こうもない――その代わりに出で鱈たら目めな感じでジッパーが何本も、切れ目のように付いた革のマスクに覆われていた。

　よく見れば特に首から下もに継ぎ目も見当たらず、エリの合わせ目や裾から見えるコートの下の衣装も同じような様子である事を思えば――全身タイツのようなこの革衣装を着た上で、上からコートを羽は織おっているだけらしい。

　新種のＳＭ衣装を思わせる恰好だが――何かひどく禍々まがまがしい。

　無理矢理に何かを内側に押し込め、人の形を辛かろうじて保っているかのような。

「……おや」

　少年はピアノを弾く手を止めて振り返る。

「誰かと思えばフェネミナン博士。どうされました？」

「…………どうしたもこうしたもない」

　何処で喋っているのかは全く不明――どころか、三人の内の誰が喋っているのかさえわからないが、そんな声が聞こえてくる。

「貴様を滅ぼす」

　毒が滴したたるかのような――濃厚な敵意のこもった宣言であった。

「ちょっと〈連盟〉幹部連から引きずり降ろされたからって――仕返しですか。案外と俗物ですね、博士も」

「地位だの肩書きだのはどうでも良いわ。だが貴様を〈連盟〉中枢部に食い込ませるのはまずい。とてもまずい。貴様は――あまりに危険だ」

「何を今さら」

　明人少年は肩を竦めた。

「僕をこの世界に引きずり込んだのは貴方達ですよ。勝手に見出して、勝手に教育して、手に負えなくなったら排除ですか？　あまりに我わが儘ままが過ぎるというものです」

「弁解はせんよ。我等魔法使いは元々そういう人種だ。公明正大、万民平等、実現不可能な戯言ざれごとが好きならそもそもこんなニッチな生き方はしておらん」

「まあ確かに」

　苦笑を浮かべる明人。

「で――博士御自らが出張ってこられた、と？　御苦労様ですね」

「ほざいておれ」

　言うと同時に――三人の黒装束は床を蹴った。

　水面に波紋一つ起こす事もなく。

　空中を、何も支点のないはずの空中を蹴り、わずか一瞬で何度も複雑に軌道を変化させながら黒装束が少年に飛びかかる。革手袋の真ん中に走っていたジッパーが開いて、そこから――びゅるりと音を立てながら長さ五十センチにも及ぶ『剣』が生えた。

「滅びよ！」

　フェネミナン博士の声と共に振り下ろされる左右二本ずつ、総計六本の剣。微妙に機をずらし、回避困難な軌道を描き――しかもその剣、よく見れば表面に、光る奇妙な文字列が電光掲示板のように流れている。高速スクロールによる祈禱車効果――恐らくは何らかの魔法効果が付与されているのだろう。

　無論、防御障壁位はフェネミナン博士も予想していたに違いない。それごと切り裂ける魔法剣を用意しての攻撃であったろう。

　だが――

「――!!」

　がすっ。

　皮を割き、肉を裂き、骨に食い込んで止まる異様な音。

　だが一滴の血もしぶく事はなかった。

「――貴様」

　三体の黒装束が呻うめく。

　剣は――少年に届いていなかった。

　いつの間にか、そこに出現した三人の少女が身体を張ってそれを受け止めていたのだ。

　文字通りに――自らの身を盾たてにして。

　その様子はまさに悲惨の一語。

　剣はそれぞれ肩や頭頂からざっくりと少女の身体に食い込み、それぞれ数十センチもその小柄な身体を切り裂いて止まっていた。どう見ても致命傷だ。頭のてっぺんから鎖骨の辺りまで、真っ直ぐに断ち割られて生きていられる人間などいるはずもない。

　人間――ならば。

「…………あは」

　にこりと左右に割れた少女の貌かおが笑った。

　同時に三人の少女の右手が同時に動き、拳こぶしで剣を叩く。

　技も何もない、ただ拳を叩き付けるだけの動作。

　だが、それだけで魔力を付与されていたはずの剣は、あっさりと折れた。

『――むおっ!?』

　トリプルの呻き声を残して後方に跳ちよう躍やくするフェネミナン博士三体。

　少女達は――それを追わず、あちこちを切り裂かれたまま平然と互いに手を取り合い、次の瞬間にはその身を寄せ合って融合していた。ぐにゃりとそれぞれの肉体が輪郭を失って混ざり合い、ぐにぐにとゲル状物質のように揺ゆらめいていたが……わずか二秒足らずでその姿は一体の少女に統合された。

　美しい少女だった。

　数秒前までの異常な現象などまるで幻か何かの悪い冗談であるかのように、その姿は見るからに華きや奢しやで愛らしい。癖くせのない長い金髪を伸ばし、後頭部と二の腕の部分に蝶を思わせる形の装身具を添えている。着ている衣装はミニのチャイナドレスを思わせる仕立てのものだが――表面の模様は何処か生物的な線が複雑に入り交じる奇妙な柄がらになっていた。

　まるで――混こん沌とんのような。

「うふふ」

　猫を思わせる少しツリ気味の眼がボンテージ衣装の怪人三体を見据える。

「……くっ」

　黒装束三体は勝てないと踏んだのか、逃走の構えを見せた。

　だが――

「アレフ。滅ぼせ」

「御ぎよ意い」

　少年の言葉と同時に床を蹴ってフェネミナン博士に飛びかかる少女――アレフ。

「ぬあっ!!」

　フェネミナン博士を構成する三位一体の黒装束がそれぞれ吼ほえながら全身のジッパーを一斉に開放する。そこからほとばしり出たのは――無数の、触手。

　先端に眼球の付属した触手であった。

　しかも――

「――……撃！」

　本来の意味を多重に圧縮する事によって一声で魔法起動を可能とする圧縮詠唱。瞬時に展開された言霊ことだまが互いに干渉し合ってより強大な術式を連鎖的に構築――わずか０・１秒で魔法を完成させる。

　眼球から一斉に光条が放たれた。

　まるでタコの触手のように広がった触手は、それぞれに異なる角度から光撃を発射。乱れ飛ぶ光線が続けざまにアレフに叩き込まれ――しかし。

「あははははははははっ!!」

　アレフは笑いながら回転。

　その全てを弾はじき飛ばした。

「……!!」

　実体弾ではない。光線だ。それを――

「捕まえた」

　アレフの手ががっきと黒装束の一体の頭を握る。

　そして。

「御主人様の命令だから。滅ぼすわね？」

　言うや否いなや――まるで卵を握り潰つぶすかのようにあっさりと、アレフはその黒装束の頭を破は砕さいしていた。ぶしゅ、と音を立てて鮮血がほとばしり、次いでジッパーの口から生えたままの触手がびくんびくんと痙けい攣れんし――すぐに、だらりと力なく垂たれ下がる。

「……むうっ!!」

　残り二体がステレオで呻きながら開かれたままの扉に向かって走る。

　だが――

　扉は瞬時に変化していた。

　びちりと音を立てながら扉板と扉枠のそれぞれに――

「なにっ!?」

　――牙が生える。

　まさしく扉をくぐろうとしていた二体の黒装束は、結果的に自ら、短剣のような牙を並べた横向きの顎あぎとに飛び込む事となった。

　扉が閉じ――そぶりと牙の列が黒装束を嚙かみ砕くだく。

　一瞬にして残りのフェネミナン博士は上半身と下半身に嚙み砕かれて、ばしゃんと水を張った床の上に落ちた。

「――御苦労、タウ」

「はあい」

　少年の言葉と同時に――にゅっと水面下から生えてきたものがある。

　わずか一センチの水深で何処に隠れていたものか……ずるずると常識を嘲あざ笑わらうかのように生えてきたそれは、やはり少女の姿をしていた。

　顔立ちといい背格好といい、先のアレフとよく似た少女だ。姉妹と言っても通用するだろう。服の柄も、後頭部に付けた蝶型の髪留めも同じだ。

　同じように長く腰まで伸びた髪の色はしかし黒髪。同じように大きな眼は少しタレ気味。

　大きな違いと言えばその程度であろうか。

　細かく見ていけば、こちらの衣装の仕立てや丈の長さ、蝶をあしらった装身具の位置など――こちらの少女はチョーカーになっている――の差はあるが、この少女達がある種の『対』となる存在だという事は誰の眼にも明らかだろう。

　無論、共に人間ではない。

　尖とがった耳はその証拠の一つであった。

「明人様、タウはお褒ほめの言葉より、具体的なご褒ほう美びが欲しいんだけどな」

　少女は自らの唇を舐なめながら言った。

　あどけない顔立ちだけにその仕草が異様に色っぽい。

「……私もご褒美を頂きたく」

　とアレフも言う。

「はは。いいよ――今晩は三人で楽しもうか。でも」

　明人は笑いながら言った。

「もう一つ用事があるんだよ。だからそれが終わってからだね」

「用事ですか？」

「うん。二人とも、ついてきて」

「――御意」「――御意」

　少女達は微笑して一礼した。
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　夕食は外食しよう――という事になった。

　さすがにここ五日間、家に鈴穂がこもりっぱなしの為、たまには外の空気を吸っておいた方が良いと拓人が提案したのである。家の近所や御堂高校の知り合いと顔を合わせる恐れがない処なら、鈴穂と鈴果が並んでいても『ああ、双子か』で済みそうなので、とりあえず一同は少し離れた繁はん華か街がいの方まで出掛ける事にした。

　鈴穂は少し渋る様子を見せたが、嫌がる程でもなく――しかし拓人の斜め後ろを、彼の服の肘ひじの辺りを摑つかみながら歩いている。

　鈴果とタナロットは相も変わらず、猫の子のようにじゃれ合いながら、拓人達の数歩先を歩いていた。ファルチェはファルチェでいつも通りのんびりと微笑しながら一番後ろをついてくる。

「んー……」

　そろそろ数の増えてきた看板の間を歩きながら拓人は周りを見回した。

　拓人のマンションの最寄り駅からさらに一駅分歩いた――駅前商店街。

　一駅分遠くに来たのは知り合い対策もあるが、こちらの駅前商店街の方が規模が大きく、飲食店の数も喫茶店、ファーストフードから居酒屋、高級レストランまで、多種多様に揃そろっているからである。

　金曜日の夜とあって繁華街は人通りが多い。

　比較的未だ時間が早いので酔っぱらっている人間は少ないようだが――

「何食べよう？」

　と拓人は傍かたわらを振り返って尋ねる。

「バイキング！　バイキングが良いのである！　あるいは食べ放題が良いのである！」

「おう、それがいい、アタシもそれ！」

　鈴穂に聞いたのだが――耳聡みみざとく反応したタナロットと鈴果がそう主張する。

「……タナロット、食べ放題って言われたら本当にとことん食べちゃうだろ」

　苦笑する拓人。

　タナロットの胃袋は基本的に底なしである。

　そもそも彼女の体力、魔力、といったものは通常の食物摂取で補えるような次元のものではない。核弾頭とハンバーガーの熱量カロリーを比較計算するようなものだ。

　彼女の場合、食事というのはあくまで嗜し好こう品ひんである。

　故に『飽きる』事がない限り事実上無限に喰い続ける事もできるわけで。普段は拓人達に合わせているが、一旦『食い放題』と言われれば彼女はその店の食料庫を空にするまで喰い続けるだろう。店主が泣きながら『申し訳ありませんが二度と来ないでください』と拓人に言った店も一軒や二軒ではなかったりする。何しろ以前、焼き肉バイキングに行ったら大皿ごと持ってきてそのまま全部焼いて喰ってしまった位である。

　ファミリーレストランにはサラダバーやスープバーが付いている店もあるが、そうした店では既に『要注意人物』としてタナロットの顔写真が出回っている。

「みゅう。でも食べ放題なのである。放題じゃなければ看板に偽いつわりありなのである」

「いやでもそこは商売なんだから」

「みゅう。ではバイキングに行くのである！」

「ディナービュッフェとかもいいな！」

　何故かこういう時だけ意気投合しているタナロットと鈴果。

　ちなみに鈴果もよく喰う。そりゃーもう恐ろしい程に。

「一緒だ一緒!!」

　そう言ってから、苦笑して鈴穂を振り返る拓人。

「鈴穂は何が食べたい？」

『なんでもいい』

　俯うつむき加減に歩きながらノートを示す鈴穂。

「…………」

　拓人は困惑の表情で黙り込む。

　どうもいつもにも増して鈴穂が大人しい――というか暗い。鈴果がハイテンションなだけに、余計に沈み具合が目立つ。

（……これじゃあ……）

　拓人は鈴穂が背負っている〈ワルプルギス〉のケースに眼をやった。恐らく同じケースの中に〈アイギス〉も入っているのだろう。

　いつも持ち歩くのが癖になっているので、今も彼女はこれらの個人兵装を携たずさえているのであるが――

（〈学園〉が鈴穂の『退学』を命じてるって――言いにくいな……）

　実を言えば今晩、拓人が鈴穂を外へ誘い出したのも、〈学園〉の決定を伝える為だった。

　ステンリートの台詞せりふではないが、鈴穂と〈学園〉の繋がりを絶ち記憶調整を施ほどこすというのは、必ずしも鈴穂にとって悪い事ばかりではない。

　記憶調整は施されても、拓人やタナロットは同級生の立場があるので二度と会えない訳ではないし……それはファルチェや榮太郎も同じ事だろう。さすがに麻雪に関しては会うのは難しくなるだろうが、それと引き替えに過去の心理的外傷を治ち癒ゆできる可能性があるのならば、決して悪い話ではない。

　だが……

　それでも拓人は鈴穂にそれを告げるのを躊躇っていた。

　はっきりとした理由はない。ただ――漠ばく然ぜんとした抵抗感があった。

「タクト、タクト、串揚げ食べ放題と書いてあるのである！　あれに行くのである！」

「中華とかも棄てがたいんだがな。小龍湯包とかさ」

「イタリアンも良さげですねぇ～」

　などと拓人と鈴穂以外は気楽に盛り上がっている。

　その時――

「――羽瀬川拓人君と、羽瀬川鈴穂さん、だね？」

　そんな声が拓人と鈴穂の背中に触れた。

　そして――

「――!?」

　次の瞬間。

「――なんであるか!?」

　世界は凍り付いた。

　ありとあらゆるものが動きを止める。

　擦れ違う人々が。瞬くネオンが。道路を行く車が。視界を構成する諸々のものが一瞬にして停止し……そのまま動かない。まるで巨大な写真を目の前に見せられているかのようだった。

　これは――

「プライマリ・ポータル!?」

　通常空間から〈学園〉のある亜空間へと接続する際に使われる異相空間転移魔法――その際に発生する現象と同じである。性質の異なる空間への移行の際、いきなり移動するのではなく、宇宙船のエアロックと同様に一旦緩かん衝しようや調整、検査といった一工程を置く為の処置である。

　だが……

「そんな、馬鹿な」

　ゲート・イズモのプライマリ・ポータルは本人が接続の為の儀式を行使するからこそ可能なものだ。強制的に相手の同意もなくプライマリ・ポータルの擬似空間中に取り込むとなると、魔法そのものの難易度が数段上がる。まして――こんな衆しゆう人じん環かん視しの真ん中で選択的に複数の人間を取り込むなど、さらに複雑で難しい術式が要求されるし、何よりその存在を世間一般に秘する〈学園〉関係者のやるような事ではない。

　となれば――

「…………ファルチェ！」

「御意」

　緑の髪の少女はとん――と拓人に向かって歩き出し、次の瞬間にはまるでポスターを丸めて筒状にするかのようにするりとその構成要素が収束、一本の杖となり、拓人が伸ばした腕の掌てのひらに収まった。

　拓人はファルチェを手に声のした方向を振り返る。

　そこには――

「はじめまして――かな」

　穏おだやかに笑う少年が一人立っていた。

　奇妙な――妙に生物的な線の入り交じった模様の衣装を着ている。神父かあるいは功クン夫フーの達人が着るかのような――上半身はぴったりと身体に沿ったハイネックの仕立てながら、腰から下が奇妙に裾丈の長い服だった。

　だが少年の容姿の中で印象的と言えるのはそれだけでもあった。

「…………みゅっ!?」

　タナロットが眼を瞬かせて拓人とその少年を見比べる。

　あまり特徴のない容姿だった。

　醜みにくくもなく。かといって美しくもなく。背が高い訳でもなく。だが低い訳でもなく。太っている訳でもなければ痩やせている訳でもない。何処にでもいる――平均的、中庸、そんな印象の少年。

　特徴のない事が特徴になるかのような。

　そんな――

「…………みゅう……」

　困ったような声をタナロットが上げる。

　似ているのだ。

　その少年と、拓人が。

　どこがどう――と具体的に言えるようなものではないのだが。鈴穂と鈴果のように全く同じ顔、うり二つ、という訳ではない。子し細さいに見ていけば色々と違う点は出てくるだろう。だが、それでも何というか……その姿の全体的な雰囲気が似ているのだ。

　まるで――兄弟のように。

「……誰ですか？」

　拓人は身構えながら問う。

　この不意に現れた少年が〈学園〉の人間でないとすれば、何処にも所属しない在野の魔法使いか、あるいは――〈連盟〉の魔法使いという事になる。

　そして〈連盟〉は〈学園〉の敵だ。

「ははあ。なるほどねえ。面白いな――本当に面白い。こんな事ってあるんだね」

　少年は答えずに笑いながら拓人、タナロット、鈴穂、鈴果と順に視線を滑すべらせていく。

　拓人の様子にさすがの鈴穂も緊張の表情でケースを降ろし、〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を取り出した。

「君達は興味深い。本当に興味深いよ」

「――誰だって聞いてんだよ」

　険悪な表情で鈴果が言う。

　タナロットも前に出ながら言った。

「名を名乗れなのである」

「氷室明人。ああ――念のために言っておくけど名前から呪じゆ詛そ仕込むのは無理だよ。呪詛バイパス仕掛けてあるからね」

　と少年は笑いながら言った。

　名前を突破口として相手に呪詛を叩き込む魔法があるにはある。丑の刻にわら人形へ五寸釘を叩き込むのと基本原理は一緒だ。感染呪術理論を応用した一種の攻撃法で比較的簡単だが効果的な呪術の一つである。

　この為に魔法使い達は幾つもの名前を持って自分の『真実の名』を隠匿いんとくしたり分散させたりする。他にも、その名前を『通路』として呪詛を送り込まれた際、呪詛を他方に逸そらす為のバイパスとして機能する魔法を予あらかじめ自分の名前に組み込んでおく魔法使いもいる。

「君達を――勧誘しに来たんだけどね」

「勧誘？」

「僕の部下にならないかなって」

　まるで友人に『一緒に映画でも見に行こうよ』と誘うような気楽な口調で少年は告げた。

「…………」

　拓人はただ無言。

「〈学園〉では君達の力は飼い殺しだよ。〈始源的神魔創造者〉――僕ならその力を活かす事ができる」

「…………」

「才能を備えて生まれた者はそれを行使する権利と共に義務も発生する。違うかい？」

「何を馬鹿なことを――」

　拓人は呻くように言う。

〈始源的神魔創造者〉。

　たった一度だけ行使された拓人の禁じられた能力。

　それは「神」を、あるいは「魔」をゼロから生み出す能力。

　此の世に法則や事実を付け加え、無から有を生み出す特異才能。

　ある意味では人の身で神や魔をも凌りよう駕がする究極技能だ。

　だが――それはこの世界を文字通り支える『柱』である神と魔の均衡を崩くずす事になる。神や魔の意志は関係がない。彼等の存在そのものが世界を支える柱であり、世界を定義する枠組みとして機能しているのである。

　そこに無制限に新しい神や魔を追加すればどうなるか。

　ひどく簡単に世界は――神界、魔界、人間界の三世界を含む全ては破は綻たんするだろう。

「てめえ、〈連盟〉の人間かっ!!」

　鈴果が吼える。

「まあ確かにとりあえず僕は〈連盟〉に所属しているけどね」

　少年は微笑を微み塵じんも揺るがさずに言った。

「……それが？」

「だったら私達の敵だろうがっ!!」

「敵、敵ね……まあ〈学園〉対〈連盟〉の構図ならその通りだろうけどね。まあそれはともかく、僕は今、君と喋っているんじゃない。少し黙っててくれないかな」

　澄すました口調でそんな風に言う明人。

「なっ――」

「説得できないようだったら……」

　明人は首を傾げて言った。

「力ずくって事になるけど？」

「――〈魔弾カスパル〉!!」

「みゃあああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　先手必勝。

　拓人の攻撃魔法と同時にタナロットが真っ直ぐに突撃。無論、拓人もタナロットも必殺の威力を込めている訳ではないが、かといって相手を舐めている訳でもない。明らかにこの目の前の少年は魔法使いで、しかも敵という互いの立場を認識した上で堂々と拓人達の前に現れたのだ。手を抜いて勝てる相手ではない。

　微妙に角度を速度をずらしながら六発の魔力弾が明人に襲い掛かる。たとえどの方向に逃げても一発は当たる。当たらなくてもその隙すきに近付いたタナロットの拳が届く。

　はず――だった。

　しかし。

「基本に忠実な攻撃だね」

　明人は――笑ってそう言った。

　同時に彼の足下で異変が起こった。

　彼の影。本人は微動だにせぬまま――その影の形だけが痙攣するように蠢うごめいたかと思うと、そこから二つの影が飛び出した。

「――!!」

　金髪の少女と。

　黒髪の少女と。

　共に癖のない長い髪を蝶のような形の大きな髪留めで束ねている。外見年齢はタナロットと同じ位に見えるが、しかし――人間ではあるまい。

　何故なら一人は掌でタナロットの拳を受け止め、もう一人は獅し子し舞まいの獅子の如く髪を振り乱し、大きく広がったそれで、明人に向かう魔力弾の全てを叩き落としてしまったからである。












「使い魔!?」

　愕がく然ぜんと呻く拓人。

「無論。まさか僕が手ぶらで、護衛もなしに来たとでも思ってた？」

　苦笑を浮かべながら明人は言って、右手を水平に走らせる。

　手の残像が消えずに残り、それは瞬時に色を得て実体化し――そして一本の魔ま法ほう機き杖じようとなった。〈物ア品ポ引ー寄ツ〉か。あるいは亜空間から取り出したのか。何にしてもその一動作だけを見てもその少年が拓人よりも技能の優すぐれた魔法使いだとわかる。

　同時に――

「みゅっ!?」

　タナロットが表情を険けわしくして左の拳を突き出すも、受け止めた金髪の少女は軽い動作で腕をひねる。同時に――まるで示し合わせた動きのように、あっさりとタナロットの体たい軀くが右腕を中心にして半回転。

「――みゃっ!?」

　短い悲鳴を残して脳天から地面に叩き付けられるタナロット。

　無論、その程度では、十階建てマンションの屋上から飛び降りても平気なタナロットには何ら痛痒つうようたり得ないのだが――

「寝てなさい」

　少女が呟きながら左手を振り上げる。

　その掌に黒い球体が発生――少女はそのまま掌を地面に転がったままのタナロットに叩き降ろした。

　轟ごう音おん。

「みょおおおおおおおおおおおおっ!?」

　まるで巨大なハンマーが叩き落とされたかのように、アスファルトに亀き裂れつが走り、タナロットの身体は地面にめり込んだ。

　一度。二度。三度。

　連打される少女の掌。タナロットは二撃目で既に全身が地面より下に沈んでおり、三撃目、四撃目がより深く彼女を地中に食い込ませていく。

「タナロット！」

『タナ郎！』

　愕然とする鈴果と鈴穂。

　同時に――

「危ない!!」

　拓人の叫びと共に防御魔法が鈴穂達の周囲に展開。

　だが明人の力量の方が上なのか、それとも魔法機杖が優秀なのか――明人の放った白い魔力弾が続けざまに命中。拓人は堪こらえきれずにそのまま後方に吹っ飛んだ。

「拓人！」

『タクちゃん！』

　叫ぶ二人。

　だがその二人だけ敵が見逃しているはずもない。先に髪で拓人の魔法弾を防御した黒髪の少女が突っ込んでくる。

　そこに――

「ぬあっ！」

　咄嗟に気付いた鈴果が鈴穂を庇うように前に出て、黒髪の少女をぶん殴る。だが黒髪の少女は慣性の法則を無視したかのような動きでこれを回避。それどころか次の瞬間には突き出された鈴果の腕にぶら下がるようにして身体を絡からめ――

「――あはは」

　異音。

「があああああああああああああっ!!」

　悲鳴を上げる鈴果。

　黒髪の少女が鈴果の腕を折ったのである。だが――ショベルカー並の打撃力を持つタナロットの拳を平然と防いでいた鈴果の腕を、一体どれだけの力が加われば折る事ができるというのか。

「がぎ……あ……」

　呻きながらも鈴果は左手で相手の顔に摑みかかる。しかし黒髪の少女はするりと逃げて距離をとった。派手な動きこそしていないが、とんでもない運動能力である。

「さて？」

　明人は尚なおも微笑を浮かべながら、重さを量はかるかのように杖を一回転。

　わずか数秒でほとんど勝負はついていた。

　吹っ飛ばされた拓人は地面に転がったまま呻いているだけ、タナロットも地面にめり込んだままでさらに金髪の少女の打撃を喰らい続けており、鈴果は利き腕を粉ふん砕さいされた状態である。

　この場で後、戦えると言えば――

「…………」

　鈴穂はただ震ふるえていた。

　駄目だ。怖い。この連中は――〈連盟〉の人間だ。魔法使いだ。鈴穂を殺そうとした者達の一派だ。しかもあんなに強いタナロットも、タナロットと同じ位に強い鈴果も、魔法が使える拓人も、全く歯が立たない。

　先日――超能力者・ガントと戦った時の意い気く地じなど何処かに消し飛んでいた。

　あの時は鈴果が一緒だった。自分が駄目でも鈴果が後を引き受けてくれる確信があった。だから危険な賭けに出る事もできたし、頑張れた。

　しかし……今の自分は。

〈魔力侵奪能力〉もない今の自分はただの女子高校生だ。いや実質的にはそれ以下、一人だとろくに外に出る事もできない、対人恐怖症の少女に過ぎない。戦えるはずがない。手の中にあるのは確かに最強の個人兵器ではあるかもしれないが、それを御する戦意がどうしても出てこない。

「…………」

　怖い。怖い。怖い。怖い。

　鈴穂はただ〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉を握ったまま震える事しかできない。

（……ああ……私は……）

　単なる足手まといだ。

　そんな余計な確信だけが膨ふくれあがる。

　頑丈な身体も強大な膂りよ力りよくもない。

　自分は鈴果の抜け殻だ。鈴果が抜けてしまったら何もできない最低の人間だ。何の役にも立たない、ただの――ゴミクズだ。

「鈴穂ッ!!」

　右腕を庇いながら鈴果が叫ぶ。

　だが鈴穂は動けない。

　ただ呆ぼう然ぜんと――

「貸せっ!!」

　鈴果は鈴穂の手から〈ワルプルギス〉を奪い取ると、片手で何とか操作して起動。

　ぶん――と音を立てて力場の剣が延びる。

　無論、普段のようなスタン・モードではない。純然たるリーサル・モード――魔法こそ使用されていないものの、限りなくゼロに近い厚みの力場刃が、ありとあらゆる物質を切り裂く。無論、魔力侵奪能力がない現在、どれだけこの武器が相手に通用するかはわからないが――明らかに人間ではない少女達二人はともかく、生身の人間らしい明人に対しては一定の効果を期待できるはずだった。

「だあああああああああああああっ!!」

　左手で滅茶苦茶に〈ワルプルギス〉を振り回しながら突っ込む鈴果。

「タナロット!!　てめえもいつまでも寝てんじゃねえっ!!」

「――みゃあっ!!」

　深々と地面に穿うがたれた孔あなの底から応じるように声が湧わく。

　次の瞬間、紅あかい矢のように飛び出してきたタナロットの頭突きが、金髪の少女の手首に命中――勢い余ってその掌にあった黒い球体は金髪少女本人の顔面に炸さく裂れつ。

　轟音。

　今度は金髪少女が吹っ飛ぶ番だった。

　まるで巨大な鉄槌てつついで殴られたかのように、すっ飛んでいく頭部と、それに旗のように引きずられていく胴体。近くのビルの壁面にめり込んで、そこで少女は止まった。

　タナロットの頭突きの破壊力に加えて、自分がタナロットに叩き付けていたある種の魔法攻撃の威力も、暴発して喰らったのだろう。

　さすがにこれは神族であろうと魔族であろうと相当なダメージに――

「あははは。アレフ、かっこわりー」

　ひょいひょいと鈴果の斬撃ざんげきをよけながら、黒髪の少女が笑う。

　そして。

「――うるさいわね」

　平然と身体をビルの壁面から引き剝はがしてアレフと呼ばれた金髪少女が言った。

「鈴穂、鈴穂！　〈アイギス〉で拓人を護れ！　拓人は未だ動けない、早く!!」

　鈴果の声に、しかし鈴穂は動けない。

　鈴果の言う通り、最初に鈴穂達を庇って吹っ飛ばされた拓人は、未だ起きあがれない。

　しかも運悪くファルチェを持ったまま悶絶もんぜつしているので、ファルチェも人型形態に戻って彼を庇う事ができないのである。

　ファルチェは――というか大抵の可変型魔法機杖ヴアリアブル・ワンドは、主が握っている限り勝手に形態変更したり、自律行動ができないように安全装置が付いている。接触したまま形態変更の『場』に巻き込まれて使い手が怪け我がをする事を防ぎ、自立意識を持った魔法機杖の暴走や反抗を抑制する為の基本仕様であるが――この場合はそれが裏目に出ていた。

「鈴穂ッ!!」

　鈴果が叫ぶ。

　悶絶中の拓人を狙われたらもう護りきれない。

　だが――

「――こんな処かな」

　闘争の終了は明人の方からあっさりと宣言された。

「何を――」

　呻くように言う鈴果に明人はあくまで朗らかな笑顔を維持したまま言った。

「今日は挨あい拶さつのつもりで来ただけだからさ」

「何を勝手な――」

　唸るように言う鈴果。

「先に攻撃してきたのはそっちだよね？」

　明人は肩を竦めて言った。

　その左右を固めるように金髪の少女と黒髪の少女が立つ。

　言葉に詰まる鈴果に微苦笑を送り、明人は言葉を続けた。

「まあ……そうカッカせずに少し考えてみて欲しいな。別に君達を取って喰おうって訳でもないし、決して悪い提案じゃないと思うんだよ」

「…………」

　拓人と鈴穂を護るように並んで立つタナロットと鈴果。

　彼等に気楽そうに手を振ると――明人は小さく何か短い呪文を唱える。

　すると――

「みゅっ!?」

　彼等の姿に亀裂が走った。

　いや――違う。世界全体に亀裂が走る。見えているもの全てに白い線が縦横無尽に刻まれていき、次の瞬間には無数の破片に裁断された風景が砕け散った。

　その向こうに見えるのは……見慣れた繁華街の風景。

　行き交う人々は怪け訝げんそうな視線を注ぐ事もなく、平然と行き来している。

　明人の魔法は――ひょっとしたら時間さえも圧縮していたのかもしれなかった。

　無論、既に明人や金髪、黒髪の少女の姿は何処にもない。

　まるで今の死闘が夢か幻であったかのようだ。

　だが……

「なんだよ、あいつは……」

　顔をしかめて言う鈴果の右腕はおかしな方向に曲がったままだった。

　普通の人間とはやはり肉体構造が違うのか、あまり苦痛に耐えている様子でもないのが慰なぐさめといえば慰めか。

「タクト！」

　我に返ったタナロットが、道路の真ん中で尻しり餅もちをついたままの拓人の方へと走っていく。鈴果はタナロットの後を追おうとして――そして鈴穂の様子に気付いた。

〈アイギス〉を握りしめたまま、その場に座り込んでぶるぶると震えている。

「鈴穂……？」

　鈴果が声を掛けると鈴穂は小さく首を振った。

　何かを否定する意味なのか。あるいは動けなかった事への謝罪の意味なのか。余よ程ほどに恐ろしかったのか、彼女はノートに文字も書き付けられず――ただ何度も何度も首を振るばかりだった。










　第四章　籠ろう城じようなんですけど。







〈連盟〉の魔法使いとの接触についてはすぐに拓たく人とも〈学園〉に報告した。

　事が〈連盟〉となると冗談でも洒落しやれでも済まない。〈学園〉教務部も即座に反応し、とりあえず手の空いていた榮えい太た郎ろうとエーネウスが、護衛役も兼ねて重機動ゴーレム三機と共に拓人達のマンションへと駆け付けてきてくれた。

「…………大した事はないな」

　と――鈴すず果かの折れた腕を見て榮太郎は言った。

　ちなみに。

　今の榮太郎は何な故ぜか顔の真ん中にゲジゲジのような縫ぬい跡をマジックで書いた上、その縫い跡の左側は色を黒く塗り、挙げ句に頭半分は白くヘアマニキュアで染めるという奇怪な――そして何ど処こか激しく既視感デジヤ・ヴを刺激する面相をしている。

　しかも着ているものはといえば白衣ではなく黒いコート。

　迂う闊かつに診療してもらうといきなり『五千万円だ』『一億円だ』とか法外な治療費を請求されそうな感じだった。まあその分、問答無用に天才外科医っぽい訳だが。

　それはさておき――

「……そうですか……」

　と安あん堵どの吐息を漏らす拓人。だが――すぐに気付いて彼は言った。

「――って折れてんですよ、先輩!?」

「こんなもの既にくっついてるわい――動かしてみ？」

　そう言って榮太郎が示す。

　確かに肘ひじがおかしな方向に折れ曲がっていた鈴果の右腕は、既に何の問題もなさそうな感じで動いていた。明あき人との襲撃の直後、鈴果の腕が折れているのに気付いた拓人が慌あわてて添え木で固定はしたが――それ以上の事は何もしていない。人間の身体を修復するのは単に建物を直したりするのとは訳が違うので――迂闊に神経とかを変な処ところに繋つなぐと大変な事になる――拓人も下手に手を出さなかったのである。

　鈴果本人もこれには少し驚いているようで、目を瞬まばたかせながら手を握ったり開いたりしている。無茶苦茶な治ち癒ゆ速度だ。

「……だ……大丈夫？」

「うん……大丈夫みたい」

　と頷うなずく鈴果。

　身体の構造が明らかに人間とは違うとは思っていたが――ここまで出で鱈たら目めとなると精霊や神族あるいは魔族並である。そもそも親族や魔族、あるいは精霊は人間の形を採るのはそれが色々と便利だからであって……生物学的必然がある訳ではない。だからこそ彼等は基本的な構造を知識として知っていれば、割と自由自在に自分を変形させる事ができる。ミヤビやシンクラヴィアの変身も同じ理屈だ。

　彼等は生物というより生物に擬ぎ態たいした『空間』のようなものだからだ。

　まあそれはさておき――

「お前の方も診てやろう」

　と――榮太郎が言って振り返る。

「いや、僕は大丈夫ですよ」

「素人の診断程、危険なものはないぞ」

「先輩だって素人じゃないですか」

「ふふふ。無免許だが素人ではないのだ」

　何処かで見たような蝶ネクタイを揺ゆらしながら榮太郎は胸を張った。

「…………」

　いろいろと突っ込みたい処のある拓人ではあったが、とりあえず止めておく。それを肯こう定ていととったのか榮太郎は傍かたわらのエーネウスに手を差し出して言った。

「ピ●コ、聴ちよう診しん器きを」

「誰がピノ●ですか」

　顔をしかめて隣の看護婦ルック――といって全体的に旧ふるい感じで、単にいつものメイドのヘッドドレスを、看護帽に載せ替えただけだが――のエーネウスが言った。

「違う、そこは『あっちょんぶ●け』だ！　こう、顔を左右から挟み込んで、ホットプレスサンドを作るかのよオに!!」

「…………」

　エーネウスが無言で〈デスキン〉の切っ先を榮太郎の鼻先に突き付けると、榮太郎は何事もなかったかのように拓人を振り返って言った。

「うん。まあ本人が大丈夫って言うのなら大丈夫だな」

「はあ…………」

　曖あい昧まいに頷く拓人。

「タナちゃんの方は大丈夫か？」

「みゅ。大丈夫なのである！」

　相変わらずタナロットは元気一杯である。地面にめり込んで潜もぐっていく位に殴なぐられ続けたはずなのだが……傷一つ付いていない。

「鈴すず穂ほちゃんは特に何もされていないって話だし。まあこれで一安心か」

「そうですね」

「んー。それでな」

　榮太郎はタオルで顔を拭ふいて某無免許天才外科医の扮装ふんそうを取り去りながら、言った。

「ついでと言っちゃなんだが。〈学園〉の方からの命令で〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉の没収と、鈴穂ちゃんの記憶処置の方もまかされてきた訳なんだが――」

「…………？」

　目を瞬かせて鈴穂が顔を上げる。

　未だ拓人達から聞いていなかったので当然だ。

『なんですか……それ？』

　若じやつ干かん乱れた字で――指先が震ふるえるのだろう――ノートに書き付ける鈴穂。

「言ってなかったのか、拓人？」

　榮太郎は少し呆あきれた様子で拓人の方を見据すえる。

　拓人は視線を足下に落として言った。

「……なんだか……言い出しにくくて……」

「しょうがねーな」

　頰ほおを掻かきながら榮太郎が言った。

「ま――ぶっちゃけて言えばだ。鈴穂ちゃん。〈ワルプルギス〉や〈アイギス〉は返却して貰もらった上で、君には記憶調整処置を受けて貰う。〈学園〉に関する知識や記憶を全部削除して貰う事になる訳だ。ま――事実上の『退学』だな」

『え……？』

「普通の女の子になった鈴穂ちゃんは、魔法とか神族魔族とか、そういうのと関係のない生活を送った方が良いだろう――って結論なのさ。ああ、別に拓人とかタナロットの事を忘れる訳じゃないがね。まあ言ってしまえば、双ふた葉ばちゃんや葉は月づき君と同じ立場になるだけのこったよ」

　一応、昨年のクリスマスパーティで、榮太郎は双葉や葉月とも面識がある。

「…………」

「元より〈学園〉に入っても、魔法使いとしての才能のない人間には同じ処置が施ほどこされる決まりだからね。〈魔力侵奪能力〉のなくなった鈴穂ちゃんも同じ事――という判断なんだろう、上層部の」

『それはもう決定された事なんですか』

「そうだね」

　言って榮太郎は肩を竦すくめた。

「〈学園〉の最高意志決定機関――『十二席会議』の決定だよ。まあつっても賛成六、棄権三、反対三の微妙な決定だけどね」

『そうですか』

　鈴穂は頷いて――そして言った。

『わかりました』
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　念の為――という事で榮太郎とエーネウス、重機動ゴーレムはそのまま明日の朝まで待機する事になった。

　重機動ゴーレムは姿を消したままマンションの屋上に自律モードで待機、榮太郎とエーネウスはリヴィングにいて〈連盟〉の襲撃を警戒している。

　そんな中――

「――タクト」

　そう声を掛けて拓人の部屋に入ってきたのは……パジャマ姿のタナロットであった。

「スズホは、他人になるのであるか？」

「ああ――記憶処置の事か」

　どうにも気分が陰いん鬱うつとした状態で、特にやる事もなくぼーっとしていた拓人は溜め息をついてタナロットを振り返った。

「他人になるというか……タナロットも聞いていただろうけど、〈学園〉とか魔法の事は忘れて貰う事になるだけだよ」

「みゅう……」

　拓人は安心させるように極力気楽な口調で言ったつもりだったが――タナロットはというと今一つ納得した様子がない。

「別に性格が変わっちゃうとか、二度と会えなくなるとか、そういう事はないし」

「それはでも、タクトと我だけなのである。スズカはどうなるのであるか？　それにマユキもどうなるのであるか？」

「…………」

　拓人は黙り込む。

　そう――その点においては確かに問題が残る。

　まさか生まれてから全ての記憶を改竄かいざんする訳にもいかない。いくらなんでも改竄部分が増えれば矛盾や不都合が出てくる可能性が高い。生活に密着した事項ならば尚更なおさらだ。

　だからこそ鈴穂に『自分は双子だった』と思い込ませるよりは、鈴穂に鈴果の事を忘れさせる方が簡単だし、危険も少ない。また『双子だった』と思わせる場合、鈴穂の父親への記憶改竄等も必要になってくるし――さらにそうなれば鈴穂の家族構成を知る大量の人間に全て記憶処置を施さねば破は綻たんをきたす恐れがある。

　人間は自分一人の記憶違いなら『気のせい』で誤ご魔ま化かしてしまう生き物だ。

　だが複数で互いの記憶を確認し合える状況となると話がややこしくなってくる。

　だが――

「タクトは、良いのであるか？」

「良いもなにも――」

　言いかけて拓人は言葉に詰まる。

　鈴穂に記憶処置が施されるという事は、幾つかの〈学園〉関連の想い出が彼女の中から消え去るという事である。

　それは正直――哀かなしい。

　困った事、嫌な事、辛つらい事も少なくはなかったが、楽しい事、嬉うれしい事も一杯あったはずだ。それが全て『なかった事』になってしまうのは、やはり辛い。

　とはいえ……先の明人の一件を見てもわかる通り、〈学園〉や魔法の世界は、普通の生活に較くらべて危険も多いし、魔法の使えない鈴穂にとっては関わっている利点メリツトはほとんどない。むしろ問題点デメリツトの方が多いだろう。

　最も早はや、魔力侵奪能力を失ったとわかれば、〈連盟〉も鈴穂を殊こと更さらに敵視したりはしないだろう。

　また……〈連盟〉は拓人の〈始源的神魔創造者〉の能力に興味を持っている。少なくとも明人はそう言っていた。ならばこれから拓人の周りは何かと物ぶつ騒そうになってくる事が予想される。先程は明人が退ひいてくれたから良かったようなものの、相手が本気で拓人達を害するつもりなら、どうなっていたかわからない。

　拓人やタナロット、ファルチェは仕方がない。魔法だの神族だの魔族だの――そういった世界の住人だし、本人が何と思おうと〈学園〉や〈連盟〉に無関係ではいられないのだ。そして『普通の人間ではない』鈴果もその意味では同じだろう。

　だが鈴穂は違う。

　彼女だけはこのややこしい世界から離脱できる。

　無論、一般人として〈学園〉の記憶を消されても、拓人達との付き合いがあれば、人質にされたりする可能性はある訳だが――

「どっちにしろ……僕等は鈴穂と距離を置いた方がいいかもしれないんだよ」

「みゅ？」

「今日みたいな事に巻き込む可能性があるんだよ。今までは鈴穂と鈴果は一心同体だったから、鈴果が闘っていたりした訳だけど、今の鈴穂は――鈴果の抜けちゃった鈴穂は、闘う為の能力も気力もないんだ。自分の身を守る事もできない。普通の女の子でしかない。僕達の側そばにいるのは危険なんだよ……今日の事でよくわかったけど、僕も自分の身を守るのも覚おぼ束つかない状態だし」

「みゅう……」

　タナロットが何かしょげたような表情を見せる。

　拓人が鈴穂と距離を置くという事は、普段拓人を取り合って鈴穂と喧けん嘩かしているタナロットにとっては一見歓迎すべき事のようにも見える。

　だが……

　しょっちゅう喧嘩をしてはいたが、なんだかんだといって拓人の他に一番タナロットが懐なついていたのは鈴穂である。鈴穂の記憶処置や、距離を置く云うん々ぬんの話をされるとさすがに辛いものがあるのかもしれない。

「仕方のない事なのであるか？」

「……多分ね」

　言って拓人は溜め息をついた。
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　返却するとなれば一緒に渡された予備部品の類たぐいも返さねばならないだろう。

　鈴穂は共同クローゼットの奥にしまった〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉の簡易整備工具や消耗部品を取り出してきた。

　リヴィングを通って自分の部屋に向かう。

　その途中で鈴穂は留守番電話のランプが瞬またたいているのに気付いた。

　今日は皆で出掛けていたので、その間に誰かが電話を掛けてきたのだろう。明人に襲われた事から、ばたばたと慌ただしくしていたせいか――まだ誰も再生して内容を確認していないようだった。

「…………」

　何の気なしに再生ボタンを押す。

　すると――

『双葉です。えっとね、また電話するけど今度の18日さ、皆で横浜のカレーミュージアム行かない？　葉月が行きたいってうるさいのよね。どうせだから赤あか煉れん瓦が倉庫とかまで脚伸ばしてもいいかなとか。考えておいてね。じゃ！』

　ピー……と鳴った後、留守番電話が淡々と『録音は、以上です』と告げた。

「…………」

　霧きり島しま双葉。

　拓人や鈴穂、タナロットの友人。

　しかし――拓人の魔法使いとしての側面や、タナロットの魔神としての側面を全く知らない一般人の少女。

　鈴穂が見る限り……彼女は彼女でそれなりに楽しそうだし幸せそうではある。

　しかし双葉は知らない。

　拓人が今日……敵に襲われた事も。

　鈴果が腕を折られタナロットが叩きのめされた事も。

　あんなに大変な想いを拓人もタナロットも鈴果もファルチェもしたというのに、彼女はそれを知らない。知らないであんなに能天気な電話を入れてくる。

　無論、それで双葉を責めたりするつもりは鈴穂にはない。

　知らないのだから当然なのだ。

　しかし……

（私が彼女と同じ立場になったら……）

　あるいは拓人が死にそうになっていてもわからないかもしれない。

　わからずに、彼の苦しみも痛みも知らず、自分だけ能天気に平和な生活を送っているかもしれない。誰よりも拓人を理解していると自負しながら彼の人生の半分も知らない――そんな間の抜けた生き方をしているのかもしれない。

　それを思うといても立ってもいられなくなる。

　だが……

（でもしょうがないもの……）

　自分にそう言い聞かせながら鈴穂は部屋の中に入って、開かれたままの運搬用ケースに部品と工具を入れる。

「…………」

　ケジメをつけるように、殊更ぱたんと大きく音を立てて運搬用ケースを閉じる。

〈ワルプルギス〉と。〈アイギス〉と。

　ただの道具――であったはずが、使っている内に愛着でも湧わいたのか、何かしら切ない気持ちを覚えてしまう。〈ワルプルギス〉は特にだ。元々自分のものではないのだから見当違いの感情ではあるのかもしれないが。

「――鈴穂」

　声を掛けられて振り返ると、部屋の入り口には腕を組んだ鈴果が立っていた。

「黙って返しちまうのか」












「…………」

　鈴穂は頷く。

「記憶処理も受けるのか」

「…………」

　鈴穂はノートを手元に引き寄せてのろのろと文字を書いた。

『しょうがないじゃない』

「……しょうがないって…………」

『鈴果と違って私ではタクちゃんの足手まといになるもの』

「それがどうしたよ？　拓人が、だから迷惑だとか言ったのかよ？」

『そうじゃないけど。でも今日の事だって、タクちゃん、私を庇かばわなければちゃんと戦えてたのかもしれないし』

「そりゃそうかもしれないけど。そりゃそうかもしれないけどさ！」

　苛いら立だたしげに鈴果は言った。

『別にタクちゃんと他人になっちゃうとか、そういうのじゃないんだもの』

「当たり前だろ！　だけど――」

　無論、鈴果の言いたい事はわかる。

　拓人と他人になる訳ではないにしても、拓人の人生の半分を――あるいはそれ以上を知らずに過ごす事にはなるのだ。拓人は新米魔法使いであり、一般社会における拓人の人生は、彼の人生の中の半分程度の比重でしかない。いや――今後、拓人が魔法使いとしての段階を昇っていけば、他の魔法使いと同様に俗世のしがらみを煩わずらわしく思って、その繋がりを絶ってしまう事だって有り得る。

　そうなれば、本当に鈴穂の前から拓人は消える。

　何にしても――『他人になる訳ではない』にしても拓人と鈴穂の絆きずなが半分かそれ以下に減ってしまうのは間違いないだろう。

　しかし……

『鈴果と違って、私は弱いから……』

「…………」

　顔をしかめて黙り込む鈴果。

　ひょっとしたら……自分は恨うらみがましい表情でもしていたかもしれない。

　そんな事を鈴穂は思う。

　鈴果はしばらく鈴穂とケースを眺めていたが――閉じられたケースを手に取ると何処か憤ふん然ぜんとした様子で立ち上がった。

『鈴果？』

「もう必要ないんだろ」

　そう言って鈴果はケースを提さげ、鈴穂の部屋を出て行った。

「…………」

　残された鈴穂はただ呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送るだけだ。

（だってしょうがないじゃない……）

　鈴果やタナロット、ファルチェと違って本当に今の自分は拓人の足手まといになっているだけだ。今日もただ〈ワルプルギス〉を握って震えている事しかできなかった。

（鈴果はいいわよ。頑がん丈じような身体も物凄い力もあって。タナロットと同じ位に戦えるし。元々が人間じゃないから――〈学園〉に縁を切られる事もないし）

　羽瀬川鈴穂と羽瀬川鈴果。

　同じ顔を持つ少女達。

　どちらが拓人の側にいるのに相応ふさわしいかと問われれば――

（しょうがないじゃない……）

　胸の内で鈴穂はそう繰り返した。
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〈学園〉本校舎最上階――〈学長〉室。

　そこに今〈学長〉と、そして〈十二席会議〉の中の一人、寒さ河が江み教授の姿があった。

「――ガブリエルもアガリアレプトも韜とう晦かいしていて尻尾しつぽは出さない、か」

〈学長〉は窓の外を眺ながめながら言った。

「はい。監視は続けさせておりますが――今のところ、特に不審な行動、脅きよう威いと判断できるような行動はないと」

　寒河江教授が報告書を片手に言う。

　一応――ガブリエルとアガリアレプトを〈学園〉に招く事に成功した寒河江教授であるが、彼等が大人しく〈学園〉の中に留とどまっているとは思っていない。

　今のところは〈学園〉内部の来らい賓ひん者しや宿泊施設で『戦利品』の品定めをしている二柱であるが、恐らく近い内にまた通常空間に抜け出る事だろう。まさかあれ程の大物がただ単に買い物の為に条約に反して人間界に出てくるはずがない。

　彼等が宿泊施設を抜け出るのを見越して、既に寒河江教授は隠伏ステルスモードの偵察用バード・ゴーレムを百羽以上、ガブリエルとアガリアレプトの周囲に放っている。またガブリエル達に荷物持ちとして連れ回されているミヤビ、シンクラヴィアの身体には、拘束用の魔法式が仕込まれていて、その気になれば後見役の榮太郎や寒河江教授にはいつでも位置を探る事ができる。

「あんな大物が一体何をしにきたのやら――まさか本当に美少女アニメやiPodを購入する為だけでもありますまいに」

「――寒河江教授。君も気付いているのではないかね？」

〈学長〉が言う。

「〈学長〉……？」

「少なくとも他の者達は皆気付いている様子であったがな。だからこそ強きよう硬こうに羽瀬川鈴穂の追放を主張する者もいたし、それに反対する者も過半数を超える事がなかった」

「…………」

　寒河江教授の表情に厳しいものが混じる。

「恐らくは……先の羽瀬川拓人の報告にあった、〈連盟〉の接触も、同じ意味を持っているのだろう。迂闊な触り方をすれば大変な事になるが、かといって放置もできない。今の彼等は信管の壊こわれた爆弾のようなものだ」

「……それは確かにそうかもしれませんが」

　寒河江教授は溜め息のような声で言った。

「羽瀬川拓人の時もそうでしたが、私は『危険だから排除する』という考え方には賛成しかねます。そもそもその考え方は我等魔術師の存在すら否定しかねない」

　危険だから。

　安全でないから。

　確実でないから。

　魔法使い達が歴史の表舞台から姿を消したのは、単純にこれらの点を以もつて一般人が魔法という技術を否定したからである。各種技術の進歩した今でこそ、効果は安定しているものの、昔は同じ使い手が同じ手順で実行しても必ずしも魔法は同じ効果を発揮しなかった。

　まして才能のあるなしは外見からは判断がつかない。

　この結果――中途半端に断片のような才能を持った人間が、安易な気持ちで魔法を使い、その結果として己の身を、場合によっては周囲の者も巻き添えにして、滅ぼしてしまったという事実が幾つも残っている。一つ間違えば何が起こるかわからない――因果関係すらきっちりとは証明できない、そんなものは危険すぎるという理由で、人々は魔法や呪じゆ術じゆつを否定し、排除してきた。

　今更その事を恨みに思うつもりは寒河江教授にもないだろう。

　しかし――そういう考え方を認めるかどうかは別という事だ。まして――かつて石と罵ば声せいを以て追われた魔法使いが、同じ考えをしようとしているとなると。

「それは確かにその通りだ。寒河江教授。君の理想は確かに気け高だかく正しい。しかし」

〈学長〉は静かに寒河江教授を振り返った。

「それは程度にもよる。世界全体の危機ともなれば――誰かが犠牲にならねばならない」

　厳おごそかな口調にはひどく重いものが込められていた。

　しかし――

「だから貴方あなたは、二千年前、敢あえて磔はりつけにされたのですか」

　寒河江教授の台詞せりふは聞きようによっては挑発にも聞こえたかもしれない。

　無論、〈学長〉は怒る様子も慌てる様子もなかったが――

「何にせよ――」

〈学長〉は言った。

「このままでは未曾有みぞうの混乱は必至だ。事が大きくなる前に、打てる限りの手を打っておかねばなるまい」

「その事に異論はありませんが……正直、私個人としては何をどうして良いものかと迷っている状態ではあります」

　そう言って、寒河江教授は溜め息をついた。
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　そろそろ日付が変わろうとしていた。

　時刻は夜の十一時五十五分。

　部屋でぼんやりテレビを見ていた拓人の処に――鈴果がやってきた。

「……鈴果。どうしたの？」

「拓人」

　少し思い詰めた表情で鈴果は言った。

「やっぱりヤだ」

「……って何が？」

　少し驚いた様子で拓人が問う。

「納得できない」

「…………」

　しばし沈黙する拓人。

　無論――鈴果が何を言っているのかわからなかった訳ではない。むしろ何を鈴果が拒否しているのかは拓人にもよくわかる。

　鈴穂の『退学』。

　それは緩かん慢まんな別離であり、ゆっくりと静かに――しかし確実に進行する絆の切断だ。無論、それは双葉や葉月に関しても同じ事であろうが、一度も『こちら側』に来た事のない者が『向こう側』に留まる事と、『こちら側』にいた者が『向こう側』に押し戻された上でその事実さえ忘ぼう却きやくさせられる事とは明らかに違う。

　だが……

「…………でもそれは」

　しばらくしてからようやく拓人は口を開いた。

「だから――」

　すっと鈴果が手を前に出す。

〈ワルプルギス〉を握った右手を。

　目を丸くする拓人の鼻先で、機剣が最終安全装置を解除され……システム・ボイスの『武運を』の一言と共に力場刃の切っ先が拓人に突き付けられた。

「ちょっと、鈴果一体何を……？」

「これは返さない。鈴穂の記憶処置も許さない」

「……スズカ？」

　何事かとタナロットが部屋の入り口から顔を出し――驚いた様子で凍り付く。

　そして――

「だから」

　鈴果は〈ワルプルギス〉の切っ先を拓人の喉のど元もとに突き付けながら言った。

「拓人には人質になってもらう」
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　鈴果の行動はすぐに〈学園〉の知る処となった。

『犯行声明』が榮太郎の口を介して寒河江教授に告げられたからである。

「――籠ろう城じよう？」

　顔をしかめた寒河江教はそう問い返した。

〈学長〉室にいた彼の処に、教務課のステンリートから連絡が入ったのは丁度、夜中の十二時であった。即座に回線を繋ぐように命じた彼の目の前、携帯用水晶板に、通信用の魔法を使って連絡してきた榮太郎の姿が映し出された。

「……佐さ久く間ま君。何をしているんだね」

　呻うめくように言う寒河江教授。

　携帯用水晶板に映し出された榮太郎は――縛られていた。

　それもただ縛られているのではない。何やら首だの股こ間かんだのにもロープが引っかけられ、荷造りされているよーな感じになっている。

　俗に――というか何というか――言う亀きつ甲こう縛りという奴である。

『何と言われましても。人質でしてね、これが』

「誰が」

『俺ですけど』

「…………我々も忙しいのだ。遊ぶのも大たい概がいにしたまえ」

『遊びじゃないっ!!』

　そう叫んだのは榮太郎にあらず、彼を蹴倒すように画面の中に入ってきた少女――鈴果であった。鈴果は〈ワルプルギス〉を振り回し、その鈍にぶく光る切っ先を榮太郎に突き付けながら言った。

『拓人や佐久間先輩は人質だ。アタシは――ええと』

　そこで鈴果は横から誰かに手渡されたアンチョコを見ながら言った。

『羽は瀬せ川がわ鈴穂の『退学』命令の撤回を〈学園〉に要求するものであるッ！』

『――だそうですよん』

　あまり緊張感のない口調で言う榮太郎。

『ええい、アタシが喋しやべってるんだからあんたは黙れ!!』

『ああっ……』

　ぐりぐりと鈴果に背中を踏みにじられて何故か嬉しそうにする榮太郎。

『新しい何かに目覚めそうです……女王様』

『誰が女王様かッ！』

『ああっ……』

　げしげしと榮太郎を踏み付けながら言うと、鈴果は改めてカメラ目線で言った。

『とにかく。要求が呑のまれないとこの人質がどうかなるぞ』

「……どうなるというのだね？」

　半眼で、冷凍マグロよりも冷たい視線を榮太郎に送りながらも寒河江教授は言った。

『どうなるって……ええと』

　困っていると横からまたアンチョコらしいものが手渡される。

『なになに……？　え？　ええええええええええっ!?』

　真っ赤になって絶句する鈴果。

『こ、こ、こんな事言えるかっ!!』

　どうやら余よ程ほどに恥ずかしい事が書かれていたらしい。

「…………」

『と――とにかく』

　鈴果は気を取り直した様子で再びカメラ目線。

『ええと、そう、命の保証はしないぞっ!!』

「……そうか」

　と寒河江教授。

「で、期限はいつだね？」

『――へ？』

「こういう時、脅迫する側は相手側に考える時間を与えるものだが。特に組織となると根回しやら何やらが必要だからな。で――いつが期限だね？」

『そ、そうか。ええと――そ、そうだな』

　鈴果はしばし考え……

『二十四時間だ、二十四時間以内で返答しろっ!!』

「了解した」

　溜め息混じりにそう言ってから通信を切る寒河江教授。

　彼は顔をしかめて〈学長〉の方を振り返った。

「――という訳ですが。如何いかが致します？」

「さて……」

〈学長〉はどうやら苦笑しているらしかった。

「意外と言えば意外、当然と言えば当然の反応ではあるが――君はどうすれば良いと思うね？」

「〈学園〉の治安を預かる者としては容認できませんね。特殊装備に換装かんそうした風紀ゴーレム部隊一個中隊を率いて突入、制圧して人質を救出します」

「君は羽瀬川鈴穂の処置に関しては反対していたのではなかったかね？」

「それはそれ。これはこれです」

　顔をしかめて寒河江教授は言った。

「実に君らしい意見だ。よろしい――風紀ゴーレム、重機動ゴーレムその他の〈学園〉外使用を許可する。『テロリスト』羽瀬川鈴果を制圧、人質を救出したまえ」

「了解です」

　寒河江教授は一礼した。
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「さーて」

　ぱらりと縄を外しながら妙に嬉しそうに榮太郎が言った。

「寒河江教授のこったからああ言われたら制圧に来るぞ。迎撃げいげき準備だ、迎撃準備♪」

　何い時つの間に召しよう喚かんしたのか――マンションの部屋の中ではエーネウスを三頭身に縮めたような小さな小さな犬耳尻尾付きの幼女達が、わたわたと慌ただしげに駆け回っている。

　プチネウス……エーネウスをモデルに作られた人造精霊である。

　どうやらバリケードを作ったり、武器の用意をするのを手伝っているようだ。ただ、毎度ながら三頭身しかない上に手足が短いので……外見はぬいぐるみの如ごとく激烈に愛らしいのだが、何か作業をしている姿はとんでもなく危なっかしい。

　左右によろけながら、トーテムポールのように肩車をした三体が窓枠に防御用の呪符を貼り付けていたり、銃器に弾を込めながらその途中で『？』と不思議そうに銃口を覗のぞき込んだりする様さまを見ていると、見慣れた拓人としてもハラハラしてしょうがない。

　まあそれはさておき――

「……あの、先輩」

　こちらは本当にぐるぐる巻きにされた拓人が言った。

　隣にはやっぱりぐるぐる巻きにされている鈴穂も芋虫いもむしのよーに転がされている。

「いくらなんでもこれはまずいんじゃないかと――」

「はっはっは。気にするな拓人。俺はしない」

「気にしますよ！」

　と拓人。

　ちなみに――先程からアンチョコを手渡していたのはエーネウスで、その中身を書いていたのは榮太郎である。さらに言えば携帯用水晶板に映像を送っていたのはファルチェであった。彼女は可変型魔法機杖ヴアリアブル・ワンドなので、通信用魔法機器のシステムを模倣エミユレートしたのである。

　ファルチェは拓人が人質に取られているので仕方なく――という状態だが、榮太郎とエーネウスに関しては鈴果が頼んだ訳でもないのに、何故か妙に協力的である。まあ榮太郎の性格からすれば、単に揉もめ事を面白がっているだけかもしれないのだが。

「鈴果！」

　拓人はリヴィングの真ん中を振り返って言った。

「本当にこれじゃ洒落にならないよ。考え直して――」

「……ヤだ」

　ぷい、と横を向いて言う鈴果。

「考え直すのは拓人と鈴穂なんだからな」

「――え？」

　言われて――縛られたままの拓人と鈴穂は驚いた様子で目を瞬まばたかせる。

「どういう事？」

「しらねーよ。自分で考えろ！」

　アカンベをしてから鈴果は拓人達に背中を向けてしまった。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる拓人と鈴穂。

　その横で――

「迎撃である、迎撃である」

　今一つ状況がわかっていないらしいタナロットが、楽しげに榮太郎やプチネウス達と武器を用意していた。
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　薄暗い部屋の真ん中。

　大型の水晶球型ディスプレイが設置され――とある映像を流し続けている。照明らしき照明はなく、ディスプレイが放つ僅わずかな光だけが闇を薄め、仄ほの暗く冷たい空間を作り出している。

　ディスプレイの球面に映し出されているのは、深夜の街の風景であった。

　通常の光学的視覚表示で見ている限りには――そこには何ら変わった点はない。強いて言うのならば会社ロゴも何も描かれていない濃紺のバンが一台、法定速度をきっちり守って、車通りさえ絶えがちな道を真っ直ぐ走っていく。

　だが……

「……ふむ？」

　別の見方――文字通り通常の光学的視覚ではなく、音響探査、熱分布感知、魔力偏差、その他幾つかの感知方法を併用し統一的に処理すれば、また違うものが見えてくる。見えないものがそこにいるのがわかるのだ。それもたくさん。

　バンの後ろに続く異い形ぎようの影が。

「重機動ゴーレム部隊？　羽瀬川拓人達の護衛は既にマンションに派遣済みだろうし……いかにも大層だけど」

　ディスプレイを眺めながら首を傾かしげるのは――明人である。

　椅子に座る彼の背後からは金髪の少女アレフが腕を回して寄り掛かっており、足下ではどこかしどけない仕草で黒髪の少女タウが寝そべっている。

　拓人とよく似た雰ふん囲い気きの、黙って佇たたずんでいれば木訥ぼくとつささえ感じさせる容姿だけに、少女達を傍らに侍はべらせた明人の姿には色々と違和感が付きまとう。本人達は微み塵じんも気にしていないようだったが。

　それはさておき――

「私達の実力に恐れをなして増援を送ったんだよ。きっと」

　と上機嫌で宣のたまうタウ。

　だが明人は首を傾げたままだった。

「ならば二回に分ける意味がないし、むしろこんな数を派遣するよりも、羽瀬川拓人達を〈学園〉内に匿かくまう方が早いと思うんだけどね」

「……それもそうですね」

　頷くアレフ。

　まるで演習場に向かう自衛隊のように、隊列を組んで深夜の街を行く戦闘用機械人形達。

　よく見ればいつもの重機動ゴーレムとは細かな部分で差異が見られる。

　輪郭から察するに、大規模破壊兵器――ミサイルランチャーとか大型機関砲とかの類は全て外され、量産型魔剣、神剣の類も装備されていない。

　代わりに装備されているのはスモークディスチャージャーや、小型の短剣、ライト、短機関銃の類である。明らかに対人戦闘――それも屋内を想定した装備だ。無論、詳細はぼやけたままなので明人達の見間違いという事もあるだろうが……

「ふむ……面白いな。何が始まるのか――」

　興味深そうに呟つぶやく明人。

　だが――

「――!?」

　アレフとタウがぎょっとした様子で身を引く。

　ディスプレイに突然――黒いものが過よぎったかと思うと、次の瞬間にはアップで妙に目つきの悪い少女の貌かおが映し出されていたからだ。

「ガ……」

『目め障ざわりだ』

　少女はそう呟くと手を画面に向かって伸ばし――

「…………」

　次の瞬間には画面は真っ暗になって何も映し出さなくなった。

「アキト様、今のは――」

「まあそろそろ大物が出てくる頃かな、とは思っていたけれど」

　肩を竦めて明人は微苦笑する。

「今日の処はここまでかな。とはいえ――計画は動き出した。これから忙しくなるよ。二人とも、たくさん働いて貰うからね」

「御意」「御意」

　微笑を浮かべて少女達は言った。
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「…………使い魔か？」

　傍らのアガリアレプトがそんな事を尋たずねてくる。

「百年やそこらでこちらも随ずい分ぶんと様変わりするようぢゃ」

　ビルの屋上――谷間のような通りを見下ろす高層建築物の縁に腰掛けながら、ガブリエルは左手を示して見せた。

　そこには奇妙な機械が――握り潰つぶされたその残ざん骸がいがあった。

　超小型のＣＣＤカメラ以外に、幾つもの感知器らしい装置がコンパクトにまとめられており、元々の形状は球体のようだったらしい。大きさは卓球の球程度であろうか。

　数秒前までの異様な姿とはほど遠い。

　それはガブリエルがいきなりつかみ取って握り潰すまでは、確かに眼球にトンボ羽根と尻尾をオマケのようにくっつけた姿をしていたのだが……

「機械を精霊化させて飛ばしておったのぢゃな」

「付つく喪も神がみか。発想としては別に新しくはないが」

　アガリアレプトは感心したようにガブリエルの掌てのひらを眺める。

　そんな時――

「ああ、いたいた！」

「探しましたデすヨー」

　慌てた様子でビルの屋上に上がってきたのは、ミヤビとシンクラヴィアである。

「突然、いなくなるんですから……」

「やかましい。妾わらわが何処にいようと妾の勝手ぢゃ」

　掌の機械を再び握り込んで振り返りながらガブリエルが言った。

「……それハそうでスケけど」

「やっぱり勝手に出歩かれると、〈学園〉が神経質に反応しますし――」

　恨みがましい様子で言うミヤビとシンクラヴィア。

　まあ朝から晩までガブリエルとアガリアレプトの買い物行あん脚ぎやに付き合わされた上、勝手に〈学園〉の用意した部屋から抜け出されては、たまったもんではないだろう。今のミヤビとシンクラヴィアは、ガブリエルやアガリアレプトの部下であると同時に、二柱の神魔をもてなす〈学園〉側の係員でもある。

　要するに彼女等は二つの立場の板挟みにある訳で、色々と辛い処なのだろう。

「あのような辛しん気きくさい処におっては息が詰まるのぢゃ」

　ガブリエルは言った。

「またそういう我わが儘ままを――」

「そもそも魔力のほとんどを封じているとはいえ、我等がこちらに来ているだけでも条約違反だからな。連中も我等を放っておくわけにもいかんのだろうが――四六時中、〈学園〉の監視下に置かれるのはさすがに気分がよろしくない」

　とアガリアレプト。

　一度は〈学園〉に顔を出したガブリエルとアガリアレプトであるが、それで大人しくなるようなタマではない。一応〈学園〉が用意した施設に滞在するという建前だが、勝手に抜け出して秋葉原だのアメ横だのをほっつき歩いているのだ。

「アガりん。お互い気の利かぬ部下を持って苦労するのお」

「そうだな――ガブやん。この大変さをわかってくれるのは貴女あなただけだ」

　頷き合う大天使と大悪魔。

「…………本当に一体、何しに来たのよ……」

　ひどく疲れたような表情でミヤビは呟いた。
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　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃー

　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃー

　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃー　ちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃちゃー

　…………

「はっはっは。伊い福ふく部べマーチは高こう揚ようするなあ」

　などと言いつつ――何故か野戦服に身を包んだ榮太郎は、うきうきとタナロットやエーネウスに指示して、すぐにでも押し寄せてくるであろう、〈学園〉の鎮圧部隊に対して迎撃準備を整えたりしていた。

　ちなみに行マ軍ー歌チ調の音楽は、何時の間に用意したのか部屋の真ん中に置かれたラジカセから延々と流れている。

「ゴジラ、ゴジラ、ゴジラとメカゴジラ、ミニラ、ミニラ、ミニラとメカミニラ、モスラ、モスラ、モスラとメカモスラ～と」

　意味不明の歌詞をその伊福部マーチに載せて歌う榮太郎。

　そんな彼等を何処か戸と惑まどったような表情で『首謀者』と書かれたたすき（榮太郎製）を掛けた鈴果が眺めている。

「…………というかなんで積極的に手伝ってんだ、アンタは？」

　今さらながら呻くように言う鈴果に、しかし榮太郎は何処からか取り出した迷彩模様の扇せん子すでぴしりと自分の額を叩きながら言った。

「いえいえ。アッシは鈴果姐ねえさんの心意気に打たれただけでやして」

「意味わかんねーし」

「気にしないでおくんなせえ、アッシはただの遊び人でさ」

　などと言って再び自分の額をぴしりと扇子で叩く。

　……野戦服姿でやっても似合わない事おびただしい。

　まあそれはともかく――

「……エーネウスさん」

　近くを通りがかったエーネウスに、拓人は囁ささやくように言った。

「御願いですから止めさせてください。鈴果も先輩も。〈学園〉の部隊相手に闘うなんて無茶もいい処というか――先輩も一体何を考えてるんだか。悪ふざけが過ぎますよ」

「私もそうは思いますが」

　エーネウスは少し首を傾げて言った。

「今回に限って言えば一応きちんとした考えがおありのようなので、御主人様は」

「そ……そうなんですか？」

　とてもそうは見えないのだが。

「どちらにせよ御主人様よりも鈴果さんの方が問題です」

「そりゃそうですが……」

　榮太郎は便乗して悪ふざけしているだけかもしれないが、鈴果は明らかに本気だ。

「鈴果さんの問題は私がどうこうできるものでも、どうこうすべきものでもないでしょうし……」

「うーん……」

　拓人は困り果ててしまう。

　どう鈴果を説得したものやら。

　元々鈴果も鈴穂も頑固で思い込みは強い方だったが――実際の行動力を伴っている分、鈴果の方が一旦無茶をしだすと止まらないと言うか、行動に移し易い分、勢いがついて止まらないのだ。

「よーし次は『ワルキューレの騎行』だー！」

「みゅー！」

　訳のわからない事を言いながらＣＤを換える榮太郎と、多分何も分からずに同調しているタナロット。

「心理作戦開始ィ!!　でっかくかけろォ！　フォックスロットだ、Shall we dance!」

「みゅーっ!!」

「……何処かのサーフィン狂いの中佐ですかあんたは…………」

　思わず突っ込む拓人。

「はっはっは。あぽかりぷすなーう！　確かに例の映画で有名だが、古くはナチスが兵士の士気を鼓こ舞ぶするためにも利用したという由ゆい緒しよ正しい戦意高揚音楽だぞ。いいなあワーグナーは」

「…………」

　いろいろ突っ込むべき処を思い付きつつも、いろいろ危険な感じがして拓人は突っ込む代わりに溜め息をついた。
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　バンの貨物室――各種操作卓と大型水晶板ディスプレイを装備した擬装指揮車の中で寒河江教授が命じる。

「突入準備!!」

『――[image: ]!!』

　応じるのはバンの周りで戦闘準備を整えていた重機動ゴーレム――そして対人戦闘用の歩兵インフアントリイゴーレムである。

　基本的に制御ルーチンは風紀ゴーレムや重機動ゴーレムと同じだが、屋内での作戦行動に特化しており、最早別種としか言いようがない小型の筐きよう体たいは、むしろ球体関節人形に近い印象である。まあ実際に基本フレームはトリンシア達が使っている人形と同じなのだが。

　歩兵ゴーレム達は少女のような外見に『何処の特殊部隊ですか？』という感じのポケットがたくさん付いたベストやズボンを身につけており、腰には精ミ霊ス鍛リ銀ルのナイフ、両手にはレーザー・サイトと高圧照明機フラツシユ・ライトを汎用レール部に装備したＣＱＢ近接距離戦闘戦用の拳銃――シグ・ザウエルＰ２２６自動拳銃を持っている。

「……いくらなんでも凶悪装備なのでは」

　補佐役のトリンシアが至し極ごく常識的な意見を言う。

「銃器はやり過ぎかと……万が一拓人さん達に命中しては。鈴果さんにしても『敵』という訳ではありませんし」

　一応大層な頭数で出動してきてはいるが――寒河江教授達は鈴果を〈学園〉に対する『敵』としては認識していない。今回の作戦も『テロリスト制圧』という建前を取ってはいるが、あくまで実質は『やんちゃな関係者にお仕置きをする』程度のものだ。

　無論、『十二席会議』の面子の中にはそうは思わない者も多かろう。これを口実にさらに鈴穂の絶縁を主張する者も多いかもしれない。

　だが〈学長〉が寒河江教授に制圧を命じたのは、寒河江教授ならばこれを『生徒のやんちゃ』で誤魔化すつもりだと判断したからだ。つまりは『事が大きくなってしまって、鈴果達の立場がとことん悪化する前に、生徒の悪ふざけという事で誤魔化してしまえ』という事である。

　そういう意味では――確かに本式の銃器で武装するのはやりすぎではある。

　しかし……

「エアガンだよ」

　苦笑して寒河江教授が言った。

「もっともＢＢ弾とインナー・バレルの中には色々と術式が組み込んであるがね。元々は佐久間準教師のアイデアだが。生分解プラスチックの弾を使えば環境にも優しいし、元が玩具おもちやだからな。施設に被害が出にくいので採用したのだ。弾を残しても一般人には『ああ、ＢＢ弾か』で済む」

「……なるほど」

　要するに一種のサバイバル・ゲームだ。

「さて――」

　寒河江教授は居並ぶ一同――歩兵ゴーレム十体、重機動ゴーレム十体、総計二十体のゴーレム一個小隊を振り返った。

「目標は羽瀬川鈴果及び彼女に与くみする者の制圧、人質の奪還だつかんである。施設破壊は最小限度に留める事。一応、〈学園〉関係者外に対する記憶操作・忘却系の魔法場は設定してはあるので隠密行動レベルはＢとする。殺傷不許可。以上の条件に合致する限りにおいて一切の装備及び作戦行動の制約を解除する」

「――[image: ]っ!!」

「時計を合わせる。――３、２、１、マーク！」

「――[image: ]っ!!」

「状況開始アクシヨン！」

「――[image: ]っ!!」

　寒河江教授の声に重機動ゴーレム達と歩兵ゴーレム達が右腕を挙げて応じる。

　そして――戦いは始まった。
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『タクちゃん。御免ね』

　ぐるぐる巻きに縛られた状態の鈴穂は、しかし指先でサインペンを摑つかんでそんな文字を書いて寄よ越こしてきた。無論、まともな体勢で書いている訳ではないので字はぐちゃぐちゃだったりするが、そこは生まれた時からの付き合いの拓人、多少乱れていても鈴穂の字は読める。

「ん？　――『御免』って何が？」

『何だか私のせいみたいだから』

「何だかって何だよ。別に鈴穂のせいじゃないだろ」

　苦笑して言う拓人。

「でも本当に何を思ってこんな事始めたんだか……」

『わからないけど……私はもうしょうがないけど、鈴果はこんな事しなくても、ずっとタクちゃんの側にいられるのに。むしろこんな事したら』

「ちょっと鈴穂――何の話だよ？　僕がどうしたって？」

　怪け訝げんそうに尋ねる拓人。

『私は多分、もうタクちゃんの側にいられないけど』

「……なんで」

『足手まといだから。記憶調整されなくたって……私は、タクちゃんの邪魔になるし』

　拓人は言葉に詰まる。

　恐らく、鈴穂は先の明人の襲撃の時の事を言っているのだろうが――

「今日、じゃなくてもう昨日か――とにかく襲ってきた連中は、元々強すぎたんだよ。だ……だから別に鈴穂が足手まといとかそういうのじゃ」

　そう言いつつも拓人は自分の台詞せりふを思い出す。

『僕達の側にいるのは危険なんだよ……今日の事でよくわかったけど、僕も自分の身を守るのも覚束ない状態だし』

　それはつまり『鈴穂は足手まといだ』と断じた事と同義ではないか。

　彼女を軽んじるつもりはないが――それは鈴穂の側からすれば見限られるのと大差あるまい。自覚はなかったが、拓人が鈴穂に『退学』の事をなかなか言い出せなかったのも、美び辞じ麗れい句くで足手まといを切り捨てようとする……そんな心の動きがあったからではないのか。

　だとしたら――最低だ。

『違うの。私は何もできなかったし』

　自分を責める拓人の気持ちは知らず――鈴穂は淡々と書き連つらねていく。

『〈ワルプルギス〉持ってたって〈アイギス〉持ってたって私は、ただ怖くなって震えている事しかできないの。麻ま雪ゆきちゃんの一件で、少しは強くなれたかなって思ったけど、私は、結局以前のままで。強くなったのは鈴果だけで。鈴果がいないと結局、私は元のままで。なんて言うか……』

　一瞬躊躇ためらうように字を書く手が止まる。

『鈴果が私から分離したのは、なんて言うか……その。蛹さなぎから蝶が羽う化かするみたいに、本物の羽瀬川鈴穂として鈴果は、私から、要らない部分を脱ぎ捨てるようしにて……私は抜け殻なのかなあとか』

「何言ってんだよ!?」

　びっくりした様子で拓人が声を上げる。

　鈴果やエーネウスがこちらを見るが――拓人は声を潜ひそめて言葉を続けた。

「そんな訳ないだろ？」

　本当にそんな訳はない。

　断じて――

『でも』

　じわりと眼鏡めがねの奥で涙ぐむ鈴穂。

『そうとしか思えないんだもん。だって私は本当に愚ぐ図ずで、駄だ目めで――』

　そこでもう文字にならずにぐにぐにと鈴穂のノートには乱れた線が書き付けられるだけになっていった。

　拓人は――溜め息をつく。

　駄目だ。鈴穂はもう自分を否定的に考える事に意い固こ地じになっている。

　ここで拓人が多少の言葉を掛けても意味がない。むしろ萎い縮しゆくするだけだ。それが経験上拓人にはよくわかっている。こういう時は鈴穂の考え方に多少なりとも変化が現れるまでじっくり待つしかない。

　それに――

（……僕が鈴穂と距離を取ろうとしてたのも、原因か）

　鈴穂は察しの悪い処はあるが、決して鈍感どんかんではない。むしろ対人恐怖症の彼女は、相手の仕草や視線の動き、言葉使いや口調には過敏な位に反応する事が多い。相手の何気ない仕草でもそれを気にせず適当に『流す』事ができない。いちいち細かく考えてしまう。

　だからひょっとしたら……拓人が鈴穂の事を慮おもんばかって距離を取るべきと考えていたのも、ある種の疎そ外がい感かんを感じさせるような仕草として表出していたのかもしれない。

　だとしたら益々、今さら、拓人が言葉を一つ二つ掛けた処で意味がない。何を言っても、鈴穂にはおためごかしにしか聞こえないだろう。

（どうしたらいいんだろう……）

　拓人は途方に暮れてそんな風に考えていた。
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　樹き乃の里さとロイヤルハイツの壁面がわずかに音を立てる。

　風もないにもかかわらず、ぱらぱらと壁面の塗装の一部が欠けて細かな塗料片が落ちていく。下を通っている者がいれば何事かと頭上を振り仰ぐだろうが――そこに見えるのはただそびえ立つ壁面と夜空だけだろう。

　もっともその者が霊視眼グラムサイトの類を持っていれば、そこに原因を見つける事もできるかもしれない。

　隠伏ステルスモードで壁面を音もなく登っていく重機動ゴーレム達を。

　単分子ワイヤーを射出、先端のかぎ爪を屋上の縁に引っかけて、強力なウインチでそのワイヤを巻き取りながら昇っていくのである。

　対テロ戦において多面同時攻撃は基本だ。

　複数の方向から同時攻撃を掛けられた相手は、咄とつ嗟さに対応に迷う。指揮系統が混乱している数秒間の間に強行突入し、目標を制圧できれば基本的に攻撃側の勝ち。それをどうにかして防ぎきれば籠城側の勝ち――とまではいかないが、逆上した籠城側が人質をどうにかしたりする訳で、やはりそれは攻撃側の失敗――つまりは『負け』に違いない。

　故ゆえに、重機動ゴーレム達は壁面を伝って問題の部屋のベランダから、歩兵ゴーレム達は順当に正面入り口からアプローチする。

　時計を合わせたのもこの為だ。

　迂闊に通信すると傍ぼう受じゆされる可能性が高い。この為に、予あらかじめ突入時間と行動内容を打ち合わせておいて、一気に突入、制圧する。

　だが――

「――[image: ]っ!?」

　高機動戦用の四本脚を大きく開き、まるで蜘く蛛ものようにするすると壁面を登っていた重ゴーレム部隊――その先頭の一体が、戸惑うように動きを止めた。

　彼等のワイヤーの引っかかった先、マンションの屋上外縁、落下防止フェンスの外側にゆらりと人影が一つ生まれたからである。

「[image: ][image: ][image: ]っ!?」

「――ふふふふふふふふふ」

　月光を背に不気味に笑うその人影は眼下の重機動ゴーレム達を見下ろしながら言った。

「そうくると思ったよ」

「[image: ][image: ]っ!?　[image: ]ー[image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ][image: ]っ!?」

　動どう揺ようのあまり何事かを口走る重機動ゴーレム達。

「ふふふ。『佐久間榮太郎準教師。貴方が何故――？』か」

　と人影――まあ要するに榮太郎なのであるが――が言った。

　どうやら榮太郎は重機動ゴーレム達の姿も見えていて、なおかつ彼等の発する『[image: ][image: ][image: ]』の意味がわかるらしい。傍はた目めにはかなり不気味というか、まともに意思疎そ通つうができているのかどうかも怪しい電波なやりとりであるが。

「何故、何故、何故――か」

　悠ゆう然ぜんと両手を広げながら榮太郎は言った。

「何故なら――」

「[image: ][image: ]ー[image: ][image: ]っ？（何故なら？）」

「そうしろと囁くからだ、俺のゴーストがっ!!」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ーっ!?（何の話ですかーっ!?）」

「とおっ！」

　そのままあろう事か――榮太郎はいきなりマンションの上から飛び降りる。

　どがん、と宙づりの重機動ゴーレムの一体の上に着地。のけぞる重機動ゴーレムに向かって榮太郎は腰から抜いた拳銃――グロック17を連射。

　ばしゅしゅしゅしゅしゅっ！

　明らかにエアソフトガンとおぼしき音を発する榮太郎のグロック17。そう――こちらもＢＢ弾使用の玩具である。

　ただし――

「――[image: ]っ!?」

　数発着弾したその重機動ゴーレムは、がくん、と動きを止めた。無論、ＢＢ弾は全てその装甲に跳ね返され、重機動ゴーレムには全く外見的損傷は認められないのだが――

「見たか特性ウイルス弾！　魔法で分子組成にウイルスプログラム仕込んだ上、着弾するとその衝撃で自己解凍、触れたシステムに感染してＯＳを浸食し、ハングアップさせるエンガチョなナニだ！」

「[image: ]ーっ!?」

「わーははははははははっ!!　そーれ、当たったら止まるぞ――っ!?」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]――っ!!」

　機能停止した重機動ゴーレムを蹴って次のゴーレムに襲い掛かる栄太郎。

　一体が防御力場を展開してウイルスＢＢ弾を弾はじく。次いで飛び乗ろうとした榮太郎をその腕で弾き飛ばした。

　哀れ支えるもののない榮太郎はそのまま落下――…………しない。

「わはは！　どこぞの全身擬ぎ体たいでもあるまいし、命綱もなく飛び降りたりするか！」

　空中に浮かびながら榮太郎は呵か々かと笑った。

　重機動ゴーレム達の高性能光学感知器は、彼の袖口からきらりと月光に煌きらめく一線があるのを発見した。

　よく見ればその線のもう一方の端は、マンションの屋上の縁、そこに陣取っているずんぐりむっくりした影に繋がっている。

　重機動ゴーレムだ。

　要するに榮太郎を支えているのは、壁面登坂に使っているのと同じ単分子ワイヤだ。恐らく先に来ていた三機の重機動ゴーレムは、榮太郎のハッキングを喰らって強制的に『寝返り』させられたのだろう。

「[image: ]っ……！」

「まあ空中浮遊もできなくはないけどな」

「[image: ]――っ!?」

「さて。ここからが本番」

　榮太郎はにやりと笑って言った。

「今週のびっくりどっきりメカ――ッ！」

「[image: ]っ!?」

　愕がく然ぜんとマンションの屋上を再び仰あおぎ見る重機動ゴーレム達。

『メイド、メイド、メイド、メイド――』

　何処からか響ひびいてくる――何か呪文のように繰り返される『メイド』の一語。

　そして榮太郎を支える重機動ゴーレムの左右に、ざざざ、と音を立てて寸足らずの人影が並んだ。身長は一メートルにも満つまい。小柄と言うより純粋に小さいのだ。

　それは……

「[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　プチネウスの集団であった。

　その数――およそ五十。

　姿は相変わらずメイドさんルックだが、その両手にはやけにデフォルメされた寸詰まりの銃を――ミニ電動エアガンのステアーＡＵＧを装備している。

　チビっ子人造精霊達は、まるで歴戦の兵士達のように、一糸乱れぬ動きで――でも『うんしょ、うんしょ』と吹き出しを付けたくなる動きでもあるのだが――屋上の落下防止フェンスをよじ登ると、そこから何の躊躇いもなく飛び降りた。

「[image: ]――っ!?」

　思わず任務を忘れ、両手で眼を――というか光学感知器を――覆おおう重機動ゴーレム達。

　だが……

　ぽんぽんぽん、と夜空に白い花が咲く。

　プチネウス達は投身自殺した訳ではなかった。

　小さな降下兵達は小さな落らつ下か傘さん――というかどう見ても普通の日傘だが――にぶら下がりながら、ふわふわと降りてくる。

「[image: ][image: ]っ……」

　ほっとゴーレム達が安堵したのも束の間。

　愛くるしいプチネウス達は、空中をのんびりと漂ただよいつつ、しかし無表情に手にした、ミニ電動エアガンの銃口を重機動ゴーレム達に向けた。












「[image: ]――っ!?」

「わはははははははは、撃てまい！　このプチでラビューンなメイドさん達に銃口を向ける事など、できまいがあっ!!　心理作戦とはこういうものだっ！」

　違います。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（あんた鬼か）――っ!?」

「わーはははははは、鬼でもなければ神でもなーい!!　ＦＩＲＥ!!」

　まあそういう訳で。

　重機動ゴーレム達の悲鳴と、榮太郎の哄こう笑しようと、それからミニ電動ガンの軽いモーター音がすぱたたたたたたた――と響き渡った。
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　同時刻。

　マンションの階段を上って拓人達の部屋へと接近アプローチしていた歩兵ゴーレム達は、いきなり途中で罠に引っかかっていた。

「――[image: ]っ!?」

　歩兵ゴーレムの脚が階段に張ってある細い糸を踏む。

　その瞬間――

　ばしゅっ!!

　階段の踊り場の手て摺すり――その陰に仕掛けられていたブービートラップが作動。総計二百発近いボールベアリング、ではなくてウイルス入りＢＢ弾が雨のように歩兵達に襲い掛かった。

「[image: ]ーっ!?」

　とりあえず狭い階段が幸さいわいし、先頭の二体が盾たてとなる事で後続への被害は防げたものの……先頭の二体はもろにＢＢ弾を喰らって機能停止。がしゃんと見た目以上に重い音を立てて倒れ伏した。

「[image: ][image: ][image: ]っ!?」

「[image: ][image: ]！」

　高速圧縮言語でやり取りしながら、歩兵ゴーレムは後方に一旦退たい避ひしようとした。

　だが――

「みゃーっ!!」

　階段の上に出現する人影。

　紅あかい髪と眼の――少女。

　言うまでもなくタナロットである。

「[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　驚く歩兵ゴーレム達に向けてタナロットはいきなりダイブ。

　隊列の立て直しも済んでいなかった歩兵ゴーレムの真ん中に突っ込んだタナロットは、そのまま手近なゴーレムからぶん殴り始める。

「みゃーっ！」

「[image: ][image: ]ーっ！」

　さすがに重機動ゴーレムと異なり、フルパワーのタナロットに殴られると、重装甲のない歩兵ゴーレムはあちこちがへこんで動きがおかしくなってくる。瞬く間に二体の歩兵ゴーレムを行動不能に追い込んで、タナロットは振り向いた。

　彼女の背後には今しも拳銃を撃たんとする歩兵ゴーレムの姿。タナロットが他の機体と殴り合っている間に回り込んできたのだろう。

「みゃっ！」

　タナロットが手を伸ばしてゴーレムの手を払う。

　ばしゅ！　と音を立てて放たれるＢＢ弾。

　流れ弾は既に機能停止していた歩兵ゴーレムに着弾した。

　――きん！

　と硬質の音を立てて歩兵ゴーレムを透明な――結晶のような何かが包んだ。

　拘束用魔法である。基本的な発想は榮太郎のＢＢ弾と同じだが、榮太郎のそれがゴーレム達の制御システムに干渉して一時的な機能停止を引き起こし、内側から動きを止めるものに対し、寒河江教授が仕込んだ魔法は一時的に空間そのものを変質させる効能――つまりは外側から無理矢理固定して動きを止める効能を持つ。結晶化した空間は通常の力押しでは破壊できない。

　だが――

「――[image: ]っ!!」

　歩兵ゴーレム達はすぐに射線修正。

　無論、誤射の動揺など彼等にはない。そもそも彼等の発射する弾は前記の通り捕縛用のもので、致命的な効果を発揮するものではないからだ。仲間に当たっても後で解除すれば良いだけの事である。

「みゃ――ッ!!」

「[image: ][image: ]っ！」「[image: ][image: ]っ！」「[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　階段の中をゴムボールのように跳ね回るタナロットに、しばし歩兵ゴーレム達は照準を手間取ったようだが、そこはさすがにメカ。いつまでも右往左往しているはずもない。

「[image: ]――ッ!!」

　一斉射撃。しかも二連射ダブルタツプ。

　総計十六発のＢＢ弾が狭い階段の空間を突き進む。玩具といっても初速は秒速八十メートル余り、五メートルもない距離で撃ち込まれてはとても避けられるものではない。まして『面』としての同時攻撃となれば――

「みゃーっ!!」

　タナロットが背中に手を回す。

　ぶん――と振り抜かれた一本の棒。

　いやそれは――

「――[image: ]っ!?」

　驚きよう愕がくの声を発する歩兵ゴーレム達。

　ＢＢ弾が全て弾かれたのである。かきんかきんと壁や床や天井で発生する結晶空間。だがそれらは周辺設備や無関係な者への無用な被害を防ぐため、予め生体や動体に命中しなかった場合は即座に自己分解、消滅するように設定されている。

　しゅわしゅわと音を立てながら溶解する結晶空間。

　その向こうに立つタナロットが持っているのは。

「みゅふふふふふふふふ」

　ぶん……と鈍い音を立てながら傘かさのように展開する防御力場。

〈アイギス〉である。

「借りてきたのである」

　とタナロット。

「[image: ][image: ][image: ]……」

「覚悟するのである!!」

〈アイギス〉を階段一杯に展開したままタナロットが突撃。

「[image: ]――っ!?」

　悲鳴じみた声を上げながら歩兵ゴーレム達が一斉射撃するが、当然、それらは弾かれてタナロットに当たらない。無意味にあちこちに結晶空間ができては溶ける中、〈アイギス〉を翳かざしたまま真っ直ぐ突っ込んできたタナロットがゴーレム達に体当たり。

「[image: ]――っ!?」

「地獄車なのである!!」

　とか何とか言いつつ、ゴーレム達と絡からまってダマになったタナロットは、そのままごろごろと階段を転がり落ちていった。
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「ああああああ…………」

　タナロットと榮太郎の活躍――というか何というか――を部屋の真ん中に設置された水晶球で見ていた拓人は悲鳴じみた声を上げた。

　二人とも絶好調である。

　つまりはそれだけ事態が長引いて複雑化する訳で。複雑化すればするだけ解決は遠のくし、結果的により後に来るであろう叱責しつせきその他は烈はげしさを増す事になる。

　だが――

「…………」

　リヴィングの真ん中で大将よろしく座っている鈴果は、しかし相変わらず厳しい表情で事態を眺めている。

　ただ――

『鈴果。もういいから。もうやめて』

　そう示したのは鈴穂だった。

『こんな事しても何にもならないでしょ。私はもういいから。だから』

「…………」

　じろりと鈴果は鈴穂を見据える。

　思わず身を竦ませて鈴穂は動きを止めるが――

「…………」

　無言で鈴果は鈴穂を見つめている。

　その両目が――きつい光を宿す双そう眸ぼうが潤うるんでいるのだと鈴穂が気付いたのは、たっぷり三十秒は見つめ合った後であった。

「ずるいよ……」

　鈴果はぽつりと言った。

　意味がわからず鈴穂は眼を瞬かせる。

　だが――

「何が『もういい』だよ!?　何が『もういい』なんだよ!!」

　きゅっ――と鈴果の表情が歪ゆがむ。

　鈴果は座っていた椅子を蹴倒して憤然と立ち上がった。

「アタシと鈴穂が、アタシ達が、拓人の側にいるんだろ？　ずっと拓人を護ってあげるんだろ!?　そう決めたんだろ!?」

　いきなり、堰せきを切ったかのように喚わめき散らす鈴果。

　突然の鈴果の感情の暴発を前にして、『え？』とでも言うような表情で硬直する鈴穂。拓人も同様だ。ただ――ファルチェとエーネウスは予め何かを察していたのか、何処か憐あわれむような表情で鈴果の暴発を見つめていた。

「アタシ達二人で!!　アタシ達が！」

「…………」

「アタシ一人じゃ意味ないもん!!　なのに何だよ!?　自分だけ――そんなのずるいよ！　自分だけなんだか悟ったような顔しちゃって!!　アタシ一人じゃやだよ！　自信ないよ！　怖いよ！　見捨てちゃやだよ!!　アタシ一人で幸せになんかなれないよ！」

「…………」

　呆然と鈴果を見つめる鈴穂。

　しばし混乱が彼女の頭の中で渦うず巻まいていたが――

（ああ……そうか）

　不意に合点がいった。

　結局の処――鈴穂が考えるような、本物か紛まがい物かなどという区別は鈴果の頭の中にはなかったのだ。抜け殻だとか。どっちが相応しいとか。そもそも自分達を区別して考える発想すら鈴果の中にはなかったのかもしれない。

　たとえ分裂してもずっと一緒、二人で一人……鈴果はそう考えていたのである。

　鈴穂達は普段が普段なので今一つ意識していなかったが、鈴果が実は鈴穂よりも後に生まれた人格であり、その年齢は未だ十歳あまりでしかないのだ。未だ「姉」ばなれできない子供――それが鈴果なのである。

　本物とか偽物とかではない。

　二人で一人。

　姉妹で揃そろって一人前。

　比翼の鳥のたとえではないが――鈴穂が鈴果に依い存ぞんしていたように、鈴果も鈴穂に依存していたのである。傷による欠落と。未熟が故の不足と。共に欠けて足りないものを補うようにしてこれまで二人はやってきたのだ。

　それは共依存ではある。

　自立できていないという事でもある。

　だが……だからといって支え合う者達の片方が諦あきらめてしまう事は、もう片方をも巻き込んで共倒れになるという事だ。独りでは立てないからこその共依存である。片方の翼では飛べないからこそ、比翼の鳥はつがいの一方が死ねばもう一方も必ず後を追う。

　ならば……

　共に依存する者達は、お互いが、同じだけの歩幅で自立に向かって歩いていかなければいけない。いつかそれぞれの脚で立てるその日まで相手を支え、自分も相手と共に歩く責任が生じるのではないか。

『ごめんなさい』

「…………」

　鈴穂がそう書くと鈴果は喚くのを止めて鈴穂をじっと見つめる。

『私独りでいじけてた。私の悪い癖くせだね』

「…………」

『妹を見捨てる訳にはいかないわよね』

「…………わ」

　視線を鈴穂から逸そらして――恥ずかしいのかもしれない――鈴果は言った。

「わかればいいのよ、わかれば」

『タクちゃん』

　鈴穂は拓人を振り返った。

『やっぱり私、私もタクちゃんの側にいたいし、私だけ〈学園〉から切り離されるのもイヤ。タクちゃんの事もだけど、麻雪ちゃんとか寒河江教授とかトリンシアとか、〈学園〉で知り合った人達の事を、想い出とかを、忘れちゃうのもイヤ。それを取り上げるっていうのなら、私、やっぱり鈴果と一緒に〈学園〉の決定に反抗する』

「…………」

　拓人はしばし黙ってノートを見ていたが……

「そうだね。そう考えるのも当然だよね」

　そう言って苦笑する。

「僕もちょっと間違ってたかな」

『え？』

「鈴穂の為を思うなら、鈴穂から離れた方が良いかもって思っちゃったんだよね。魔法が鈴穂の人生を狂わせたのなら、魔法と関係のない人生を鈴穂が送れるようにしないといけない、ましてや――昨日みたいな事があったら、また鈴穂を危険にさらすからって」

「…………」

「でも鈴穂の幸せとか不幸せとか。そういうのは僕が『これが幸せなんだ』って決めるもんじゃないよね」

『うん』

　弱々しいが――しかしはっきりと鈴穂は微笑ほほえんだ。

「わかった。僕も〈学園〉の上の方に、何とかできないか掛け合ってみる。先輩とか秋あき穂ほ叔お母ばさんとかの口添えもあれば、何とかなるかもしれないし、途中で諦めるよりはやるだけやって、本当の最後に諦めた方がいい」

『うん』

「――鈴果」

「…………」

　鈴果は拓人達に背中を向けたままだ。

　だが聞いていない訳ではないのだろう。彼女の傍らでエーネウスとファルチェが黙って苦笑を浮かべていた。

「そういう訳だから。鈴果だけで背負い込む必要はないよ。みんなで直じき訴そしよう」

「…………うん」

　呟くような声。

　だが拓人と鈴穂は顔を見合わせて笑い合う。エーネウスとファルチェも少年少女達を労いたわるように優しい微笑を浮かべていた。

　その時――

「やー。いい汗かいたなー」

　言いながら榮太郎が戻ってきた。

　まるでスポーツ後のようなノリである。この佐久間榮太郎という人物をよく知らない人間なら、まさか今の彼が米陸軍歩兵部隊一個中隊にも匹敵する戦力を相手に立ち回りを――それもマンションの壁面で――演じてきた直後だとは夢にも思わないだろう。

　ちなみに彼の背後にはやっぱり『メイド、メイド』とか言いながらプチネウスの集団がぞろぞろと付いてくる。

「先輩――」

「お疲れ様です」

　歩み寄ったエーネウスがタオルを手渡す。

「ま、とりあえず第一陣は凌しのいだかな。タナちゃんもそろそろ戻ってくるだろ」

「いや、それなんですけど先輩――もうちょっと皆で直訴するとか穏当おんとうな方法で何とかしようと今意見統一が」

「えー？」

　不満そうに顔をしかめる榮太郎。

　彼はエーネウスから渡された缶ビールを空けながら言った。

「これを機にいろいろやりたい事あったんだけどなー」

「まずいですってば。とにかく……」

　拓人が苦笑しながら言った――その時。

　前兆はなかった。

　少なくとも――拓人も鈴穂も気付かなかった。エーネウスやファルチェも同様であろう。気付いていたならもっと早くに手を打っていたはずだ。

「…………」

　……びくん。

　鈴果の身体が震えた。

「…………？」

　拓人や鈴穂が怪訝そうに鈴果の背中を見つめる。

　痙けい攣れんのような――激しい震え。

　それは断続的に、何度も何度も繰り返され……それどころか次第に激しさを増していく。耐えきれず床の上に崩くずれ落ち、それでも収まらず、鈴果は陸に揚あげられた魚のように身体をびくんびくんと動かしている。

　呼吸困難？　――違う。

　心臓発作？　――違う。

　拓人の魔法使いとしての勘かんが告げる。

　これはもっと根本的な――

「す――鈴果？」

　慌てた拓人が反射的に声を掛ける。

　それが――その一言がまるで引き金になったかのように。

「――!!」

　鈴果の崩ほう壊かいが、始まった。
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　その頃。

〈学長〉室は二名の訪問者を迎えていた。

　影のような二次元的怪人――ボブソン教授と、仙人的猫少女――井い草ぐさである。

「――では羽瀬川鈴穂の記憶処置その他の提案を撤回すると？」

〈学長〉の言葉にボブソン教授は厚みのない肩を竦めて言った。

「仕方なかろう。状況が変わったのだからして。むしろ羽瀬川鈴穂は〈学園〉で保護しておくべきだ」

「……ふむ」

「〈学長〉。貴方も気付いておられるだろう？　今回の一件ではっきりした。羽瀬川鈴穂のあの能力は――不完全ながらも〈始源的神魔創造者〉のものだ」

　ボブソン教授はゆらゆらと海草のように〈学長〉室を歩き回りながら言った。

「神格値が低いからか、結合度が低いのか――まだ完全に存在界面かいめんを形成して神や魔のような絶対性を獲得はしていないが、鈴果は明らかにタナロットの同類だ。羽瀬川拓人の場合、術式によって魔力を集積し、タナロットを形成したが、羽瀬川鈴穂の場合は自らの体内に魔力侵奪能力によって集積した魔力で鈴果を形成した事になる。むしろ〈聖母〉という隠語に従うならば、羽瀬川鈴穂の方が本来の〈聖母〉に近い」

「……で？」

　続きを促うながす〈学長〉。

「最後まで言わせるおつもりか？　私や羽瀬川鈴穂の記憶処置その他を提案した者達は、全員この事に気付いている。気付いた上で、羽瀬川鈴穂に魔法能力を与えない、魔法行使能力を与えないようにする事、魔法そのものに近付けない事、それが重要だと踏んだのだ。魔力と縁のない生活をしている限り、彼女はただの二重人格者に過ぎないのだから。しかし一旦魔法と関われば、彼女は世界を滅ぼす爆弾と化す。むしろ羽瀬川拓人のように意識しての能力行使と違う分、タチが悪い」

「それはそうなのよねー」

　と苦笑を浮かべて井草が言う。

「拓人ちんは召喚魔法使わなければ良いだけだけど。鈴穂ちんの能力は自動的なもんだから、本人にはどうしようもないし。かといってずっと封じたままってのも無理な話だろうし……」

「何にしても」

　ボブソン教授は続けた。

「状況が変わった。〈連盟〉が羽瀬川鈴穂に――〈魔力侵奪能力〉ではなく、〈始源的神魔創造者〉としての羽瀬川鈴穂に気づき、眼を付けたとらしいという報告が入っている。好戦的な〈連盟〉の手に〈始源的神魔創造者〉を渡しては、どうなるかわかったものではない。我等の手で羽瀬川鈴穂は保護すべきだろう。また同時に彼女にも事情を説明し、協力を仰いだ上で、護身用の武装の充実を図る意味でも、〈ワルプルギス〉と〈アイギス〉の没収は撤回せざるを得ない」

「……なるほど」

　相変わらず〈学長〉の表情は曖昧に焦点がぼやけていて、誰の眼にもはっきりとはわからない。ただ……〈学長〉はどうやら微笑したらしかった。

「そういう訳で」

　井草が言う。

「〈学長〉――また〈十二席会議〉開いて貰える？　一応根回しはしたというか、全員の言げん質ちはとったけどさ」

「了解した。だが現在、寒河江教授が公務で出掛けていてな。それが終わってからという事になるが」

「うん。それで。御願いねー」

　猫耳を生やした仙人はにっこりと笑った。
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　指揮用のバンの中で寒河江教授は唸っていた。

「…………うーむ」

　正直――榮太郎が面白がって鈴果側に付くのは予想の範囲内であった。あの準教師は面白ければ何でもアリという難なん儀ぎな性格をしているからだ。

　だが……想った以上に榮太郎やタナロットの抵抗が激しい。

　とりあえず最初のアプローチでは、重機動ゴーレム八体、歩兵ゴーレム七体が機能停止、あるいは重度の損そん壊かいに追い込まれ、動ける残りの重機動ゴーレムと歩兵ゴーレムが何とか仲間達を回収して戻ってくるという体ていたらくであった。

　損壊した歩兵ゴーレムはすぐにパーツ交換され、機能停止したゴーレムも寒河江教授の手によって即座に回路内を論理洗浄され、再起動。先のウイルスＢＢ弾の定義ファイルを含むワクチン・プログラムもインストール済みである。これで同じ攻撃を受けてももう平気だ。無論――榮太郎の事なので、その事も見越した上で新しいウイルス・プログラムを次のＢＢ弾に込めていたりするのだろうが。

「やはり私が出るか。大事になりそうなので気が進まないのだが」

　と寒河江教授が呟く。

　その手には彼の愛用の魔法機杖〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉がある。

　彼が本気で出張でばれば榮太郎とて苦戦は免まぬがれまい。だが……そこまでやってしまうと

『悪ふざけ』で誤魔化しきれなくなってしまう。一応重機動ゴーレムは寒河江教授の監督下に置かれているが、彼等の記憶装置内の情報は出動の度たびに〈フィロソフィア〉に回収されて公式データベースに記録されてしまう。要するに誤魔化しようがないのだ。

「馬鹿共どもが。こっちがせっかく穏おん便びんに済ませようと――」

　そこまで言って。

　寒河江教授は愕然と振り返った。

　無論、バンの中、見えるのは貨物室の壁面や天井ばかりなのだが――

「なんだ――この魔力偏差は？」

「――教授」

　運転席から小窓を通じてトリンシアが声を掛けてくる。

「斥候せつこうとして飛ばしていたバード・ゴーレムからの報告ですが。羽瀬川邸が何か異常な状況に置かれているようです」

「…………」

　寒河江教授は外に走り出ると、下から拓人達の部屋を見上げる。

　まさしく彼の視線を待っていたかのように――音を立てて硝子ガラスが一枚砕くだけ散った。

「――術式スペル００８８、実行エグゼキユート！」

　寒河江教授の言葉と同時に圧縮されていた呪文が〈エリ・エリ・レマ・サバクタニ〉の回路上で高速解凍及び連鎖的に展開。殺人的な速度で降ってきた鋭い無数の硝子片は、空中で静止。さらに次の瞬間、渦のように発生した力場によって一カ所に集められ、下降し――そのままゆっくりと地面の上に堆積たいせきした。

「何が起こっている？」

　怪訝そうな表情で寒河江教授はマンションを見上げる。

　そんな彼の背中に――

「ありゃ」

　何処か間の抜けた声が触れる。

「…………む？」

「ひょっとして手遅れ……？」

　振り返った寒河江教授は、道路を悠然と近付いてきた黒い大型バイクを認めた。

　ヘッドライトもなければナンバープレートもない。しかもタイヤのホイールまでが光を吸い込むかのような闇色に塗り込められている。これだけでも異様と言えば異様だが、明らかにリッターオーバーらしき大型バイクにもかかわらず、そして人力で押している訳でもないのに――全くエンジン音がしない。

　普通のバイクでないのは明らかだ。

　そしてそれは乗り手も同じだろう。そもそも各種隠いん蔽ぺい用の魔法が多重起動しているこの場で、寒河江教授達の姿を認めて近付いてくる者が普通の人間であるはずもないのだが。

　バイクはやはり音もなくバンの横に停まる。

　乗っていたのは――黒いライダースーツの女性と、そしてその後ろにタンデムで座っていた金髪碧眼へきがんの娘だった。

「ミス・セルティ？　それに――エミット？」

「現場封鎖中やさかい、空間転移で入られへんやろ。そやからたまたま校門近くで会うたこの人に送ってもらったんやけど」

　言いながら半人半天使の娘――ネフィリムのエミットは背後の黒いライダー・スーツの女性を振り返る。鎧よろいをライダー・スーツに、馬をバイクに替えて現代の街に住まうデュラハンの娘は小さく片手を挙げて見せた。

「逆転式できたさかいにな。早いほうがええやろ思て持ってきたんやけど……」

　呻くように言うエミット。

「こりゃ、あかんかも」

　どろりと――割れた窓から肉色のアメーバのようなものが姿を現したのは次の瞬間であった。
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「な……な、な、な……！」

　ぱくぱくと酸素不足の金魚のように口を開け閉めしながら拓人は呆然とそれを見ていた。

　隣の鈴穂も同様だ。

　当然だろう――まさかいきなりこんな事になろうとは二人とも想像もしていなかったに違いない。折角、鈴果の説得に成功し、事が丸く収まりそうな気配があっただけに、二人の脳はほとんど事態に付いていけず思考硬直ハングアツプした状態だった。

　鈴果は――

「ア……アアアア……？」

　――鈴果だったものは呻き声をあげた。

　そう。

　それはもう――鈴果とは、人間とはとても言えないような外見に成り果てていたのだ。

　全身の輪郭が緩ゆるみ、まるでアメーバのように不定形の、しかしそれまでと同じく肉色をした、しかし流動する……何か得体の知れない物体がそこにあった。

　なまじ人間の肌を思わせる色そのままなだけに、それが固体と液体の狭間はざまでどろどろと流動している様子は、見る者に吐き気を催させる光景である。

　質たちの悪い悪夢のようだ。

　どこからどう見てもきちんと人間の形をしていた鈴果が、わずか十秒余りでこんな姿になってしまうとは。

　しかも……

「なんなんだよ……なんなんだよこれはっ!?」

　拓人が悲鳴混じりの声を上げる。

　彼の目の前にあるアメーバ状の物体。

　その真ん中に――悪い冗談のように鈴果の顔だけが残っている。

　一見すれば鈴果が怪物に取り込まれてしまったようにも見えるが、鈴果の全身がこの状態に至るまでの過程、その一部始終を目撃してしまった拓人達には、そんな事は何の慰なぐさめにもなるまい。

「鈴果……鈴果っ!?」

　それでも我を取り戻して呼び掛ける事のできた拓人の気力は賞賛に値するだろう。

「――!?」

　拓人の足下でぱしゅん、ぱしゅん、と弾けるような音を立てて次々とプチネウス達が消えていく。三頭身の可愛い姿が消えた後には、『プチネウス●号』という文字とプチネウスのイラストが表面に印刷された記録ディスクがぽとりと落ちているばかりだった。

　どうもこれがプチネウスの本体らしい。

「どうしたのでしょう……精霊化が解けてしまったみたいですけど～」

　プチネウスを手に取りながらファルチェが言い――そして。

「…………！」

　次の瞬間にはファルチェも杖の状態に変化して、ころんと床に転がった。

「なにが……一体、これは……？」

「――まずいな。始まったか」

　混乱する拓人達の横で――榮太郎とエーネウスは至極冷静だった。

「先輩……？」

「予測はついてたんだよ。まさかこんなに早いとは思ってなかったが。逆転式も間に合わなかったみたいだし――〈連盟〉の連中との戦闘でバランスが決定的に崩れたか」

『どういう事なんですか？』

「要するにな」

　榮太郎は腕を組みながら言った。

「鈴果ちゃんは元々――不完全だったんだよ」

『不完全？』

「例えば召喚術――魔界や神界から魔族か神族を呼ぶ際も、依代よりしろとしての『器』を用意するよな？　大抵はこの場合、術の中に『器』の構築情報と固定命令も組み込まれている訳だ。わかり易やすく言えば――呼び込むのと同時に入れ物も作ってるって事。逆に言えば呼び込んでも入れ物がなければ――」

　言って榮太郎は持っていた缶ビールを傾ける。

　中身はリヴィングのテーブルの上にこぼれて――わだかまった。

「こうなる」

「…………」

　しゅわしゅわと炭酸を弾けさせるビールを見つめる拓人。

「まさか――」

「鈴果ちゃんの場合――この『器』の固定が不完全だったんだよ。元々きちんとした魔法式組み込んでできたものじゃなくて、事故でできた身体だからな。とりあえず鈴穂ちゃんのＤＮＡとか肉体の状態を基礎情報として取り込んで身体を――『個』としての界面を形成したみたいだが、それがきっちり安定してなかったって事だ。要するに鋳い型がたも器もないものがそれっぽく自己組織化してた訳で――まあ氷みたいなもんか」

　氷。確かにそれはそこに一つの形として存在する。

　だがいつかはそれは溶けてしまう――器がなければ溶けて流れてしまう。

「今はそのせいで暴走状態に陥おちいってるな……」

『よくわかりませんけど、鈴果を元に戻す方法はないんですか？』

　悲壮な――縋すがり付くような表情で鈴穂がそう書いて尋ねる。

　だが……

「うーん……」

　榮太郎は顔をしかめて唸る。

「エミットが作ってるはずの逆転式で鈴穂ちゃんの中に還元かんげんするか、あるいは強制的に『器』の術式を組み込むかだけども。どっちにしても今すぐどうこうって訳にはいかん上に――」

　ひゅん――と空気を切る音。

　鈴果の中から生まれた鞭むちのような触手が襲ってくる。

「――!!」

　思わず身構える拓人と鈴穂。

　だが――榮太郎の頭部を薙なぐ直前で、ぴたりと停まり、まるで硝子面を滑り落ちる液体のようにずるずると床に下がっていった。

「先輩……」

　その時になって初めて、拓人達は榮太郎が防御結界を展開している事に気付いた。

　半径一メートル余り。身を寄せ合っている限り、アメーバと化した鈴果に襲われる心配はないようだが――

「――おとなしくどうこうさせてくれそうにないのが問題なんだよな」

『鈴果！　やめて、しっかりして、鈴果！』

　プラカードを振り回す鈴穂。

　しかし――虚うつろな眼をした鈴果の面は、流動する肉の表面でたゆたうだけ。特に理性的な反応は見られない。

「無理だって。自分の身体が溶けて流れ出そうって状態だぞ。とてもじゃないけどほとんど意識なんざ残ってないって――とはいえ、どうしたもんかな」

　榮太郎は首を傾げる。

「このまま放置しておくとそれこそ、マンションの住人まで襲いそうだし……それに」

「……!?」

　ぐらりと榮太郎が身体を傾けるのを見て、驚く拓人達。

　咄嗟に前に出たエーネウスが彼の身体を支えるものの、そのエーネウスまでが何処か酔ったように足取りが覚束ない。ふらりと一緒に倒れかけ、辛かろうじて壁に背中を預ける形で二人は停まった。

「先輩!?　エーネウスさん!?」

「〈魔力侵奪能力〉――」

　呻くようにエーネウスが言う。

「……え!?　……あ!!」

　言われて――そして気付いた。

　プチネウスがディスクの状態に戻ったのも。

　ファルチェが杖の状態に戻ったのも。

　これはつまり魔力を強制的に奪い去られたせいだ。

　つまり――

『ひょっとして私が……？』

　愕然と尋ねる鈴穂。

　確かに今彼女は封印のリボンをしていない。リボンはしているが――〈魔力侵奪能力〉が消失していた為に、今彼女の髪に結び付けられているのは、ただの布だ。

『私が吸収しちゃってるんですか？　でもどうして今……？』

「当然っちゃ当然だが――『器』が崩壊した訳だからな。魔力が流れ出て拡散する……魔力の密度が下がって肉体を維持できない……でも自己保存本能みたいなのはある訳で……元々〈魔力侵奪能力〉は鈴果ちゃんの身体を形成する魔力を貯め込むのに使われてたんだから、とりあえず身体が安定している状態なら問題なかった訳だが、当然――この状況だと……鈴穂ちゃんを取り込み口にして……流出した魔力を回収しようと……する訳なんだろうが……まあ以前に比べると……二人に分割されているせいか、どうか、とにかく……吸収速度は落ちてるのが……まあ不幸中の幸いか……？」

「……その分、底なしのような感がありますが」

　とエーネウス。

　つまり――榮太郎は、魔法を使えば使うだけ魔力を奪い去られるこの状況で、ずっと防御魔法を使い続けていた事になる。魔族であるエーネウスに至っては、何もせずともじわじわと魔力を吸収されて衰すい弱じやくしていく事になる。

　二人ともふらつくのは当然だ。

「魔力だけじゃない……」

　榮太郎は座り込みながら言った。

「もう一度、遺伝情報なり何なりを取り込んで自己組織化するつもりじゃないのかな……本能的に。だから手当たり次第に人間を襲うぞ。本当は『器』としての形状情報を備えた術式を取り込まないといけない訳だが……元々鈴穂ちゃんの遺伝情報や生体の状況を基にして発生した肉体だからな……とにかく元に戻ろうと、遺伝情報を求めてるんだよ」

『じゃあ私の遺伝情報っていうか――細胞とかがあれば？』

「どうかな」

　榮太郎は皮肉っぽい表情で笑った。

「自分と他を区別する為の、界面形成がかなりいい加減になってるからな……今の鈴果ちゃんの身体に接触したらあっという間に融合しちまうだろうし……血とか髪の毛とかを放り込んでも、今の暴走した鈴果ちゃんの身体が、きちんとその遺伝情報を取り込んで元に戻るかどうか。そもそも遺伝情報だけじゃ形態は確定できないしな……」

　同じ人間でも若いとき、老いた時、太っている時、痩やせている時、様々な状況がある。それらも含めて初めて人間の形態は確定する。ただ遺伝情報だけがあってもああまで鈴穂そっくりになったりはしないだろう。『今現在の鈴穂』から得られる諸数値をも基にしているからこそ、あれだけ鏡映しのように鈴穂と鈴果は似ていたのだ。

「見ての通り……〈魔力侵略奪能力〉の亜空間回路は繋がってるみたいだが……取り込めるもんならそこを介して形態情報取り込んだっていいはずなんだよ……それができないって事は、もう崩壊は止められないんだろう、暴走してる本人に理解は無理だろうけど」


　覆水盆に返らず。こぼれたIt isミルクを no use前に crying嘆いても over意味がない spilt milk。つまりはそういう事か。



「そんな……」

　拓人は表情を強こわ張ばらせて暴走する肉の塊を見つめる。

「しかし本当にどうしたもんかな。さすがに俺でもこの状況で防御結界を維持すんのはきついしなあ――特にこの身体じゃ」

　と榮太郎。

　最後の一言は拓人達には聞こえないような小声ではあったが。

「鈴果！」

『鈴果！』

　何度目かの呼び掛けをする拓人と鈴穂。

　しかし――アメーバ状物体の表面に貼り付いた鈴果の顔に変化はなく、ただ虚ろな視線を無意味に放散しているだけである。しかもアメーバ部分は尚も巨大化し、部屋の全てを飲み込まんとする勢いだ。榮太郎の張っていた防御結界の形にアメーバ体がへこんでいるのがわかる――逆に言えばそれだけ部屋の大部分を溶け出した鈴果の身体が満たしつつあるという事である。

「さて……」

　呟く榮太郎の声にも僅かな焦しよう燥そうがあった。
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「――みゅっ!?」

　階段を上って羽瀬川邸の玄関にまで戻ってきたタナロットは――そこで硬直した。

　まるで彼女の帰還を待ちかまえていたかのように、ばん！　と音を立てて扉が弾け飛び、そこからアメーバ状の何かが溢あふれ出てきたからである。

「なんであるか？　これ何なんであるかっ!?」

「――遅かったか!?」

　その声に振り返ると、そこには、階段を駆け上がってきたらしい寒河江教授とトリンシアの姿があった。

「やはり間に合わなかったようです」

　ひどく淡々と抑えた口調でトリンシアが言う。

「サガミキョウジュ、何であるか、これは何であるか？」

　さすがに動転して尋ねるタナロット――あるいは彼女は、これが何なのか、本能的に悟っていたのかもしれない。その上でその本能の囁く不安を打ち消してくれる事を期待して寒河江教授に尋ねたのだろう。

　しかし――

「多分、あれは羽瀬川鈴果です」

　答えたのはトリンシアであった。

「折せつ角かく、エミットが逆転式を作ってきてくれたのに……この状態ではとても式を挿入するどころではありません。近付けば我々の筐体とてそのまま融合同化して取り込まれかねない。今の我々には手の打ちようがありません」

　ちなみに。

　エミット本人やセルティがこの場に来ていないのは、下手に今の鈴果に近付いて取り込まれれば、ややこしい事になるからだ。融合同化されかねない事も無論問題だが、何よりこれ以上魔力を吸収して鈴果の力が強大になると、もう手のつけようがない。

　トリンシアや寒河江教授の筐体は、現在〈対魔力侵奪能力〉用の予備のバッテリーで電気的に稼働している為、行動不能に陥る事はないが……これとて本来の魔力駆動に較べると半分以下の力しか出ない上、魔法の類はほとんど使えない。

「…………では」

　トリンシアの言葉に、呆然とした表情で振り返るタナロット。

「駄目――駄目なのであるか？　スズカはもう駄目なのであるか？」

「…………」

　寒河江教授が少し驚いた表情を浮かべる。

　拓人達や榮太郎達をのぞけば、〈学園〉関係者の中では比較的タナロットと顔を合わせる機会が多い寒河江教授であるが――こんなに焦っているタナロットの表情というものは、彼も初めて見たからだ。

　しかもそれが――主あるじである羽瀬川拓人以外の事で。

「サガミキョウジュ。何とかしてスズカを助けるのである。スズカは悪くないのである。スズカは、スズカは――」

　タナロットが寒河江教授の襟えり首くびを摑む。

　がくがくと寒河江教授を揺さぶりながらタナロットは言った。

「スズカを助けるのである！　我にできる事はなんでもするのであるから――」

「そう言われても……」

　答えたのは寒河江教授ではなくトリンシアの方だった。

「今は界面形成が失敗している状態――自分の形を決定する『器』がない状態です。故にアメーバのような不定形状態に陥っている訳ですが。何の対策もなく下手に近付いたらそのまま融合してしまいますよ」

「みゅ……」

　途方に暮れた様子で玄関のあたりでのたくるアメーバ状の『鈴果』を見つめるタナロット。

　トリンシアもさすがに苦渋で表情を歪めつつ――

「中の人達も既に融合同化されている可能性が」

「〈魔力侵奪能力〉も吸引速度がかなり落ちているし、佐久間君がいるからそれはなかろうが――しかしいつまで保もつか。それに元々が魔力の塊だからな。魔力通信や透視が利かない。中の様子を探りようがないのだが……中に入れさえすればな」

　顔をしかめて寒河江教授が言う。

　その台詞に反応し――タナロットが顔をあげた。

「サガミキョウジュ。中に入れればタクトとかスズホとかは助かるのであるか？」

「――うん？」

「ひょとしたらスズカも助けられるのであるか？」

　ひどく真剣な表情でタナロットが尋ねてくる。

「それは――」

　顔を見合わせる寒河江教授とトリンシア。

「元々詳細構わず何でも取り込もうとしてるみたいですから、逆転式も中心部に無理矢理入り込んで強制展開すれば、有無を言わさず『食べさせる』事はできるかもしれません」

「しかし――」

　トリンシアの言葉を寒河江教授が継ぐ。

「どうやって融合されずに、中に――中心部までたどり着く？」

　寒河江教授がそう言った時――

「――！」

　いきなりアメーバ状の鈴果が――正確には末端たるその一部が触手を伸ばしてタナロット達に襲い掛かってきた。

　咄嗟にタナロットとトリンシアを庇って後退しながら、寒河江教授は手にしたシグ・ザウエルで銃撃する。

　ぱしゅ！　という音と共にＢＢ弾に込められていた魔法式が展開。

　一瞬、小さな爆発が発生して意外な位に大きな孔あながアメーバ体に穿たれた。

「みゅ？」

　タナロットが期待含みの声を漏らす。

　だが……その孔は瞬く間に埋められてしまった。アメーバ体は再び触手を伸ばしてタナロット達に近付いてくる。魔法は一応発動するようだが、やはり魔力を吸収されてすぐに消えてしまうらしい。

「やはり擬似肉体の結合度はそう高くないか。素手でも掘り進めそうな柔らかさだが」

「しかしどんな魔法も三秒と掛からずに無効化されます……かといって魔法を発動させ続ければあっという間に消耗してしまいます。やはり私達だけでは打つ手はありません。ここは〈学園〉に連絡して、魔法使いや神族、魔族、とにかく大量動員して時間を稼かせぎ、しかる後に大魔法を使って一瞬で吹っ飛ばせば、周辺地域に被害が広がる前に『殺す』事はできるかもしれません」

　トリンシアが無表情に冷徹な判断を告げる。

　確かに魔力が吸収されるといっても、吸収速度は鈍っている。一瞬で全てを滅ぼすような大規模攻撃魔法なら、術式が破綻する前に効果を発して鈴果を殺す事はできるだろう。

　しかし――

「それでは羽瀬川鈴果は無論、中の者も一緒に殺してしまう事になる」

　と寒河江教授。

「はい……その通りです」

　トリンシアが言う。

「しかしこのままでも中の人達はあと十分も保たないかと」

「それはその通りだが。万策尽き――いや――待て」

　寒河江教授が腕を組んで言う。

「そういえば――」
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　榮太郎の創り出す防御結界の中で拓人達は次の手を打ちあぐねていた。

「まあそろそろエミットが逆転式を作って持ってくる頃だとは思うんだがね……」

　近くの壁にもたれかかって頰を掻きながら榮太郎が言った。

「とはいえ……中途半端な打ち込み方しても、弾かれちゃう可能性が高いよな……」

　精霊にしても神族や魔族にしても、魔力塊である以上、それを制御する為の魔術式を他者から体内に撃ち込まれるというのは、異物を肉体にねじ込まれるのと同じである。当然に自己防衛本能のようなものが働く。強い魔力を持つ存在は、中途半端な魔術式など、その魔力量から発生する魔力圧で弾き飛ばしてしまうのだ。

『何かこちらでできる事はないんですか？』

　鈴穂が必死の表情でそんな事を尋ねる。

　だが――

「ないな。あったとしても……迂闊な魔法的干渉は鈴果ちゃんを殺しちゃう可能性もあるしな……」

　と榮太郎。

『そんな……』

　泣きそうな表情で俯うつむく鈴穂。

　その時……

「――御主人様」

　エーネウスが耳を微かすかにふるわせながら言った。

「何か……外部で変化があったようです」

「ふむ？　タナちゃんが何かして…………」

　と。

　そこまで言って榮太郎はぽん、と拳を掌に打ち付けた。

「そうか。その手があったか。ボケてんな、俺も」

「……先輩？」

「同じような魔力圧を持っている存在が、魔力圧を外部に向けて均衡を取りながら何とか体内に潜り込んで来て……鈴果ちゃんの体内のど真ん中で逆転式解放すりゃいいのか」

「タナロットがそれをしてるって言うんですか？」

　拓人が驚いて尋ねる。

「そんな器用な事――」

　と言いかけて拓人は思い出した。

　今のタナロットには不完全ながらも鈴穂の魔力侵奪能力に対抗する技能がある。

　しかし……

「まあ恐らくはエミットか寒河江教授が指示したんだろうが――」

「でもそれって、一つ間違えば」

「うん。タナちゃんが融合してタナちゃんまで鈴果ちゃんみたいになってしまうな。しかもタナちゃんは一応魔神だからな。殺す事さえできなくなる」

「…………」

　表情を引きつらせて顔を見合わせる拓人と鈴穂。

「何とか……何とかこっちから手助けする事はできないんですか？」

「……難しいな。下手に結界解除する訳にもいかんし」

「……タナロット……鈴果……!!」

　拓人は肉色の壁に悲壮な視線を注いだ。
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　タナロットにもし『お前にとって鈴果とは何なのか』と問えば彼女はしばらく首を傾げて悩んだ末に『スズカである』と深いような浅いような答えを返してくるだろう。

　だがタナロットはそもそも人間ではない。

　生まれて二年に満たない――人間で言えば幼児である。

　長い歳月の間に、人間のような関係性を模も倣ほうするようになった神族や魔族とも異なる。

　彼女にとって他者との関係とは、レッテルを貼ったり、分類したりするようなものではなく、ましてや言葉を当て嵌はめて理解したような気になるものでもなく――それぞれの関係性において唯一無二のものなのだ。

　だから。

　タナロットにとって鈴果は単に『スズカ』であってやはり唯一無二のものである。

　しかしそれでも尚、彼女の鈴果に対する感情を既存の人間関係に当て嵌めてみれば、最も近いと言えるのは――『姉妹』であったろう。

『友人』ではない。それよりもいろいろな意味でもっと近い。

　同じ人が好き。

　遠慮なく殴り合える――じゃれ合える。

　猫の子や犬の子が兄弟姉妹で嚙かみ付きあったりしてじゃれ合うように、遠慮なく、後あと腐くされなく、楽しく元気に喧嘩できる相手。

　いや。それだけではない。

　もっと存在の根幹のような部分でタナロットにとって鈴果は共鳴するものがあったのだろう。無論その理由をタナロットは知らない。鈴果自身ですら知らないだろう。

　自分達が同じ能力で生み出された存在であるなどという事は。

　ただし……鈴果の場合は魔力の結合度が低いのか、何らかの原因があるのか、未だ不滅と呼べるような存在ではなく、神族でも魔族でもない。むしろその絶対性の欠落から言えば精霊に近い。

　何にせよ……

「みゃみゃみゃみゃっ!!」

　タナロットにとって鈴果は唯一無二であり――ある意味では拓人と同様に大事な存在でもあった。恐らく本能的に自分達が『仲間』であると悟っている部分もあるのだろう。

「みゃ――っ!!」

　だからこそタナロットは躊躇わなかった。

　鈴果の暴走はある意味で他人事ではない。一つ間違えば自分が同じ目に遭あっていた可能性もあるのだ。その意味でも――はっきりと自覚していた訳ではないにしろ――タナロットは鈴果を放っておけなかった。

　それが大事な相手となると尚更だ。

「んんんんんみゃあっ!!」

　そういう訳で――タナロットは榮太郎に教わった『気』の――変換魔力の防御を自分の身体に重ねて張り巡らせながら、無理矢理〈アイギス〉で暴走する肉を押し開いてマンションの部屋の中に潜り込んでいた。

　無論、一瞬でも防御が弱まるとタナロットは暴走する肉の海に融合同化させられてしまう。ある種の封印と同じだ。魔神であるからして、死にはしないにしても――他人の肉体の一部として生きるなど、死よりもタチが悪い。

　幸い、鈴果の『肉』は増殖する事で物質としての密度は下がってきているので、〈アイギス〉の力場で無理矢理こじ開けながら進むのはそう難しくない。

　ただ……タナロットの魔力をもってしても、周囲から常に加えられる魔力圧は相当に辛いものであった。

「みゃっ…………みゃみゃ……」

　つい掘り進む速度が落ちる。

〈アイギス〉を肉に突き刺して。でもって無理矢理、防御力場を展開してこじ開ける。この作業の繰り返しである。

　たった一メートル進むのにも大変な時間と魔力を消耗する。

　しかも、防御はあまり強くし過ぎてもいけない。それは拮きつ抗こうする鈴果の魔力の過か剰じような消耗を招き、半神半精霊の彼女の存在そのものを消してしまう可能性があるからだ。

　ぎりぎりの拮抗状態を維持しつつの掘削くつさく作業。

　魔力の使い方をようやく覚え始めたばかりのタナロットには酷な作業ではあった。

　しかし……

「スズカ！　今助けるのである」

「…………」

　無論、暴走中の鈴果から返事はない。

　寒河江教授の計算では、リヴィングの真ん中にまで達して、そこで逆転式を解放すれば良いとの事であった。〈アイギス〉には寒河江教授の手で簡単な細工が施されており、適当な位置に達すればアラーム音が鳴るようになっている。

　が――

「みゅっ……みゅっ……みゅーっ……」

　さすがにタナロットにも疲労の色が濃い。

　玄関から四メートルは進んだはず。恐らくあと二メートル。だがそのわずか二メートルが無限の彼方のように遠い。

「みゅっ……みゅっ……みゅーっ……」

　次第に落ちていく速度。

　次第に――

　次第に――

「……助け……るのである……」

　肉色の海の底で譫うわ言ごとのようにタナロットは呟く。

　引き返そうという気は全くなかった。

　良くも悪くも猪ちよ突とつ猛もう進しん――おつむの中身が単純な分、決めれば揺ゆらがない一いち途ずさがタナロットにはある。だがそれが彼女をがむしゃらに窮きゆう地ちへと追い込む事にもなっていた。

　更に速度が落ちる。

　あと一メートル。

　あと九十センチ。

　あと八十センチ。

　速度が落ちて明らかに動きが鈍る。

　あと六十センチ。

　あと五十センチ。

　タナロットの動きが止まる。

　彼女の身体を包んでいる防御がじわりとゆるむ。

　ゆるんで――綻ほころび始める。

　あと目的地まで四十センチ――ただ手を伸ばせば届く程の距離でタナロットは力尽きていた。肉が彼女を押し包み、融合同化を開始する。

「みゅ……スズカ……タクト……スズ……ホ……」

　無論、それは朦もう朧ろうとした意識でつい口にしただけの名前であったろう。

　だが――

「タナロット!!」

　叫びと共に彼女の目の前にずぼりと孔が開いた。

　魔力ではなく――力場による掘削。

〈ワルプルギス〉。

　機剣を構えているのは言うまでもなく鈴穂である。

　一時的に榮太郎が防御結界を解除したのであろう。

　同時に突き出された拓人の右手がタナロットを引っ張った。

　触手が伸びて拓人の手に絡み付く。

　防御結界がなくなった為に、手近な生体を融合同化しようとしているのだ。無論、拓人にはタナロットのような特殊技能はない。半人前の魔法使いである彼は、この状況下では防御魔法を唱えても効力を発揮する前に消滅してしまう。

　その為に――

「ぬうあああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　普段の拓人からは想像もつかない咆吼ほうこうが逬ほとばしる。












　瞬時に融合同化を始めた肉を無理矢理引きちぎり、腕を血まみれにしながらも拓人は全身でタナロットを自分達の方へと引っ張り込んだのだ。

　一気に最後の四十センチをクリアするタナロット。

　同時にアラームが鳴った。

「みゃ…………」

　半ば朦朧としながらもタナロットはエミットから預かってきた逆転式――それを記録したコンパクト・ディスク型呪じゆ符ふをへし折った。

　コンパクト・ディスクから虹色の光が立ち上る。

　そして――
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「…………」

　気がつけば。

　鈴果は滅茶苦茶になった羽瀬川邸のリヴィングにぺたんと座り込んでいた。

　手には〈ワルプルギス〉。

　そして全身に――違和感。

「…………あれ？」

〈ワルプルギス〉を持ち上げてみると、重い。

　いや――違う。自分が非力になったのだと――戻ったのだと鈴果は気付いた。

　という事は。

「鈴果、鈴果であるか？」

　タナロットの声に振り返ると、そこには精根尽き果てた様子の拓人やタナロット、榮太郎に加え、腕を組んで苦笑している寒河江教授らの姿があった。

「ええと。つまりこれって――」

「逆転式だよ。不安定な肉体が暴走したから――鈴果には悪いけど、鈴穂の肉体へ還元させて貰ったんだ。他に……確実に鈴果を救える方法がなかったから」

　拓人が言った。

「……あ。そうなんだ。って……不安定な、肉体？」

　微かな記憶。

　崩壊していく肉体。突き上げる飢えのような感覚。

　それは…………

「ア、アタシ……！」

　はっきりとは覚えていないにしても、自分がどうなって、何をしていたかの想像はつく。

　恥ずかしいやら申し訳ないやらで鈴果は顔を真っ赤にして黙り込んでしまった。

　だが――

「ああ、もう済んだ事だから、いいから」

　とても『いいから』で済むような様子ではないのだが――しかし拓人はにっこり優しく笑って言った。

「でも…………」

「いいのである」

　タナロットが念を押すように言う。

　彼女とて相当な苦労をしたのだろう。この元気だけが取り柄のような未分化魔神が此こ処こまで疲労した姿は、初めて見る。

　しかし誰も鈴果を責めようとはしていなかった。

「……まあそれはさておき」

　寒河江教授が言った。

「還元の確認が済んだのなら、そろそろ羽瀬川鈴穂の状態に戻ってくれないかね。傀儡人形サイコ・パペツトの通常バッテリーはそう長時間保たないのでな」

「…………あ」

　そして気付いた。

〈魔力侵奪能力〉だ。

　鈴果が鈴穂の身体の中に還元されて。

　鈴果の状態では〈魔力侵奪能力〉が発動して。

　つまり……

「って事は全て元通り……？」

　大騒ぎしていたのが馬鹿みたいではある。

　これで鈴穂の処分も撤回される可能性が高い。

　鈴果は長々と溜め息をついた。

　しかし――

「元通り？　違うよ」

　苦笑して拓人は言った。

「君は、鈴果だろ？」

「…………」

　一瞬その意味を考え……

「うん。アタシは鈴果だ」

　笑って鈴果は頷いて見せた。










　終　章







　秋葉原――喫茶店〈バオバブ〉。

　千年一日の如ごときゆったりした時間の流れる店内では、これまた世界最後の日でも同じ作業をし続けているのではないかと思える位に当然の様子で、黙々と黒ベストに黒蝶ネクタイ姿のマスターがカップを磨き続けている。

　その店内の最奥――観葉植物が林のように建ち並び、入り口からはほとんど視線の通らない一郭に二人の客の姿があった。

　ゴスロリ衣装で目の下に不健康そうな隈くまのある少女と。

　明らかに何か間違えた感じの特攻服を着た美形の青年と。

「――収まる処ところに収まったようぢゃな」

「うむ」

　ガブリエルの言葉に――珈琲コーヒーのカップを手に頷うなずくアガリアレプト。

「とはいえこれで終わりという事でもあるまい。〈連盟〉の動きも妙ではあるし、そもそも例の世界天秤てんびん……あれは本当に『羽は瀬せ川がわ鈴すず果か』のせいで動いたのかどうか」

「ふむ？」

「調べによれば羽瀬川鈴果はまだ『神』としても『魔』としても完成していなかったようだ。精霊に近い状態だったらしい。だが強大な力を持つ精霊は彼女以外にもいる。そもそもあの世界天秤は『神』か『魔』にしか反応しない」

「……つまり？」

「わかっているだろうに。つまり羽瀬川拓たく人と、羽瀬川鈴すず穂ほ、あの二人以外にもう一人いるという事だ、〈始源的神魔創造者〉が」

「三人…………歴史上たった一人しか確認されていない怪物が三人も一度に、か。それだけでも由ゆ々ゆしき事態ぢゃな」

　吐き捨てるようにガブリエルは言った。

「歴史上〈魔力侵奪能力者〉は何十人と確認されているがな」

「あれらはただ魔力を奪って何らかの方法で何ど処こかに移送しておるだけぢゃ。一説には人間界の自然でいう処の『対流』を魔力の世界で行っておるというが――まあ正確な処はわからん。何にせよ〈始源的神魔創造者〉と〈魔力侵奪能力者〉……共に備えておる完全な意味での〈聖母〉は未だマリア以来、羽瀬川鈴穂ただ一人という事になるが、その意味では他の〈魔力侵奪能力者〉や〈始源的神魔創造者〉は羽瀬川鈴穂という『完成体』を再度此この世に生み出す為の試作品に過ぎぬのかもしれん」

「試作？　一体誰が？　何者が？」

　何処か皮肉な口調でアガリアレプトが問う。

「さて――それこそ一神教の言う処の『絶対者』『創造主』――『神』かもしれんがの」

「天使が神を否定するか？」

「我等の形質は後から人間が勝手な想像力や都合で与えたものに過ぎん。それも無む知ち蒙もう昧まいな者共が、泥縄どろなわ的に――ぢゃ。だから様々な矛盾が生じる。統一性もなければ安定性もない。宗教や文化によっては、否いな、同じ宗教でも時代によっては神が悪魔になったり、悪魔が神になったりするのも珍しくない。全く忙しい事よ――我等の本質には関係がないがの。何にしてももう少し整理して欲しいものぢゃな」

「…………」

「我等は本来ただ『在あって在る』だけの者ぢゃ……それだけのはずだったのぢゃがな」

「……そうだったな」

　溜め息をつくようにアガリアレプトが言う。

　そこへ――

「あーもう…………」

　山のように紙袋を提さげた、それだけでは足りずに風ふ呂ろ敷しき包みまで背負ったミヤビとシンクラヴィアが、からんころんと出入り口の鐘かねを鳴らしながら〈バオバブ〉の中に入ってきた。

「なんデ私らがコンな事――」

「――遅かったな」

　アガリアレプトが無表情に二人――もとい二柱を振り返って言った。

「ちょうど我等は一服が終わった処ぢゃ」

　ガブリエルもそれまでの重苦しい会話など忘れ果てた様子で傲ごう慢まんそうに言う。

「では次の店に参ろうかの。まだまだ買っておらぬタイトルが目白押しぢゃ」

「うむ。私もそろそろ中古店で絶版品を探す段階に入ろうと思っていた処だ」

　頷き合って立ち上がると、天使と悪魔は店に入ってきたばかりのミヤビとシンクラヴィアの襟えり首くびを摑つかんで、そのまま引きずって行く。

「あー、せめテ、セメて一杯アイスコーヒー……」

「私も一杯……ああああああああ!?」

　疲れ果てた神魔の悲鳴じみた声を残しながら、〈バオバブ〉の扉はばたんと閉じられる。

「…………またのお越しを」

　やはりカップを磨き続けながら、マスターはぽつりとそう言った。





＊






　結局――破壊されまくった部屋を元に戻すには一週間かかった。

　普段のタナロットと鈴穂、鈴果の喧けん嘩かと異なり、構造材であるコンクリや鉄筋にまで影響が出ていたからだ。実の所、隣近所の住人の記憶操作も含め、榮えい太た郎ろう達が手伝ってくれなければ倍の日数がかかっただろう。

　そして……

「みゅー……」

　陽光の降り注ぐ日曜日のベランダ。

　タナロットが脚をぶらぶらさせながら手て摺すりに腰掛けている。見ている方が冷や冷やする状態だが――五十メートルの高さからコンクリートの上に落下しても傷一つ負わないタナロットからすれば、ちょっと高めの椅子に腰掛けているのと大差はない。

　タナロットは少し退屈していた。

　鈴果が元に戻ってしまったからだ。無論、鈴穂がリボンを解けば彼女の人格は現れ出るのも事実だが、現在の鈴果の身体は鈴穂のものと同じなので、以前のような無茶は利かなくなっている。少なくともタナロットとドツキ合いをする訳にはいくまい。

『タナ郎』

　ぽんぽんとタナロットの頭をノートが叩く。

「みゃ？」

　首を傾かしげて振り返るタナロット。ノートの主は言うまでもなく鈴穂である。

　鈴穂は珍しく何やら悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてタナロットを見つめている。

「スズホ？　何であるか？」

「…………」

　鈴穂は『よく見てて』と言わんばかりの仕草で自分を指差す。

　よく見れば彼女の胸元には何やら見慣れないペンダントが揺ゆれている。青い、藍らん碧ぺきの色を湛たたえた石と、それを囲むように銀色のフレームが配された幾き何か学がく的なデザインのペンダントである。

　鈴穂はそれを手にしてぎゅっと握りしめ――

「――みゃっ!?」

　愕がく然ぜんとした声を上げるタナロット。

　まるで脱だつ皮ぴするかのように――ずるりと鈴穂の中から鈴穂が抜け出てきたのである。

　いや。違う。

　鈴穂は鈴穂でそこに変わらずいて笑っている。

　そして抜け出た鈴穂は――蒼あおい髪の鈴穂は黒髪の鈴穂と違う少し獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

　鈴果である。

「説明しよう」

　にゅっと何処からか生えた榮太郎が言った。

「これは力あるビジョン。側そばに現れ立つという処から、ワシはスタンドと――」

　――げし。

　榮太郎の脳天に〈デスキン〉がめり込んだ。

　だくだくと血を流しながら傾いた榮太郎は言った。

「何をするんだＤＩ●!?」

「誰が首チョンパ吸血鬼ですか」

「そーいや復活した第三部の●ＩＯ様ってなんか馬鹿っぽくないか。イっちゃってるっていうか。やっぱ海の底で酸欠で脳やられたんかな。それともジョー●ターの血でアレルギー起こしたのだろうか」

「…………説明は真面目に」

　笑顔のエーネウス。

　だがその額にはさりげなーく血管が浮かんでいたりする。

「…………はい」

　項うな垂だれる榮太郎。

「まあ真面目に解説して貰もらってもそう違わないんだけどね」

　と苦笑しながらやってきた拓人が言った。

「……みゃ？」

「要するに……力場で身体を形成するんだよ。暴走の危険があるからそう長時間は顕けん現げんさせてられないし、鈴穂自身からはそんなに離れられないみたいだけど、逆に適度にこうやって出てきて魔力を消費していた方が、暴走しにくいっていうか、安全弁として働くんだってさ」

「みゃ？」

　さすがにタナロットでは拓人の説明でも難しかったらしい。

　とはいえ――

「ま……改めてよろしくな」

　言いながら、ごつん――と鈴果がタナロットの頭をいきなり殴なぐる。

「みゃ？」

　目を瞬まばたかせてしばらくタナロットは首を傾げていたが――

「よろしくするのであるっ!!」

　そう言って反撃。

　がこん、とぶん殴られて反そり返った鈴果は、バネ仕掛けのように起きあがり、そしてまたタナロットをぶん殴る。

　でもってさらに殴り返すタナロット。

　でもって――

「わははははははははははは!!」

「みゃみゃみゃみゃみゃみゃ!!」

　大笑いしながら延々と殴り合いを始めるタナロットと鈴果。

「…………直したばっかりだから、周辺に被害が及ばないように、程々にね」

　苦笑を浮かべる拓人。

　その横で――

『ありがとうね。タクちゃん』

「ん？　何が？」

　鈴穂を振り返って首を傾げる拓人。

『何がっていうか。いろいろ。その』

　少し頰ほおを赤らめながら鈴穂は書いた。

『これからもタクちゃんの側に、いさせてね』

「あ………………も、勿もち論ろん、鈴穂がいないと寂しいよ」

『本当？』

「本当、本当」

　とか何とかやっていると。

「…………」

「…………」

　いつの間にか殴り合いを止めたタナロットと鈴果がじっと二人を見つめていた。

「――な、なに？」

「てめえ鈴穂、ずるいぞ!?　タナロットをアタシで牽けん制せいしておいて、自分だけ抜け駆けか!?」

『え？　え？　いやそういう訳じゃ』

「スズホずるいのである！　我も抜け駆けするのである!!」

「でえい負けるかっ!!」

　喚わめいて――拓人に飛びかかる二人。

　揉もみくちゃになりながら拓人を引っ張り合うタナロット、鈴穂、鈴果。ほとんど大岡裁さばきのような状況で悲鳴を上げる拓人だが――

「あら。では僭越せんえつながら私も――」

　といそいそとファルチェまで参加。

　両手両足をそれぞれ別の者に引っ張られるという、修羅場なんだか死刑現場なんだかよくわからない状況を眺ながめつつ――榮太郎が苦笑を浮かべた。

「おおう。モテモテだねえ拓人。羨うらやましいのお」

「そう思うなら代わってください!!」

　悲鳴混じりの声で喚く拓人。

「やだよーん」

　へらへらと笑って言う榮太郎。

　その隣で――

「……ですが。これから益々大変になりますね」

　エーネウスがしみじみとした口調で言う。

〈連盟〉。

〈始源的神魔創造者〉。

〈魔力侵奪能力者〉。

　いずれも笑って誤ご魔ま化かせるような問題ではない。

　しかし――

「ま。何とかなるだろ、何とか。今までだってそうしてきたしな、連中は」

「……そうかもしれませんね」

「結局、いつも最後には『日常』に戻ってこれる奴が強いんだよ」

　肩を竦すくめて榮太郎は言う。

　でもって。

　ベランダでは相変わらず悲鳴と怒号とその他諸々が交錯こうさくする羽瀬川拓人達の騒そう々ぞうしい『日常』が展開しているのであった。
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　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]さかきです。

「まじしゃんずあかでみいⅥ　乙女分裂!?」をお届け致します。

　間に短編集「らでぃかる」を挟んでいるので久々の本編ですね。本編の新刊を待ってくださっていた方々――どうもお待たせ致しました。

　とか言いつつ現時点で締め切りがかなり押しているので、本当に予定通り出るのかどうなのか戦せん戦せん兢きよう兢きようとしている私が此こ処こにいるのですが。




　担当編集さんに「本当に大丈夫ですか？　間に合いますか？」と心配されるのは毎度の事なのですが（いやそれもどうかとは思うけど）、組版の人にまで「本当に大丈夫ですか？」とか心配されていると伝え聞き、申し訳なさ一杯です。

　本当に予定通り出てるんでしょうか、この本……＜自業自得だっての




　さて。

　元々この「まかでみ」はアニメだの漫画だの特撮だの既存の作品をネタにしたパロディ要素が幾つも入っていますが――今回は、ちと個人的に「ライトノベル総合交流キャンペーン」とか勝手に銘打って、他の方の作品のキャラやネタ（アイテムとか）をぽこぽこ放り込んでます。何処にどういう風に出ているかはまあそれぞれ捜してみてください。




　当初はオリジナルキャラだけで固めていたのですが、ふと思い付いて、数名の作家さんにレンタルを御願いしたのでした。

　ある意味、こういうキャラの貸し借りとかネタの貸し借りってタブー視される傾向が日本ではあったりしますが――ほら、アメリカのマーベラス・ヒーローズとかみたいに、別々の作品の主人公が一同に会したり、夢の対決したりするのってなんか萌もえる、もとい燃えるじゃないですか。日本でもスパロボとか。そーゆーやつ。




　そういう訳で……ちとお遊びを兼ねてやってみたのでした。

　無論、元のネタわからなくても読める構造にはなってるので、わからない人はわからない人で「まあ何かネタがあんのか。ふーん」「また[image: ]も酔狂な事を……」程度に流してやってください。わかる人はまあにやにやしてください（笑）。




　浅あさ井いラボ先生、神かみ野のオキナ先生、高たか殿どの円まどか先生、富とみ永なが浩ひろ史し先生、成なり田た良りよう悟ご先生（五十音順）、ありがとう御座いましたです。この御礼はいつか何かの形で。うちのキャラやらネタなら使って貰って構いませんし。




　で――この本編。

　５巻に続きそろそろ物語加速中。キャラも出揃そろった感じで、さてどうなる事か。

　無論、大きな枠は決めてあるのですが、細かい流れやらは適宜状況を見たり、読者の方々の反応を窺うかがいながら決めていくこのシリーズ、作者にもいまいち終わりが見えてなかったりしまする（苦笑）。

　読者の皆様方、よろしければ短編共々、最後までおつきあいの程を。




　また今回もたまらん位に迷惑をかけた担当のＫ[image: ]氏、絵師のＢＬＡＤＥ師、ありがとう御座いました＆すいませんでした。校正の人も組版の人もすんませんでした。そしてありがとうございまする。

　ええと多分また次も迷惑かけますからよろしく（開き直ってどうする）。




　ではまた。次の本で――




　二〇〇五／六／二四

　ＢＧＭ：なし

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４　２・４ＧHz　ＲＡＭ　１GB）
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